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序

地方の時代とも、 文化の時代とも言われています。

全国的に遺跡の発掘、 貴重な出土品の発見等の報道が多く見られま

すし、 郷土を知り、 ふるさとを愛する教育、 文化財保護の運動展開

が重視されていることは、 喜ばしい限りです。

本庄市教育委員会でも、 地域開発、 道路改良事業が進み、 昭和5

6年度、 夏目遺跡の発掘調査を実施、 その後埋蔵文化財センタ ー を

本拠に整理研究を続けてまいりました。

木庄市においては、 市立歴史民俗資料館において、 発掘復原され

た土器等の速報展示などを行ない、 広く市民に公開しています。

今回の報告書編巣に際しましても、 県教育局文化財保護課の先生

方はじめ、 多くの先生方のご指導をいただぎ、 市教育委員会文化財

保護係が中心となり、 埋蔵文化財センタ ー 職員のご協力を得て完成

しました。

ここに発掘調査に従事された皆さま、 編集関係者のご努力に対し

まして、 厚くお礼を申しあげるとともに、 本報告書が広く活用され

ますことを願って、 ごあいさつといたします。

昭和6 0 年2月2 0日

本庄市教育委員会

教育長 士反 本 敬 信▲



例 言
1. 本報告書は、 埼玉県の委託を受けて、 本庄市教育委員会が調査主体となって昭和55·56年

度に実施した、 県道本庄・鬼石線道路改良事業に伴う発掘調査報告書の第二分冊である。
2. 本報告書は昭和58·59年のニケ年にわたって整理を実施したもので、 既刊の二本松遺跡発

掘調査報告書、 昭和61年度に刊行予定の社具路遺跡発掘調査報告書の三分冊が揃って一冊の報
告書の体裁をとるよう編集してある。従って調査のまとめは第三分冊に予定している。

3. 住居址番号は既調査のものと後日の混乱を避けるため10号から付した。
4. 出土品の整理は長谷川、 石橋が中心となって本庄市埋蔵文化財センタ ー で実施した。
5. 本書の執筆及び編集は石橋が中心に次の分担で行ない、 長谷川が指導、 助言した。

遺跡の概要、 小結 石橋 遺物 大束の観察 井上•関根文章化
遺 構 大束 版組 大束、 井上、 関根

6. 整理、 報告書の作成にあたって、 次の方々からの御指導と御教示をいただいた。 （敬称略·順

不同）
三上元一 外尾常人 鈴木徳雄 田村 誠 岡本幸男 長滝歳康 丸山 修

小野英彦 栗原文蔵 塩野 博 早川智明 横川好富 小川良祐 菅谷浩之

福島興厳 水島治平 柴崎起三雄 高橋一彦 高田儀三郎 梅沢太久夫 佐藤忠雄

坂野和信 金子真土 宮崎朝雄 増田逸朗 石岡憲雄 中村倉司 坂本和俊

高橋好信 井上尚明 富田和夫 駒宮史朗 柿沼幹夫
7． 本報告書に使用した実測図及び観察表は次の凡例による。

1) 遺構・遺物の縮尺は次のとおりである。

竪穴住居址 60分の1 カマド 30分の1
溝 1 2 0分の1 遺物 4分の1

これらについてはスケー ルは付さなかった。 例外の場合のみスケー ルを付している。

また遺構平面図は、 天が座標北で、 方位は略した。 例外の場合のみ方位を示している。

2) 遺構実測図の斜線は遺構の基盤であるロ ー ム層・網目は焼土を表現している。

3) 遺物実測図の中心線の一点破線は適宜回転して実測したもの、 口径の一 点破線は口径円

周が％以下の遺物である。従って相方が一 点破線の遺物は参考程度に掲げたものである。

4) 遺物実測図の器壁に直交するヒゲはヨコナデの範囲を示し、 方向の判明するものは→印

で示してある。 遺物の断面の網目は須恵器を表現している。
5) 第11 4図31の腺は坂野和信氏の原図及び観察を使用した。

6) 遺物の観察は、 1法量、 2胎土、 3成形、 4整形、 5形態、 6焼成、 7色調、 8使用痕

9出土状況、 10接合関係、 11備考の順に記述、 それぞれ頭文字で略した。
1、 単位はcm、 ( )は推定である。
2、 「黒色粒子」 「黒色微石」は角閃石と考えられる。 「褐鉄粒」とは径l ~4mmの褐

鉄鉱様の粒子で、 取り出して磁石をあてると付着するもの。 「練込み」とは、 練り



が不充分で異質の粘土が流水状となったもので人意的でないと考えられるが、 表記

した。

3、 土器は製作されたと考えられる順に記述した。 「上がり底」とは、 製作時に土器自体

を回転するとできる、 一 見上げ底風の底で、 「弧状ヘラ」とは製作時に使用された

とみられるヘラで、 明瞭にその痕跡が認められる（圧痕等）場合に用いた。

4、 用語の使用については、 各種報告書で一般的に使用されている語旬を踏襲した。

5、 遺物の実測図で表現しにくい部分のみ記述した。

6 、 良、 普、 悪で表現した。但し現状観察である。

7、 特に基準は設けずに記述したが、 大きな不統ーは無い。

8 、 放棄後の風化等の痕跡も記述した。

9 、 本報告書では遺構実測図との関係は概略を記すのみにとどめた。

1 0、 広範に分散したもののみ概略を記述した。

1 1 、 土中のゆがみや、 風化等の不可抗力による復原の不出来は 「復原不良」と記した。

8. 住居址の番号のうち1 6号、 17号、 23号、 34号、 67号、 72号、 73号、 74号の住

居址番号は空番である。

9. 編集の都合上、 遺物の観察表及び出土遺物の実測図は一括してまとめてある。

1 o. 本書に使用した遺構実測図、 写真、 出土遺物は本庄市埋蔵文化財センタ ー に保管している。

1 1． 文化庁長官に提出した 「埋蔵文化財発掘通知J及び文化庁受理番号等の概要は下記のとおりで

ある。

遺跡名 所 在 地 面積 通 知 番 号 文化庁受理番号 備 考

本庄91号 本庄市大字西富田 6000m' 本教社発第 109号 56委保記第2-1363号 社具路遺跡
字新田東354番他 昭和56 · 5 · 6 昭和56年7月7日 夏目遺跡

本庄89号 同 同 3000m' 本教社発第 219号 56委保記第2-3292号 夏目遺跡
字北原336番他 昭和56 . 8 . 28 昭和56年12月26日

なお 『埼玉県遺跡地図・地名表』（埼玉県教育委員会、 昭50)による周知の遺跡とは若干の相

違があり、 本庄91号遺跡は夏目遺跡と社具路遺跡に二分割した。

1 2. 本書第1図に使用した地形図は国土地理院発行（昭和52年12月28日）の1:50000 『 高崎』の一

部を複製した。 また第2図に使用した地形図は本庄市役所発行の1:2500 都市計画図 『北泉』 『

市街地』の一部を複製したものである。

1 3. 整理及び本報告書作成の組織は下記のとおりである。

昭和5 8年度 昭和59年度

主体者 本庄市教育委員会 主体者 本庄市教育委員会

教育長 飯島 彰 教育長

社会教育課

課 長

指導主事

戸塚克男

矢崎昭夫

飯島 彰

(9月30日まで）

坂本敬信

(1 0月1日から）



担当者

課長補佐兼文

化財保護係長 長谷川道夫

社会教育係長 高田節子

文化財保護係 長谷川勇

増田一 裕

中田啓 一

長谷川勇

石橋桂一

社会教育課

課 長 戸塚克男

指導主事 矢崎昭夫

課長補佐兼文

化財保護係長 長谷川道夫

社会教育係長 小林弘子

文化財保護係 長谷川勇

担当者補助 大束今日子

増田一 裕

中田啓一

長谷川勇

石橋桂一作業従事

井上富美子 担当者

関根典子

久保田かづ子

津久井八重子

大谷八重子

渡辺宜子

石橋由喜子

茂木秀敏

荒井幸太郎

笠本源一

八木道良

堀田依包

担当者補助

作業従事

1 4. 本報告書では次の反省点がある。

大束今日子

井上富美子

関根典子

久保田かづ子

津久井八重子

大谷八重子

渡辺宜子

石橋由喜子

l) 発掘調査の際、 耕土除去後の遺構確認面での遺構の的確な把握、 遺構検出作業時の的確

な判断、 作業及び記録内容の統一、 調査担当者間に於ける連絡徹底等に不適当な部分が

多かった。従って遺構間の前後関係の把握は不充分で、 本書に掲載した遺構実測図、 写

真図版等のそしりは免れ得ない。

2) 整理の過程に於いて、 整理場所の数度の移転によって調査資料が他遺跡資料と紛れてし

まった可能性がある。 第三分冊刊行には補完し万全を期したい。

3) 近現代の遺構（土砿等）については紙数の関係から割愛した。
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夏目遺跡65 ·66号住居址•.．．．．．．..．．．．..．．．．．．．．．．..．..．．．．．．．..．.．．.．．.．．．．.．．．. 45 

夏目遺跡68 ·70 ·71号住居址•...．．．...．．．．．．．．．．..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...． 4 6

夏目遺跡69 ·75号住居址・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 48

夏目遺跡1 · 2 · 3 · 4号溝•• •.．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．.．．．.．．．． 49 

夏目遺跡5号溝（1)............................................................. ・ ・折り込み

夏目遺跡5号溝(2) ・ 須恵器出土状況(1)…………………………折り込み

夏目遺跡5号溝須恵器出土状況(2)......................…•..．．．.．．......．．．.. 5 1

夏目遺跡6 ·7 ·8 ·10 ·11号溝・..．．．．．．．．．．..．..．..．．．．．．．．．．．．．．．．.．．..．． 54

夏目遺跡8 ·9 ·12 ·13 ·15 ·16 ·19号溝・・・・•••…••.．．．．．．．．．． 55

夏目遺跡17 ·18 ·20号溝•.．．．．．.．．．．．...．．．.．．...．..．．．．．．．.．．．．．．．．.．．..．．．．． 56

夏目遺跡10号住居址出土遺物(1).............................…...・・ ・ ・・・ ・・・・12 7

夏目遺跡10号住居址出土遺物(2) ·············································128

夏目遺跡11号住居址出土遺物(1) ·············································128

夏目遺跡11号住居址出土遺物(2).........................…•..．.........．．．．12 9

夏目遺跡11号住居址出土遺物(3) ·············································130

夏目遺跡12号住居址出土遺物•.．．．．．．．．.．．．..．..．．．．．．.．．．．．．．．．．．.．.．．．．．.．．．．．.．．13 0

夏目遺跡13 · 1 4号住居址出土遺物••..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..…...・・・・・・・・・・・13 0

夏目遺跡15号住居址出土遺物・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•••…• ・・・・・・・・・・・・・・ ・・13 1

夏目遺跡19号住居址出土遺物•.．．．．．．．．．..．．．...…•..．．．．．．．.....……•.....．..．.13 1

夏目遺跡20 · 2 1号住居址出土遺物•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..．．．．..．．13 1

夏目遺跡21号住居址出土遺物•...．．．．．．．..．．．．．．.．．...．．．．..．．．．．．．．．．．．.．....．.．．.13 2

夏目遺跡22号住居址出土遺物(1) ·············································133
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夏目遺跡22号住居址出土遺物(2).............................................134 

夏目遺跡24号住居址出土遺物.............,.......................…•..．．．．...．．． ．13 4

夏目遺跡25号住居址出土遺物....................:................................. 1 3 5

夏目遺跡26号住居址出土遺物(l).............................................135 

夏目遺跡26号住居址出土遺物(2).............................................136 

夏目遺跡28号住居址出土遺物... ..................................................1 3 6

夏目遺跡29号住居址出土遺物......................................................1 3 7 

夏目遺跡30号住居址出土遺物•.．． ．．．．..．．．． ．．．..．．．．..．..．．．．．．.．,……...........1 3 8 

夏目遺跡31号・ 32号住居址出土遺物...............................…, ．．．....13 9 

夏目遺跡33号住居址出土遺物(1)............................................. 1 4 0 

夏目遺跡33号住居址出土遺物(2)....................…••...．..．．．．．,….....1 4 1 

夏目遺跡35号住居址出土遺物......................................................141 

夏目遺跡36号住居址出土遺物•.．．．．． ．．．．..．．．.．．．．．．..．..．..．••…•..．..．..．..．....14 1

夏目遺跡37号住居址出土遺物・．．． ．．． ．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．••…•…••…·・・・・14 2 

夏目遺跡38号住居址出土遺物(1)............................……•••…·・・・・14 2 

夏目遺跡38号住居址出土遺物(2)....................…..・・・・••…•..．..． ．．． ．14 3 

夏目遺跡39号住居址出土遺物・・..．..．.. ．．．.．．．．．．．．．..．..． ．．．．．.．．．．．．..．．．..．...．.14 3

夏目遺跡40号住居址出土遺物(1).............................................143 

夏目遺跡40号住居址出土遺物(2).....…••.．．．．．......．..．．．.．．．.....．.....．．14 4 

夏目遺跡40号住居址出土遺物(3)...........…•,．．．..........．． ．.....．.....．.14 5 

夏目遺跡40号住居址出土遺物(4).....................................…•••.. 1 4 6 

夏目遺跡41 · 4 2号住居址出土遺物•...．．．．．．．..．．．．..．．．．．．．..．．,…•・・・・・・・・・・14 7 

夏目遺跡44号住居址出土遺物...................................................... 1 4 7

夏目遺跡45号住居址出土遺物・・・...................................................1 4 7

夏目遺跡46号住居址出土遺物・・..．..．..．...．．．．． ．．．．..．..．．．．．．．..．..．..．．．．..．．．..14 8

夏目遺跡47号住居址出土遺物・・・・・・・・・・............................................1 4 9

夏目遺跡48号住居址出土遺物••..．．．．..．．． ．......．．．．．． …•..．..．..．．．．..．．．...．．．．．1 5 0

夏目遺跡49号住居址出土遺物•...．．．． ．．．..．．．．．．．..．．．．.....．.．.．．．．..．．．.． ．.．．..．．15 1

夏目遺跡50号住居址出土遺物......................................................1 5 1

夏目遺跡51号住居址出土遺物(1)...............................…•..．．．．...．15 1 

夏目遺跡51号住居址出土遺物(2).............................................152 

夏目遺跡52号住居址出土遺物(lJ.............................................152 

夏目遺跡52号住居址出土遺物(2) ......................・・・・・・・・・・••…...・・・・・15 3

夏目遺跡53号住居址出土遺物•...．．．．.....．..．．．．..．．．．．．.．．...．．．．．．...…,..．...．15 4

夏目遺跡54号住居址出土遺物（l).............................................154 

夏目遺跡54号住居址出土遺物(2).............................................155 
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夏目遺跡55号住居址出土遺物. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 5

夏目遺跡56号住居址出土遺物•. . . ．．．．. . ．．. ．．．. ．．．. ．. ．．．. . ．．．. ．. . . ．. . . ．．．. . ．. . ．. . . ．. 15 6

夏目遺跡5 8号住居址出土遺物 (1)············································· 1 5 6

夏目遺跡5 8号住居址出土遺物 ( 2). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 7

夏目遺跡59 · 60号住居址出土遺物. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 7

夏目遺跡61号住居址出土遺物 (1)············································· 1 5 8

夏目遺跡61号住居址出土遺物 ( 2). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 9

夏目遺跡61号住居址出土遺物 (3).. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 0

夏目遺跡61号住居址出土遺物(4)············································· 1 6 1

夏目遺跡6 2号住居址出土遺物・・. . ．．．．．．．. . ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．. ．．．．．．．．16 1

夏目遺跡63号住居址出士遺物・・・・・•. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 2

夏目遺跡64号住居址出土遺物 (1). . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 2

夏目遺跡64号住居址出土遺物 ( 2)············································· 1 6 3

夏目遺跡65号住居址出土遺物 (1)············································· 1 6 3

夏目遺跡65号住居址出土遺物 ( 2)············································· 1 6 4 

夏目遺跡65号住居址出上遺物 (3). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 5

夏目遺跡65号住居址出土遺物 (4). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 6

夏目遺跡65号住居址出土遺物 (5). .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 7

夏目遺跡66号住居址出土遺物・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 7

夏目遺跡6 8号住居址出土遺物・・. . ．．．．. . ．. . . ．．．．．．．．．. . ．. ．．. ．．. . . . . ．. . . . . . . ．. . ．. . ．．．16 7

夏目遺跡69号住居址出土遺物 (1). . . . . . . . . . . . . 。. ．．．．．．．．．．····················1 6 8

夏目遺跡69号住居址出土遺物 ( 2). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 9

夏目遺跡69号住居址出土遺物 (3). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 0

夏目遺跡 70号住居址出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 1 

夏目遺跡 71号住居址出土遺物 (1). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 1

夏目遺跡 71号住居址出土遺物 ( 2). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 2

夏目遺跡 75号住居址出土遺物. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 3

夏目遺跡5号溝出土遺物 ( 1)······················································ 1 7 3

夏目遺跡5号溝出土遺物 ( 2). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 4

夏目遺跡5号溝出土遺物 ( 3). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 5

夏目遺跡5号溝出土遺物 (4). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 6

夏目遺跡5号溝出土遺物 (5)······················································ 1 7 7

夏目遺跡5号溝出土遺物 ( 6) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・・・・・・・・・・・1 7 8

夏目遺跡6 · 7 · 1 1号溝出土遺物・···············································1 7 8

夏目遺跡覆上出土遺物.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 8

夏目遺跡住居址複合出土遺物・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．1 7 9
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夏目遺跡空中写裏

夏日遺跡空中写頁

夏目遺跡10号～ 14号住居址 ・ 10号住居址遺物出土状況

夏目遺跡1 1号住居址 カマド ・ 15号 ・ 1 8号 ・ 19号住居址

夏目遺跡15号住居址 カマド ・ 19号住居址 カマド

夏日遺跡22号 ・ 24号～ 27号住居址 ・ 22号住居址遺物出土状況

夏目遺跡22号住居址遺物出土状況 ・ 25号住居址 カマド

夏目遺跡2 6号住居址遺物出土状況 ・ 27号住居址

夏目遺跡2 8号住居址・ 2 8号住居址遺物出土状況

夏目遺跡2 8号住居址 カマド ・ 29号住居址 カマド

夏目遺跡 2 9 号住居址遺物出土状況．30号住居址

夏目遺跡30号住居址 カマド ・ 30号住居址遺物出土状況

夏目遺跡32号住居址遺物出土状況．33号住居址

夏日遺跡37号•3 8号住居址．3 8号住居址遺物出土状況

夏目遺跡 3 8 号住居址遺物出土状況． 3 9 号住居址

夏目遺跡40号住居址．40号住居址 カマド

夏目遺跡 4 6 号住居址． 4 6 号住居址 カマド

夏目遺跡4 6号住居址 カマド ・ 4 6号住居址遺物出土状況

夏目遺跡47号 ・ 4 8号住居址．47号住居址 カマド

夏目遺跡4 8号住居址 カマド ・ 4 8号住居址遺物出土状況

夏目遺跡4 8号住居址遺物出土状況．50号住居址

夏日遺跡50号住居址 カマド•51号住居址

夏目遺跡51号住居址 カマド•51号住居址遺物出土状況

夏目遺跡52号～ 5 6号住居址•52号住居址遺物出土状況

夏目遺跡52号住居址 カマド•5 6号住居址遺物出土状況

夏目遺跡5 8号住居址．59号住居址

夏目遺跡 61号住居址• 61号住居址 カマド

夏目遺跡 61号住居址遺物出土状況． 62号住居址

夏目遺跡 62号住居址 カマド• 63号 • 64号住居址

夏目遺跡 63号住居址 カマト‘• 63号住居址遺物出土状況

夏目遺跡 64号住居址 カマド• 64号住居址遺物出土状況



写真閲版32 夏目遺跡65 号住居址 • 65 号住居址カマド

写真図版33 夏目遺跡65 号住居址遺物出土状況． 66号住居址

写真図版34 夏目遺跡69号住居址カマド・ 69号住居址遺物出土状況

写真図版35 夏目遺跡69号住居址遺物出土状況． 70号住居址

写真図版 36 夏目遺跡70号住居址カマド・ 7 1 号住居址

写真図版37 夏目遺跡75号住居址 • 75 号住居址カマド

写真図版3 8 夏目遺跡75号住居址遺物出土状況・ 1 号・ 2号溝

写真図版39 夏目遺跡3号溝• 5 号溝

写真図版40 夏目遺跡5号溝遺物出土状況

本庄市埋蔵文化財調査報告 既刊一覧

第1集 埼玉県本庄市 御手長山古墳発掘調査報告書

第2集 埼玉県本庄市 女堀遺跡群発掘調査概報

第3集 埼玉県本庄市 本庄住宅団地造成基本計画策定地域内

埋蔵文化財分布状況調査報告書

第4集 埼玉県本庄市 旭 ・ 小島古墳群発掘調査報告書

第5集l分冊 埼玉県本庄市 二本松遺跡発掘調査報告書

一県道本庄 ・ 鬼石線道路改良事業に伴う発掘調査報告I-

2分冊 埼玉県本庄市 夏目遺跡発掘調査報告書

一県道本庄 ・ 鬼石線道路改良事業に伴う発掘調査報告Il ―

第6集 埼玉県本庄市 本庄遺跡群発掘調査報告書

一夏目遺跡 ・ 三杢山古墳．．三杢山7号墳一



夏目遺跡
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第1図 遺跡の位置図 1
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第２図　遺跡の位置図２
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w 夏 目 遺 跡

1 遺跡の概要

当遺跡は本庄市西富田字北原に所在する。 当遺跡のすぐ西、 字夏目において数軒の住居址が既に調

査され、 夏目遺跡として報告されている。 今団調査を行った区域は字夏目よりはずれるが、 南部を埋

没河川、 北部を微低地によって画される同 一台地上にあり、 また集落としての連続性も考えられるこ

とから、 後日の混乱を避けるため、 新たな遺跡名を付さず、 夏目遺跡と呼称することとした。 それに

伴い、 住居址番号も既調査の住居址番号に連続させ、 1 0号より付した。

夏目遺跡は、 神流川によって形成された扇状地である本庄台地の北端近くに位置している。 標高 6

4-65mの平坦地に形成され、 遺構はすべてロ ー ム面を掘り込んで構築されている。 本遺跡より北

方約2kmにして、 低湿な妻沼低地に至る。

夏目遺跡は、 既に報告書が刊行された二本松遺跡の南西にあり、 わずかな低地を境としている。 南

側には社具路遺跡があり、 幅約 60mの蛇行した河川を挟んで対峙している。

二本松遺跡をはじめとする西富田所在の遺跡群は、 昭和30年代より注目を集め、 これまでに幾多

の調査がなされてきている。 夏目遺跡では、 早稲田大学考古学研究室が、 昭和32年に住居址を3軒、

3 5年に住居址 l 軒を調査し、 その概要が公表されている。 その後、 昭和3 8年にも調査が行なわれ

たが、 これについては未詳である。 さらに、 昭和43年、 製薬会社の運動場造成のための事前調査が

柳田敏司、 菅谷浩之両氏により実施され、 住居址 l 軒が報告されている。 既に調査がなされた住居址

はすべて和泉期の古い段階のものである。

今回の調査は、 中央に幅約5mの市道を残し、 幅23-25m、 長さ230m、 面積約3500m

の規模で、 東西方向に広がると考えられる遺跡を南北方向に縦断する形で実施された。

検出された遺構は、 住居址 5 8 軒、 溝 1 9 本、 井戸 2 基、 土砿 3 8 基である。 住居址は鬼高期を中

心とし、 和泉期から真間期にわたっている。 調査区域南部、 埋没河川より若干はなれて、 住居址の臆

しい重複が認められ、 北に移るに従い住居址の密度は低く、 また北端部には、 住居址群よりかなり離

れて小規模な住居址が検出されている。 埋没河川近くの住居址は、 南壁が北壁に比べて壁高を減じて

いることが確認され、 氾濫を被ったことが示唆される。 溝は古墳時代～中世のものである。 土砿は、

遺物を伴ったものはなく時期の確定は不可能である。

出土した遺物はほとんとが土師器で、 その中で特筆すべぎものとして、 3連の琳 (1個欠損）、杯底

部に小坪を付したような高坪、 坪縁部に刻目をもつ高坪、 口縁に3孔を穿った鉄鉢形土器などがあげ

られる。 これらの土器は他にあまり類例を見ないものである。 その他に、 銅芯金張の耳環、 滑石製紡

錘車、 土製玉、 石製模造品（剣形、 有孔円板）、 鉄製品（鎌、 鏃、 刀子等）、 環状石器、 カソト痕の

ある淡青色のガラス球がある。 なお夏目遺跡関係の報告に 『本庄市史 資料編』 本庄市埋蔵文化財

調査報告第 6集 『本庄遺跡群発掘調査報告書』 （以上本庄市教育委員会） 「埼玉県本庄市西富田遺跡

調査報告」 『史観 65 66 67合冊』 （早稲田大学）などがある。
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2 遺構

1 0 号 住屏 址 （ 第 4 · 4 4 · 4 5 図 ）

当 遺跡の 西端、 河／ 1 | の鼓 も 近 く に 位置し、 粘 質の堆積七上に 構築 さ れ て いる。 6 . 5 X 6 . 7 m を

測る不均整な台形を呈し、 北 コ ー ナ 一 部 分 か わ ずか に 1 1 号住居址と複合して いるが不 明 確で ある。

壁高は河川の氾濫を受 け た た め か、 5 - ] 5 cmと低 く 、 壁溝でか ろ う じ て 確認で ぎ る。 壁溝は幅 I 0 

- 2  0 cmで全周して いる。

柱穴は 4 ケ 所で検出 さ れ たが、 呵 れ も 対 角 線上を外れ て 位置し径 2 5 - 3 0 cm、 深 さ 4 0 - 4 5 cm

を測る。 東 コ ー ナ ー に 接して は I . 0 X 1 . 1 m の不正な円形 ピ ノ ト が遺物を伴 っ て 検 出 さ れ て お

り、 貯蔵穴と考 え ら れる ( P I ) 。 また 、 南 壁 中央 に 接して 1 . 5 5 X l . 8 0 m の楕円 形 ピ ッ ト が、

やはり遺物を伴 っ て 検 出 さ れ て いる。 ( P  2 亀 1 .  2 .  4 .  6 . 7 .  8 .  9 .  10 ,  1 1 , 12 ,  1 3 )  

尚 、 こ の ピ ノ ト か ら は鉄製

品

が検 出 さ れ て いる。

北壁 中央付近と、 東壁北 コ ー ナ ー 付近の床 面 2 ケ 所 に 焼 tが認め ら れ たが、 カ マ ト、 炉等とは考 え

ら れない。

遺物の出土は ピ ノ ト に 伴 う も のの他は わ ずかであ っ た 。

1 1 号 住居 址 （ 第 5 . 4 6 . 4 7 . 4 8 図 ）

南 コ ー ナ ーがわ ずか に 1 0 号住居址を切 っ て その北東 に 位謹する。 3 . 3 5 X 3 . 8 0 m を測り、

北及び東 コ ー ナ ーが張り 出 す 不均整な台形を呈 する。 河川 の氾濫のた め 壁高は 1 7 - 2 7 cmと低 く 、

幅 1 5 - 2 2 cm、 深 さ 7 - 1  0 cmの壁溝が全 固 する。

柱穴は検出 さ れなか っ たがカ マ ドの向か っ て 右、 東 コ ー ナ ー に 径 7 0 X 8 5 cmの惰日状の平面形態

を持つ貯蔵穴が検 出 さ れて お り、 深 さ は 5 0 cmを測る。

カ マ ドは東壁中央 に 設 け ら れ て お り、 袖は床面より 2 5 cmの高 さ で遺存するが、 河川の氾濫 に よる

覆土のた め 不 明 瞭であり、 検 出時 に 左袖 端部を削除して しまっ た 。 火床面は床面より 3cmほ どの高 さ

に ある。

遺物は カ マ ドと貯蔵穴及びその固辺、 北壁西寄り に まと まっ て 出土して いる。 また 、 覆土中より有

孔石 製 円 板が検 出 さ れ て いる。

1 2 . 1 3 . 1 4 号住居址 （ 第 6 . 4 9 . 5 0 図 ）

河川氾濫 に よる枯質土上 に 構築 さ れ て いるた め 、 何 れの住居址 も 検 出 には苫慮し、 I 4 号住居址は

1 3号住居址との床面苓、 わ すか 3 - 4 cmで確認 さ れ て いる。

1 2号住居址は東半分が調査区域外 に あ り、 南 コ ー ナ 一 部分 も 1 3号住居址 に 切 ら れ て いるた め 全

体の規模、 形態等は不 明 で ある。 壁高は北西壁で 4 0 cm、 南西壁で 1 5 cmを測り、 幅 2 0 - 3 0 cm、

深 さ 4 ~ 8 cmの壁溝が巡 っ て いる。 1 3号住居址は、 不 明 確なが ら 西壁で 3 . 7 m を測るのみで、 大

部 分が調査区域 外 に あり詳細は不 明で ある か 、 壁高は西壁で 3 0 cm前後 を測る。 1 4号住居 址 も ほと
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1 0 号住居址土層 L =64. 0M 

黒褐色土

黒褐色土 ・ 暗黄褐色土

暗黄掲色土

暗黄褐色土 やや粘性有 り

黒褐色土 ］ 層 よ り 明 る い

黄褐色土 ロ ー ム 粒十 多 量含む

黄褐色土 6 層 よ り 黒色強 い

ロ ー ム

麟”“”“”””“”“”膚／轟ー
第4図 夏目遺跡10号住居址
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1 1 号住居址土層 L =64. 0M 
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ー
2
3
4
5
6
7

黒褐色土

暗黄褐色土

暗黄褐色土 2 層 よ り 明 る い

暗黄褐色土 2 層 よ り 明 る ＜ し ま り 良 い

黒褐色土 白 色 パ ミ ス 粒 多 量 含 む

黒褐色上 5 層 よ り 暗 ぃ

黒褐色土 焼士粒 多 量 含 む

1 1 号住居址 カ マ ド 土 層 L � 64. 5M 

1
2

 

茶褐色七 ロ ー ム を 含 み 焼 土粒 を 少 量 含 む

茶褐色土 焼土 を 多 量 含 む

⇔ l 

｀三
上

第5図 夏 目 遺跡 1 1 号住居址 ・ カ マ ド
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第 6 図 夏 目 遺跡 1 2 · 1 3 · 1 4 号住居址
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ん どが調査区域外に あるた め 北西 コ ー ナ ー の一部が検出 さ れただ けで ある。

1 3、 1 4 号住居 址からは柱穴、 貯蔵穴等の ピ ソ ト は検出 さ れていないが、 1 2 号住居址では西 コ
ー ナ ー 付近に径 3 4 X 3 8 cm、 深 さ 3 7 cmを測る ピ ッ ト が、 3号溝に切 られながら も認められている。

カ マ ドは、 何れの住居址から も 検出 さ れず、 遺物 も 破片がわ ずかにみ られただ けであった。

1 5 . 1 8 . 1 9 号 住居 址 （ 第 7 . 5 1 . 5 2 図）

こ れらの住居址の構築 さ れた区域は河川の氾濫の粘 質土上で あ り 、 その う え 、 複合関係が特に複雑

で あるため、 わ ずかな段差を追 う ことによって検出 さ れた。 そのため 、 あ く まで も 多少 の 段差を図示

した も ので ある。

1 5 号住居址は北 コ ー ナ ーが調査 区域 外に入って お り 完掘で き なかったが、 5 . 8 X 6 . 2 m を測

り 、 今回 調査 さ れた中で は 比較 的大 形の住居址で ある。 壁溝が全周 すると考 え られ、 幅 2 0 � 3 0 cm、

深 さ 8 � 1 1 cmを測る。 柱穴は対 角 線上を大 き く 外れて 3 ケ 所が検出 さ れたが北 コ ー ナ ーでは確認で

き なかった。 こ れらは不揃いで、 径 3 0 � 5 8 cm、 深 さ 5 0 � 6 5 cmを測るが、 こ の う ち 西 コ ー ナ ー

に位置する も のは床面下 1 3 cmに中段を有 する。 あるいは、 こ れらの ピ ノ ト は柱穴ではないか も 知れ

ない。 貯蔵穴は カ マ ドの向かって右に位置し、 調査 区域境界にかかって検出 さ れ、 径 7 0 X 9 0 cm、

深 さ 7 0 cmの歪 ん だ 長 楕 円を呈する。 カ マ ドは北壁に設 けられ床面よ り 2 0 cmの高 さ で袖が遺存し、

火床面は 1 0 cmの高 さ にある。

1 8 号住居址は東側 が道 路下に あるため 西 コ ー ナ 一 部 分が検出 さ れたに過 ぎない。 壁高は、 西 壁で

2 4 cm、 北壁で 1 0 cmを測るが不明確で ある。 西壁には幅 1 5 cm、 深 さ 5 cmの壁溝が認め ら れる。 柱

穴、 貯蔵穴、 カ マ ド 等は検出 さ れていない。

1 9 号住居址は 1 5 号住居址に切 ら れているため 不明確ではあるが、 南 壁で 4 m を淵る。 壁高は、

2 5 cm前後で、 幅 2 0 � 3 0 cm、 深 さ 7 ~ 1 3 cmの壁溝が巡る。 柱穴は検出 さ れなかったがカ マ ドの

向かって右、 南東 コ ー ナ ー から 7 0 X 7 5 cm、 深 さ 7 0 cmの不均 衡な台形を呈 する貯蔵穴が検出 さ れ

た。 カ マ ドは東壁に設 けられ、 床面上 2 5 � 3 0 cmの高 さ で袖が遺存する。

遺物の出土は、 何れの住居址から も 破 片が わずかに検出 さ れただ けで あるが、 1 5 号住居址からは、

西壁の西 コ ー ナ ー 寄 り から 炭 化材が検出 さ れている。

尚 、 1 5 号住居址東北壁外から 婉、 琳各 1 が検出 さ れ、 更に 1 9 号住居址鼈東部分から鉄鏃 lが検

出 さ れている （ 第 1 2 6 図 5 ) 。 こ れらから住居の存在 も 考 え られたが、 明確な遺構として はとら え

られな かった。

2 0 .  2 1 号住居 址 （ 第 8 . 5 3 . 5 4 図）

2 0 号住居址は南西 コ ー ナ ーと南壁の一部を検出 し たが、 西側は 2 1 号住居址に切られている。 壁

高は 4 � 7  cmを測る。 径 3 0 cm、 深 さ 4 0 cmの柱穴状のピ ッ ト が検出 さ れたが柱穴となるかは不 明で

あ り 、 また、 住居址内を東西に走る幅 1 5 cm、 深 さ 7 cmの壁溝状遺構 も こ の住居址に伴っているか不

明である。 貯蔵穴、 カ マ ド 等は検出 さ れていない。

2 1 号住居址は南北各 コ ー ナ ー の対角 線東 半 分 を検出 し たのみで、 壁高は北東壁で 1 7 cm、 南東壁



，
 

第７図　夏目遺跡 l 5 · l 8 · l 9号住居址
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で5cmと非常に低い。 柱穴は検出されず、 カ マ ドの向かって右から径40 X 50cm、 深さ20cmの楕

円状の貯蔵穴が検 出されている。 カ マ ドは東壁に設けられ袖高12-1 8cmで遺存する。

遺物は、 20号住居址からは壁溝状遺構にかかり
甑

が1個体、 他に数点の破片が、 21号住居址か

らは カ マ ド 及びその手 前、 貯蔵穴 及 ぴその南から、

甕

、 坪が検出されている。

尚、 20号住居址内を2号溝が、 2 1号住居址内を1号溝がそれ ぞれ南北に走っている。

6
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第8図 夏目遺跡20 · 2 1号住居址
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2 2 号住居 址 （ 第 9 . 5 5 . 5 6 図）

東と南が調査区域外に あ り 全体の規模、 形態等は不明である。 壁高は北壁東、 西壁南で 3 0 cmを測

り 、 幅 ! 2 � 3 0 cm、 深 さ 5 cmの壁溝が巡る。

カ マ ド、 貯蔵穴、 柱穴等は検出 さ れず、 北壁寄 り に南北に長径を持つ ピ ッ ト が検出 さ れている。 径

I . 4 X 2 . 6 m 、 深 さ 6 5 cm、 北側の床面下 約 3 0 cmにほ ぼ平坦な中段を持つが、 こ こ か ら 高 坪等

の遺物が検出 さ れている ( 5 · 3 · 2 0 ) 。 こ の ピ ッ ト が当住居址に伴 う も のか、 それ以前の も ので

あ る かは不明である。

遺物は ピ ッ ト 内よ り 出土の他、 住居址 中央よ り 北寄 り に
甕

、 高坪等が破片の状態で出土してお り 、

ま た 、 西壁南寄 り 付近では炭 化材が検出 さ れている。 覆土 中からは口 縁部に 半裁竹管文を有する縄文

口 縁部一 点を検出した （ 第 5 6 図 ー 2 I l 。

尚、 ピ ッ ト の北東でほ ぼ完形 に 近 い 坪が検出 さ れたが、 調査 中に盗難に遭 っ て いる。
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第 9 図 夏 目 遺跡 2 2号住居址
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2 4 . 2 5 号 住居址 （ 第 1 0 · 1 1 · 5 7 · 5 8 図 ）

2 4 号住居址西、 2 5 号住居址南は道路下にあ り 、 また、 こ れらの住居址は複合関係に あるため 、

全体の規模、 形態等は不 明である。

2 4 号住居址は東壁の長 さ 5 . 2 m 、 壁高は北壁で 1 4cmを測 り 、 幅 1 0 - 2 5 cmの壁溝が巡る。

柱穴、 貯蔵穴、 カ マ ド 等 は認め られなかった。

2 5 号住居址は東壁の南の壁高 1 2 cm、 壁溝は認め ら れない 。 カ マ ドは東壁に設けられ袖 高 2 0 ~

2 5 cm を遺存する。 火床部分は ロ ー ム を深 く 掘 り く ぼめ 、 黒色土、 ロ ー ム 混 じ り 土で充填 し ている。

カ マ ドの向かっ て右に、 道 路 に かか り 、 楕円 を呈す ると考 え られる ピ ッ ト が検出 さ れたが貯蔵穴とな

るかは不 明で ある。 他に柱穴等は検出 さ れて いない 。

何れの住居址 も 遺物の出 土は少な く 、 2 4 号住居址北壁寄 り と南壁寄 り 、 2 5 号住居址 カ マ ド 周辺

に破片で検出 さ れただけで ある。

B_
 64

. 0 _A__ . B ニ
①
 

2 5  

D
 

e_
 

第 1 0 図 夏 目 遺跡 2 4 · 2 5 号住居址
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B-

吋

A-

2 5 号住居址 カ マ ド土 層

叫

o|

L =64. 5M 

1
2
3
4
5
6
7

 

焼土

黒色土 焼土微量含む

黒色土 ロ ー ム 少量含む

黒 色土 と ロ ー ム 混 じ り ロ ー ム 多 量

茶褐色土

茶褐色土 焼土少量含む

黒褐色土 焼土 含 む

第 1 1 図 夏 目 遺跡 2 5 号住居址 カ マ ド

2 6 号住居址 （ 第 1 2 · 5 9 · 6 0 図）

2 2、 2 5 、 2 7 号住居址と複合して お り 、 東壁及び南壁と考 え ら れる一部分が検出 さ れ てはいる

も の の、 不 明 確で あ り 全体 の 規模、 ー 形態 をとら える ことはで き な い 。 複合して いる住居址の新 旧関係

は 不 明である。 壁高は南壁 1 0 cm、 東壁 1 3 � 1 8 cmと低 く 、 壁溝は認 め ら れ て いな い 。

南 壁に接して径 8 5 cm、 深 さ 3 0 cmの 円 形 ピ ッ ト が検出 さ れ て いる。 2 2 号住居址北側の ピ ッ ト 内

中段は こ の 住居址の貯蔵穴と も 考 え ら れる。

東 壁南、 2 2号住居址に接するあ た り は カ マ ド 位置と考 え ら れるが、 壁高 も 1 2 cm ほ どで非 常に低

く 、 周 囲に焼土がみ ら れるが不 明 確で あ り 遺構としてはとら えがたい （ 綱 目 ） 。 こ の 焼土の上ぼぼ中

央に位置して 2 点 の 高 坪が逆転 の 状態で検出 さ れ、 その脚部 内の土は焼け た状態で あ っ た。

遺物は カ マ ド位置 から の 出土 の 他、 その 西 側に
甕

1 個体が押しつぶ さ れ たよ う な状態で、 また、 甜、

高 坪等 も 同 じ よ う な状態で出土して いる。 焼土範囲北西、 南壁 ピ ッ ト 東 か らは炭 化 材が検出 さ れ て い

る。
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2 7 号住居 址 （ 第 I 3図）

5 . O X 5 . 2 m の東 コ ー ナ ーがや や南へ張 り 出す正方形 に 近 い 形態を呈するが、 北 コ ー ナ 一 部分

は 2 8 号住居址と複合しているため 不 明で ある。 壁高は北壁では ] 2 cmを測 り 、 壁溝は認め ら れない 。

柱穴と考 え ら れる ピ ッ ト が4 ケ 所、 ほ ぼ対 角 線にかかる位置で検出 さ れ て いるが、 その う ち 北 コ ー

ナ ー の も のは 2 8 号住居址との複合部分よ り 検出 さ れ て お り 、 位置、 掘 り 込み の状態等か ら 当住居 址

の も のと考 え ら れる。 東 コ ー ナ ーには径 6 0 cm、 深 さ 2 0 cmの ほ ぼ円形を呈する ピ ッ ト が、 ま た西 壁

に も 径 4 0 cm、 深 さ 4 5 cmの ピ ッ ト が検出 さ れ て いるが、 時期は異なると考 え ら れる。

東壁に一部焼土がみ ら れ たが遺構として明確にと ら え る ことはで き なか っ た。

遺物 の出土は非常に少 な く 、 ほと ん どが破片で検出 さ れ て いる。

2 8 号住居址 （ 第 1 4 · 6 1 図）

北壁が 3 0 号住居址と複合して いるため 不明で あるが、 一辺 4 .4 mを測 り 、 南西 コ ー ナ ーが若干張

り 出す正方形に近い 形態を呈すると考 え ら れる。 壁は 2 0 - 2 3 cmの高 さで、 壁溝は幅 1 0 - 1 8 cm 、

深 さ 5 cm ほ どを測 り 全周する も のと考 え ら れる。

柱穴は ほ ぼ対 角 線上に位置して 4 ケ 所が検出 さ れ 、 径 2 5 - 4 5 cm、 深 さ 3 5 - 5 0 cmを測る。 そ

の う ち 2 ケ 所は 3 0 号住居址にかかって検出 さ れて いる。

カ マ ドの向かっ て右、 南東 コ ー ナ ーに貯蔵穴があ り 、 径 5 5 X 6 0 cm、 深 さ 3 5 cmで 隅 丸方形を呈

し、 西側よ り ゆるやかな落 ち 込み 部分を有する。

カ マ ドは袖 高 2 0 cmを遺存して いる。 床面上 5 cmに火床面 が あ り 、 そ こ か ら 支脚として使 用 さ れ た

と思 わ れる
甕

下半部が逆転状態で検出 さ れ 、 さ ら にその下か ら 同 じ 状態の
甕

が検出 さ れ て いる。 ま た

カ マ ド右袖の壁と接するコ ー ナ ー か ら は甑と
甕

が重なった状態で検出 さ れ て いる。

他に貯蔵穴西か ら は甑 、
甕

口 縁部等が出土している。 カ マ ド 前方には棒状の 自 然石がみ ら れた。

2 9 号住居 址 （ 第 1 4 · 6 2図）

西側の大部分が道路下にあ り 不明確では あるが、 東壁 5 . I m を測る。 壁高 は] 8 � 2 7 cmで壁溝

は認め ら れな い 。

カ マ ドの向か っ て右、 南東 コ ー ナ ーに径 9. 0 cmを測る円 形の貯蔵穴が検出 さ れ 、
甕

等が破片で出土

して いる。 周 辺か ら も 外 、 高 坪等が検出 さ れ て い る。

東壁に設け ら れ た カ マ ドは袖高 2 0 cmで遺存し、 火床面は床面上 2 � 3  cmを測る。
甕

、 坪等が検出

さ れ て いる。 カ マ ド左側に棒状の 自 然 石がみ ら れ た。
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第13図 夏目遺跡 2 7号住居址

2 8 号住居址カ マ ド土層 L =64. 0M 2 8 号住居址土層 L = 65. 0M 

1
2
3
4
5
6
7

 

暗黒褐色土 ロ ー ム 粒子 、 焼土 を 含 み し ま り 良 い

黒褐色土 ロ ー ム 、 焼土微量含 み し ま り 良 い

黒灰色土 ロ ー ム 、 焼土微量含 み し ま り 良 い

黒灰色土 3 層 よ り ロ ー ム 、 焼土 多 鼠含 み し ま り 良 い

黄褐色土 ロ ー ム 多量 に 含 み し ま り 良 い

黒色土 粘性有 り

ロ ー ム と 黒色土混 じ り 、 し ま り 良 い

1
2
3

 

暗褐色土 白 色砂状の も の 少 量含む

暗褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク 多 量含む

褐色土 ロ ー ム 粒子 多 量含 む
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3 0 号住居 址 （ 第15 · 6 3図）

一 辺5 . 2mを測る正 方形を呈し、 南 コ ー ナ ー が2 8号住居址を切って構築されて いる。 壁高23 

-3 0 cmを測り、 幅 I 0 - 2 0 cm、 深さ 6cmの壁溝 が全周する。

柱穴は4 ケ 所検 出されて おり、 東西柱穴は対 角 線上に、 南北柱穴は対 角 線上東にやや外れて位置す

る。 径は3 0 cm前後でほぼ揃 う が、 深さは3 0 -55cmで あ る 。 他に南部に2 8号住居址の も のとみ

られる柱穴が2ケ 所、 西柱穴南には径5 0 X 35cm、 深さ5 0 cm、 東壁北 コ ー ナ ー 寄りには径55cm 

深さ25 cmを測る ピ゜ ノ トがそれ ぞれ検 出 されて いる。

カ マ ドの向かって左、 西 コ ー ナ ー には貯蔵穴 が検 出 されて いる。 径 I mの円形で床面 下 I 5 cm ま で

な だ ら かな落ち込み部分が あ る。 深さは55 cmを測る。

北壁やや西寄りに カマ ド が設 けられ、 袖高15-3 0 cmで遺存し、 床面上5cmほどで火床となる。

遺物は カ マ ド、 貯蔵穴周 辺から甕 、 坪等 が出 士し た 他、 西壁南 コ ー ナ ー 寄りの ピ ノ ト北からは石製

の紡錘車 が検 出されて い る 。 ま た、 南壁周溝に接して棒状の 自 然石 がみられ た 。

3 1 号住居址 （ 第 I 5 · 6 4図）

西側％ が検 出され西壁 4 . 5mを測り、 それに平行して住居址内を4号溝 が切って いる。 壁高 I 0 

-2 0 cmと低く、 幅2 0 - 25cm、 深さ3- 6cmの壁溝 が巡る。

柱穴、 貯蔵穴等の ピ ソ ト 、 カ マ ド等の設備は検 出されて い な い 。

遺物は

甕

、 坪が出土して いる。 西 コ ー ナ ー 付近壁溝 卜とその付近に棒状の 自 然石 がみられる。

3 2 号 住 居 址 （ 第 I 6 · 6 4図）

北西及 び北東壁の一 部が検 出されて い る が、 壁高 I 8 cmと低く不 明 確で あ り、 壁溝は認め られな い 。

柱穴状 ピ ソ トが2 ケ 所検 出され、 径3 0 cm、 深さ4 0 cmを測る。 他に貯蔵穴、 カ マ ド等は検 出され

なかっ た が、 34号住居址 寄りに焼土 ブロ ノ ク が認められ た が詳細は 不 明 で あ る。

3 0 号住居址 カ マ ド寄りに

甕

1個体 が検 出され た 他、 甑、 t廿、
坪

等 が住居址内に散在し た状態で出

土して い る が、 複合関係が複雑な区域で あ る た め、 全て が当住居址に伴 う も ので あ るか不 明 で あ る。

3 3 号住居 址 （ 第17 · 6 5 · 6 6図）

西側は道路下に あ り、 東％ が検 出 されて い る 。 東壁の長さ7m、 南 東 コ ー ナ ー の壁高24mを測り

不 明 瞭な がら幅1 0 -20cm、 深さ3-7cmの壁溝 が巡る。

北東 コ ー ナ ー 寄りに柱穴状 ピ ソ トが1 ケ 所検 出され、 径3 0 X 45cm、 深さ4 0 cmを測る。

カ マ トの向かって右、 南 東 コ ー ナ ー には、 長径 1 . 1 m、 深さ5 0 cm を 測る歪な円形の貯蔵穴 が検

出 されて おり、 北側を 除く 固 囲 三 方を、 幅5cm 、 深さ5cmほ ど掘り下 げて いる。 カ マ ドの左から、 一

辺3 0 -35cm、 深さ1 5 cmの ピ ッ トが検 出され た 他に、 北東 コ ー ナ ー に接しては、 一辺1 . 0 -1 

. 1 m、 深さ45 cmの歪な方形を呈する ピ ッ トが検 出されて いる。

カ マ ドは東壁南 コ ー ナ ー 寄りに設 けられて おり、 袖高3 0 cmで遺存する。
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第 I 6 図 夏 目 遺跡 3 2号住居址

遺物は、
甕

、 甑、 婉、 i甘、 坪、 高 杯等で、 ほとん どが破片で検出 さ れて お り 、 他に鉄滓 l 点が検出

さ れている。

尚 、 調査の段階では 3 3号住居址、 3 4 号住居址と区別したが、 不 明 確なため 同一住居址として扱

っ た。

3 5 号住居址 （ 第 1 7 · 6 7 図）

3 3号住居址の北に一部確認 さ れては いる も のの不明確で あるが、 遺物が比較的 多 く 検出 さ れて い

るため 、 1 個の住居址として把握した も ので ある。
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3 黒色土 炭化物 を 多量含む

4 黒黄褐色土 粘性有 り

5 黒褐色土 し ま り 良 い

6 黒褐色土 焼 土 多 量 含 み し ま

り 良 い

7 黒 褐色士 焼土微量含 み わ ず

か粘性有 り
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3 6 号 住 居 址 （ 第 I 8 · 6 8 ［,<) ) 

西 コ ー ナ ー と 西 壁一 部 が検 出 さ れ た 以 外 は 調査区域外 に あ り 、 規模 、 形態等 は 不 明 で あ る 。 壁高 4

0 - 4  7 cm と 比較的遺 存状態 は 良 い よ う で あ る 。 壁溝 が認 め ら れ 、 幅 2 0 - 3 0 cm 、 深 さ 4 - 9 cm あ

る 。 柱 穴 が 1 ケ 所検 出 さ れ 、 径 3 5 X 4 0 cm 、 ;:は さ 4 2 cm を 測 る 。

遺物 は甕 底 部 、 坪等の 破片 、 フ ラ ス コ 型用の ［ ］ 縁 部 等 が出 七 し て い る 。

3 7 .  3 8 号住居 址 （ 第 1 8 · 6 9 · 7 0 · 7 1 ['!(l ）

3 8 号住居址 は 3 7 号住 届 址 の 中 に 構築 さ れ て お り 、 両 偶 は 道 路下 に あ る た め 、 両 住 居 址 と も 全 体

の 規模 、 形態筈 不 明 で あ る 。

3 7 号住居址 は 東 壁の 長 さ 6 . 3 m 、 壁 高 は 東壁 3 0 cm 、 北 東 コ ー ナ ー 付近 で は 2 0 cm を 測 る 。 東

壁北 半 分 か ら 北東 コ ー ナ ー 、 北 壁 を 幅 1 5 - 2 0 crn 、 深 さ 5 cmの 壁溝 が巡 る 。 コ ー ナ ー に 径 1 . 1 5 

X O . 9 5 m 、 深 さ 4 5 cm 、 床 面 卜＾ 1 5 crn に 中 段 を 持つ ピ ソ ト が検 出 さ れ て い る 。 そ の 西 に は 径 2 5 

cm 、 深 さ 2 0 cmの ピ ノ ト が検 出 さ れ た 。 カ マ ド は 検 出 さ れ て い な い 。

3 8 号住居址 は 東 壁の 長 さ 4 m を 測 り 、 壁高 は 3 7 号住居址床 曲 下 1 8 cmで 、 輻 1 5 - 3 0 crn 、 改

さ 3 - 6 cmの 壁溝 が巡 る 。 柱穴、 貯蔵穴 、 カ マ ド 第 は 検 出 さ れ な か っ た 。

遺物 は 、 3 7 号住居 址 か ら は 坪 、 高 杯 の 破片 か、 3 8 号住 か ら は甕 、 杯 、 高 坪 、 土 錘の 他 、 炭 化 材

が検 出 さ れ て い る 。

3 9 号 住居 址 （ 第 I 9 · 7 2 図 ）

東 側 一 部 が検 出 さ れ て い る が北 東 コ ー ナ ー は 4 0 号住居址 に l]J ら れ 、 規模 、 形態等 は 不 明 で あ る 。

壁高 は 南 東 コ ー ナ ー 付近 で 3 5 - 4 0 cm を 測 り 、 壁溝は 認め ら れ な い 。

カ マ ド の 向 か っ て 右 に は 径 9 0 cm 、 i菜 さ 5 6 cm 、 西 側 に 床 面 f 3 5 cm の 中 段 を 有 す る 貯蔵穴状 ピ ッ

ト か検 出 さ れ て い る 。 柱穴 は 検 出 さ れ な か っ た 。

東壁南 寄 り に 柚 高 I O cm を 遺 存 す る カ マ ト が検 出 さ れ て い る 。 火床 面 か ら は 甕底部 が逆転の 状態で

検 出 さ れ て い る 0

他 に 遺物 は 、 北壁付近 に 甕 、 杯等 が破片 で 出 土 し て い る 。

4 0 号住居址 （ 第 1 9 · 7 3 · 7 4 · 7 5 · 7 6 図 ）

5 . I X 5 . 2 m の ほ ぽ正 力 形 を 呈 す る か 、 南 東 コ ー ナ ー を 後 惟 の も の と 思 わ れ る 井戸 状遺 構 か 切

っ て い る c 壁高 は 北 壁で 2 5 cm 、 東 、 南壁で 3 Cl em を 測 り 、 幅 2 0 - 2 5 cm 、 iんし さ 3 - 6 cm を 測 る 壁

溝 が 全 固 し て い る 。

柱穴 が 4 ケ 所検 出 さ れ て お り 、 南 内 l ケ 所 を 除 い て 対 角 線 上 に 位闘す る 。 径 4 0 - 6 0 cm 、 深 さ 2

5 - 5 0 cm を 測 る 。 ［ マ ト の 向 か っ て い 、 北 東 コ ー ナ ー に 径 8 0 cm 、 ぷ さ 4 5 cm の 貯蔵穴 が検 出 さ れ

て お り 、 床面 ド ］ 0 cm に 中 段 を 付 す る 。 中 か ら は甕 l 1 縁 部 が検 出 さ れ た 。

北 壁東寄 り に 設 け ら れ た カ マ ド は 袖 高 2 5 cm を 遺 存す る 。 火床 及 び焚 き 口 付近 か ら 甕 3 点 、 甑 l 点



23 

象
ご）

／ジ

◎ G□ 3 6  

Oo 0 戊
\\ �

-.-1 

8 

3 7  

} 

和
Q 

A
 

゜

Q a 各

ン夢
ll/
 

》

3 8  

J 
〈 008 0 ,

90 砂 字 p

仁
店

／ ＼ィ＼ 
c-

”“”“””/“ニーーニ
F-

｀
 第 1 8 図 夏 目 遺跡 3 6 · 3 7 · 3 8 号住居址



24 

第１９図　夏目遺跡３９ · ４０号住居址
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が検出 さ れて お り 、 カ マ ドの軸 材として使 用 さ れたと思 わ れる。

遺物は カ マ ド 固辺の他、 カ マ ドの南西からは坪がまと まって出土し、 また南西柱穴北側から も まと

まって出土がみられた。 尚 、 住居址内に角 閃 石安 山 岩が数点みられた。

4 1 · 4 2 号住居 址 （ 第 2 0 · 7 7 図）

4 1 、 4 2号住居址東は調査区域外に あ り 、 また複合関係にあるため 全体の規模、 形態等は不明で

ある。

4 1 号住居址は西壁の長 さ 3 m を測 り 、 壁高は 1 7 cmで壁溝は認められない。 北壁東、 調査区域境

界にかか り 南北長 l m 、 深 さ 3 6 cmの ピ ッ ト が検出 さ れたが、 他に柱穴等は認め られていない。

4 2号住居址で検出 さ れたのは南西 壁一部分と考 え られるが不 明 確である。 壁高は 2 0 - 2 8 m 、

壁溝は認め られていない。 柱穴、 貯蔵穴等の ピ ノ ト は検出 さ れなかった。

調査区域境界にかか り 、 4 2号住居 址 寄 り に カ マ ド跡と思 わ れる焼土がみ ら れた。

遺物の出土は何れの住居址から も 少 量で、 鉢、 婉、 坪等が検出 さ れてはいる も のの、 複合関係が不

明 確なため 必 ずし も そ の住居 址に伴った も のとは考 え られない。
尚 、 4 1 号住居址から 角 閃 石安 山 岩が検出 さ れている。

4 3 . 4 4 号住居址 （ 第 2 0 · 7 8 図）

4 3号住居址は大 半が道路下にあるため 南 東 コ ー ナ ーと南壁一部分が検出 さ れたに過 ぎない。 壁高

5 - 1 5 cmと非常に浅 く 、 壁溝は認め られない。 西側道路下にかか り 深 さ 1 2 cmを測る ピ ッ ト が検出

さ れているが詳細は不 明である。 そ の東には、 径 2 5 X 3 0 cm、 深 さ 1 8 cm ほ どの柱穴状 ピ ッ ト が認

め ら れた。

4 4 号住居址は北側が道路下、 東側が調査区域 外に あるため 南西 コ ー ナ ーと南壁一 部が検出 さ れた

に過 ぎない。 壁高は 2 4 cmを測 り 、 不 明 瞭では あるが幅 2 0 cm前後、 深 さ 4 cm ほ どの壁溝が巡ってい

るが、 南壁東部分は壁溝の状態から みると掘 り 過 ぎで あるかと も思 わ れる。 柱穴、 貯蔵穴等の ピ ッ ト 、

カ マ ド等の設備は検出 さ れなかった。

遺物の出土は何れの住居 址から も 少な く 、 4 3号住居址からは破片が一 点、 4 4 号住居址からは

甕

、

杯等が数点検出 さ れたがほと ん どが破片の状態で あった。

4 5 · 4 6 号住居址 （ 第 2 1 · 7 9 · 8 0 図）

何れの住居址 も 西側は道路下にあ り 、 また複合関係に も あるため 全体を把握する ことがで き なかっ

た。 実測閃では不 明 瞭であるが、 4 5 号住居址は 4 6 号住居址よ り 後に構築 さ れたと考 え られ、 床面

段差は 2 0 cmである。

4 5 号住居址は南東 コ ー ナ ーが検出 さ れただ けで壁高は南壁 1 7 cmと低 く 、 壁溝、 柱穴、 貯蔵穴、

カ マ ド等は検出 さ れていない。

4 6 号住居址は、 東壁の長 さ 5 . 2 m を測 り 、 壁高は 4 0 cm前後を測るが壁溝は認め られな い。 柱

穴は認められず、 東壁南寄 り には径 1 . 0 - 0 . S m 、 深 さ 1 2 cmを測る ピ ソ ト が検出 さ れている。
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第２０図　夏目遺跡 4 1 · 4 2 · 4 3 · 4 4 号住居址
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東壁 に は カ マ ド 及びカ マ ドと考 え られる遺構が 2 ケ 所並 んで検出 さ れている。 北に位置する も の は 、

袖 は 5 0 cmの高 さ で遺存し、 火床 は 床 面上 2 5 cmを測るが、 南に位置する も のは 破損が著し く 、 カ マ

ドであ ろ う と推定 さ れる も のの詳細を握む こと はで き なか っ た。

出土 し た遺物 は 、 4 5 · 4 6 号住居址と も
甕

、 坪が主で、 4 6 号住居址 カ マ ド 及びその周辺と北東

コ ー ナ ー に まと ま っ て出土している。 南 壁西寄りに まと ま っ て検出 さ れた遺物 は出土 レ ベ ル 等の状況

から 、 4 5 号住居址の も の も 含 まれると考 え ら れる。 尚 、 4 6 号住居 址から は 鉄製 品が 1 点 検出 さ れ

た。

4 7 号住居 址 （ 第 2 2 · 2 3 · 8 l 図 ）

西側が道路下にかか っ て 検出 さ れて おり 、 東の 4 8 号住居址を切 っ て構築 さ れているため 、 規模、

形態等不明であ る 。 壁高は 2 6 - 2 9 cmを測り、 壁溝は認め ら れない。

柱穴、 貯蔵穴等 は確認 さ れていないが、 カ マ ド は 東壁南寄りに 4 8 号住居址覆土中に構築 さ れてい

る。 袖高 3 0 - 4 7 cmを遺存する こ の カ マ ドの両 袖 に は
甕

が逆転の状態で検出 さ れており、 軸材とし

て使用 さ れたよ う である。 火床 は 床 面 上 7 - 8 cmを測る。

遺物 は
甕

、 坪等が破片 で出土した他 、 須恵器長頸壺 口 縁部が検出 さ れている。

4 8 号住居址 （ 第 2 2 · 8 2図）

4 . 9 X 5 . 8 m の長方形を呈するが西 コ ー ナ ー は 4 7 号住居址に切 られている。 また、 南壁と北

壁それ ぞれのほ ぼ中央を切るよ う に 6 号溝が走 っ ている。 壁高 は 3 8 - 4 5 cmを測り、 幅 1 0 - 3 0

cm、 深 さ 4 - 8 cmの壁溝が全周する。

柱穴は ほ ぼ対 角 線上 に 位置して 4 ケ 所が検出 さ れている。 径 3 0 - 5 0 cm 、 深 さ 3 7 - 4 5 cmを測

る。 他 に 住居址中央付近 に 柱穴状 ピ ッ ト が 1 ケ 所検出 さ れている。 南柱穴 付近には不整形な落 ち 込 み

がみ られる。

東壁や や南寄りの 4 9 号住居址覆土中 に カ マ ドが設 け ら れ ており、 袖 高 2 0 - 3 5 cmを遺存する。

遺物 は甕 、 坪等が住居址 全体 に 散乱した状態で検出 さ れているが、 床直上の も の は 少な く ほと ん ど

が覆土 中からで あ っ た。 他 に 、 北東柱穴南から 耳環が、 カ マ ドの向か っ て左袖 先端部分と南東柱穴上

ほ ぼ床面と同 レ ベ ルの 2 ケ 所から は 刀子が検出 さ れている。
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第２２図　夏目遺跡４７ · ４８号住居址
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黒褐色土 焼土 を 微量 含 む 軟弱

黒色土 焼土 プ ロ ノ ク 含 む

黒色土 焼 土 微 量 含 む

暗 褐 色 土 2 層 よ り 明 る い ロ ー ム ブ

ロ ノ ク 含 む し ま り 良 い

ロ ー ム 含 む やや し ま り 良 い黒色土

焼土

第 2 3図 夏 目 遺跡 4 7 号住居址 カ マ ド

4 9 号 住居 址 （ 第 2 4 。 8 3図）

西側 は 4 8 号住居址と 7 号溝に切 ら れ、 東 コ ー ナ ー は調査区域外にある。 東壁は 8 号溝 を 切ると思

わ れるが壁高低 く 不明確で ある。 壁高 は南壁で 2 7 cm、 北壁では 2 2 cm を 測 り 、 南 壁 か ら 南 コ ー ナ ー

に か け て は 幅 1 5 - 2 0 cm、 深 さ 3 cm を 測る壁溝が巡 っ ている。

柱穴、 貯蔵穴等 は 検 出 さ れな か っ た。

東壁に は調査区域外に か か り 、 カ マ ド様の高 ま り が検 出 さ れたがカ マ ドとなる か 詳細 は不明 で ある。

こ こ か ら は
甕

の破片が検出 さ れている。 他に住居址東寄 り か ら 、 坪、 婉等が破片で出土している。

北壁にか かる円 形の破線は、 近時の攪乱である。

5 0 · 5 1 号住居 址 （ 第 2 5 · 2 6 · 8 4 · 8 5 · 8 6 図）

5 0 、 5 1 号住居址 は複合関係に あ り 、 何れも 西側が調査区域外に ある。

5 0 号住居址は南西 コ ー ナ 一 部分が検 出 さ れただ けで、 壁高 は 南壁で 2 5 cm を 測 り 、 壁溝は認め ら

れない。 カ マ ドの向 か っ て右に貯蔵穴が検 出 さ れ、 径 0 . 7 X 1 .  1 m 、 深 さ 3 0 cm、 南側に床面下

2 0 cmの中段 を 有する。 中 か ら は 高 坪脚部が検 出 さ れている。 東壁に設け ら れたカ マ ド は袖高 3 0 cm

を 測る。

5 1 号住居址 は 東％が検 出 さ れて お り 、 東壁 7 m を 測る比較的大形の住居址と考 え ら れる。 壁高 は

南壁 3 0 cm、 北壁 2 0 cm を 測る。 壁溝は認め ら れない。 柱穴 は南北 コ ー ナ ー の 2 ケ 所で検出 さ れ、 径
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4 0 ~ 8  0 cm、 深 さ 4 0 cmを測る。 カ マ ドの向 かって右、 南 コ ー ナ ー には貯蔵穴があり、 径 I . I X

I .  2 m の歪 ん だ 円 形を呈する。 東壁南寄り に カ マ ドが設 け ら れ て お り、 袖高 2 5 - 3 0 cmで遺存す

る。 火床面は床面上 ］ 0 cmを測る。

遺物の出土は 5 0 号住居址では、 貯蔵穴か ら 高 坪脚部、 カ マ ド 火床面から 甕 底部が逆転状態で検出

さ れ た 他、
甕

口 縁部、 坪等が検出 さ れ ている。 5 I 号住居址では、 貯蔵穴か ら 高 坪、 坪等が数点、 カ

マ ド 火床面か ら 甑、
甕

底部、 暗文を施した高 坪、 子持 ち 壺等が検出 さ れ、 また 、 カ マ ド 右袖裾部、 貯

蔵穴西か ら も 一部出土して いるが、 カ マ ド の 南西、 床面上 I O cmか ら は鉄滓 が検出 さ れ ている。

ー
＇ 

／ ヽ
＼ 

A
 

第 2 4図 夏 目 遺跡 4 9 号住居址
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2 暗黄褐色土

3 暗褐色土
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第25図 夏目遺跡50 · 5 1 号住居址
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5 2 · 5 3 · 5 4 号住居 址 （ 第 2 7 · 8 7 - 9 1 図）

こ れら の 住居址は複合関係が複雑であ り 、 そ の ため 何 れ も 規模、 形態等は 不 明 確で ある。

5 2号住居址は北側を 5 3号住居址に切 ら れ、 南％、 北東 コ ー ナ ーが検出 さ れている。 壁高は南壁

で3 8 cm を 測るが東壁北では 1 0 cmと低 く なっている。 西壁と南壁には幅 1 5 - 3 0 cmの 壁溝が巡る。

柱穴は径 3 0 - 3 5 cmの も のが3 ケ 所検出 さ れ ている。 カ マ ドは東壁南 コ ー ナ ー 寄 り に設けら れ、 そ

の 向 かって右、 南東 コ ー ナ ーに接して径 0 . 5 5 X l . O m を も つ長惰円 の 貯蔵穴が検出 さ れ ている。

5 3号住居址は東西 4 . 5 m を測 り 、 壁高は西壁で 2 0 cm、 壁溝は認め ら れない。 柱穴 も 認め ら れ

ず カ マ ド の 向 かって右 に 、 径 6 0 X 7 0 cmの 円 形 の 貯蔵穴が検出 さ れ、 中からは坪が出土している。

カ マ ドは東壁南寄 り に位置すると考 え ら れるが、 袖 高は わ ず かに 7 cmを遺存 するの みであ った。

5 4 号住居址は 5 2 · 5 3号住居址に切 ら れ て お り 、 北東 コ ー ナ ーと北壁一部が検出 さ れた。 壁高

2 0 - 2 6 cmで壁溝は認め ら れない。 柱穴、 貯蔵穴等の ピ ノ ト や カ マ ドは検出 さ れ ていない。

遺物は 5 2号住居址で は 坪が多 く 住居址全体 に 散乱した状態で検出 さ れ て お り 、 南壁近 く では床面

直上 か ら の 出土がみら れ た 。 また南壁西 コ ー ナ ー 付近 か らは鉄製

品

が検出 さ れ、 わ ず かではあるが須

恵器の破片 も み ら れ た。 5 3号住居址からは カ マ ド及び貯蔵穴寄 り に破片で出土し、 まだ 南 西 コ ー ナ
ー から 3点、 住居址 中央 よ り 北東 コ ー ナ ー 寄 り から 1 点、 計 4 点 の 土玉が検出 さ れ ている。 他に石 製

品

が2 点検出 さ れ ている。 5 4 号住居址では坪が主であるが須恵器の 破片 も 数点出土して お り 、 また

鉄製品 も 3 点検出 さ れ て いる。 （ 第 9 1 図ー 2 4 · 2 5 。 2 6 )  

尚、 こ れ ら の 住居址の 新 旧 関係は、 5 4 · 5 2 · 5 3号住居址の 順に構築 さ れ たと思 わ れる。

5 5 号住居址 （ 第 2 8 · 9 2 図）

東側は道路下にあ り 、 西側の 一部だ けが検出 さ れ た。 壁高は 2 6 - 3 5 cmを測 り 、 壁溝は認め ら れ

ない。 西壁に接して 2 ケ 所の 長方形 ピ ッ ト が検出 さ れている。 北 の ピ ッ ト は 8 5 X 5 5 cm、 深 さ 1 2 

cm、 南の ピ ッ ト は ] 2 5 X 7 0 cm、 深 さ ］、 0 cmを測る。

遺物の出土はみら れ な かったが、 そ の 後、 工事に伴 う 立 ち 会い調査によ り 、

甕

3点、 坪 2 点、 須 恵

器坪 1 点、 須恵器蓋 l 点 が検出 さ れ た。

5 6 号住居址 （ 第 2 8 · 9 3図）

西側は調査区域外に あ り 、 南東部は 5 3号住居 址に、 北は 1 1 号住居址に切 ら れ ているため 全体の

規模、 形態等は不明であ る 。 壁高は東壁で 2 0 cmを測 り 、 壁溝は認 めら れない。 柱穴状ピ ；； ト が7 ケ

所検 出 さ れ ているが柱穴となる かは不 明である。 径 2 0 - 5 0 cm、 深 さ 1 5 - 2 6 cmを測る。 他に貯

蔵穴、 カ マ ド等は検出 さ れ ていない。

遺物の出土量は 多 く ないが、 壺、 高 坪、 境、 t甘 の 他、 土玉が3点検出 さ れ ている。
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5 7 号址 （ 第 2 7 図）

大部分が道路下に あるた め 北東 コ ー ナ ー と 北壁一部が検出 さ れ たに過 ぎなかった 。 壁高は 2 7 cmを

洞る が遺物等は検出 さ れず、 は た して住居 址になるかは不明である。

5 8 号住居 址 （ 第 2 9 · 3 0 · 9 4 · 9 5 図）

東 コ ー ナ ー は道路下にあり不明で あるが、 3 . 8 X 4 . 2 m の方形の平面形態を呈する住居 址で あ

る。 壁高 4 0 - 5 0 cmで、 幅 1 5 - 3 0 cm、 深 さ 5 - 8 cmの壁溝が巡っている。

カ マ ドの向かって右に径 5 0 X 7 5 cmを測る貯蔵穴状 ピ ソ ト が検出 さ れたが、 他に柱穴等 は 認 め ら

れなかった 。

北東壁の ほ ば 中央に位置して カ マ ドが設 け ら れ ているが、 袖は検出の際誤って削除してしまった 。

煙道の 形態から袖は比較的短いも の と 考 え ら れる。 こ の カ マ ドの構築は、 ほ ぼ長方形に ロ ー ム を掘り

下 げ褐 色枯土を充填しで 煙道を構成した も ので ある。

遺物は南西壁寄りに破片 で出土しているがわ ずかである。 住居址 周 囲の西から南にか け てなだ らか

な凹状の落 ち 込 みがあり、 そ の中から 高 坪、 J:宛等が破片で検出 さ れ 住居址内の も のと接合関係がある。

5 9 号住居址 （ 第 3 I · 9 6 図）

住居址西は調査区域 外にあり、 9 号 溝に切ら れ ている。 南東壁高 3 0 cmを測るが、 全 体の規模、 形

態等は不明である。 壁溝は認 め ら れなかった 。

柱穴は検出 さ れ ていず、 カ マ トの向かって右、 東 コ ー ナ ー には貯蔵穴が検出 さ れ、 径 0 . 9 X 1 .

1 m を測り、 中からは坪が数点検出 さ れ ている。

北東壁の東 コ ー ナ ー に 接するあ た りに カ マ ドが設 け ら れ て お り、 右袖からは
甕

が逆転状態で、 また

火床面からは完形の
甕

、 坪 か検出 さ れ ている。

遺物は他に貯蔵穴 西から
甕

、 南西壁寄り と 南 コ ー ナ ー からは坪が検出 さ れ ている。

6 0 号住居 址 （ 第 3 1 · 9 6 図）

東 コ ー ナ 一 部分が検出 さ れ たのみで、 壁高は 4 5 - 5 5 crnを測る。 鉢、 高 坪等の遺物が破片で数 点

出上している。 遺物の水洗作業中に ガ ラ ス 球が検出 さ れ た 。 そ の後、 昭和 5 8 年 1 1 月 、 こ の住居址

の西部分の調査が実施 さ れ、 南東壁 5 . 1 m の長 さ を測 り、 柱穴を持 たない事が判明した 。 カ マ ド

及び貯蔵穴は北壁に存 在する と 考 え ら れるが隣地に入 っているた め 未調査で ある。 そ の調査の際に も

遺物 の出土量は少なかったが覆土 中から 約 4 kgの鉄滓及 びチ ノ プ、 石製 臼玉類が検出 さ れ た 。 但し、

こ の住居が鍛冶遺構 と は考 え ら れない。 （ 『本庄市埋蔵文化財調査報告 第 6 簗本庄遺跡群発掘調査報

告書 一夏 目 遺跡 ・ 三乍 山 古墳 ・ 三杢 山 7 号墳 ー 』 を参照 さ れ た い。 ）
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5 8 号 住 居 址 土 層 L � 63. 0M 

1 黄褐色士 ロ ー ム

2 黄褐色土 ロ ー ム プ ロ J ク 含 む

3 黄 褐 色 十＿

4 暗黄褐色土 や や 明 る い

5 暗黄掲色土 ロ ー ム ブ ロ J ク 少 鼠 含 む

6 黄 褐 色 J: 3 附 類似

7 暗黄褐色粘 質 上

第 2 9図 夏目遺跡5 8号住居址
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第 3 0 図 夏 目 遺跡 5 8 号住居址 カ マ ド

6 1 号 住居 址 （ 第 3 1 · 9 7 - 1 0 0 図）

一辺 4 . 7 m を測る若干歪ん だ 方形を呈する。 壁高 1 3 - 1 9 cmを測 り 、 幅 1 5 - 2 0 cm、 深 さ 5

cmの壁溝が全周している。

柱穴は 4 ケ 所が検出 さ れ、 南北の ピ ッ ト は対 角 線上に、 東 西の ピ ッ ト は対 角 線を北に外れて位置す

る。 径 4 0 ~ 5  0 cm、 深 さ は 3 2 - 4 5 cmを測る。

カ マ ドの向か っ て左、 南 コ ー ナ ー には径 0 . 8 5 X l . O m 、 深 さ 5 3cmを測る貯蔵穴が検出 さ れ

ている。

カ マ ドは西壁やや南寄 り に設け ら れ、 袖 高 1 4 - 2 2 cmを遺存する。 両 袖には
甕

が軸材として使用

さ れて いる。 床面上 3 - 4 cmを測る火床面か ら は支脚として利用 さ れていたと思 わ れる高坪が逆転 し

て検出 さ れた。

遺物の出土は 比較的 多 く 、 カ マ ド 北側、 住居址 中央部、 南 壁溝沿いに特に ま と ま っ てみ ら れた。 他

に、 角 閃 石安 山 岩 製の環状石製

品

、 剣形石製模造

品

が検出 さ れ、 ま た、 東 コ ー ナ ー 北寄 り 、 南壁、 北

柱穴、 カ マ ド 右、 壁溝に接した各部分か ら 棒状の 自 然石が検出 さ れている。
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6 2 号住居址 カ マ ド 土層 L � 64. 0M 

1 黒灰色上 ロ ー ム 、 焼土 を 含 み し ま

り 良 い

2 忠褐色土 黒色強 く 焼土 を 多 鼠含 み

し ま り 良 い

3 黒褐色土 黒色強 く ロ ー ム 粒子 、 焼

土 を 微量含 み し ま り 良 い

4 黒褐色土 2 層 に 類似 焼上微鼠、

ロ ー ム 少 量含 み し ま り 良 呵
し ‘

5 ロ ー ム

第 3 2 図 夏 目 遺跡 6 2 号住居址 ・ カ マ ド
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6 2 号住居 址 （ 第 3 2 · 1 0 1 図）

4 . 2 X 4 . 2 m の整った正方 形を呈する。 壁高は 2 0 - 2 5 cmを測 り 、 幅 1 5 - 2 0 cm、 深 さ 4

cmの壁溝が南 コ ー ナ ー を除いて巡っている。

柱穴はほ ぼ 対角 線上に位置して 4 ケ 所が検出 さ れている。 径 3 5 - 4 0 cm、 深 さ 3 2 ~ 4  5 cm を測

る。 カ マ ドの向かって右、 南 コ ー ナ ーには 6 5 X 8 5 cmの方形に近い形態を持つ貯蔵穴が検出 さ れ、

深 さ は 7 5 cmを測る。

カ マ ドは東壁 ほ ぼ 中央に設 け ら れて お り 、 袖 高 2 3 cmで遺存する。 火床面は床 面上 1 0 cmを測る。

遺物は少な く 、
甕

、 坪 等が破片で 検出 さ れている。

尚、 北コ ー ナ ー は 2 0 号溝に切 られている。

6 3 · 6 4 号住居址 （ 第 3 3 · 1 0 2 · 1 0 3 · 1 0 4図 ）

6 3 号住居址の北 コ ー ナ ーが6 4 号住居址 南 壁及び 南西 コ ー ナ ーを切って構築 さ れている 。 6 3 号

住 居址 は 4 . 2 X 4 . 4 mの西 コ ー ナ ー が張 り 出す 菱形を呈し、 壁高は 2 0 - 3 5 c瓜 幅 l 5 ~ 2 0 

cm、 深 さ 4 - 6 cmの壁溝が貯蔵穴北側を除いて全周している。 柱穴は ほ ぼ対 角 線上に 4 ケ 所検出 さ れ

径 2 5 - 5 0 cm、 深 さ 2 3 - 4 0 cmを測る。 カ マ ドの向かって右には貯蔵穴が検出 さ れて お り 、 径 o .
9 X 1 .  2 m を測る。 床 面 下 1 2 cmの深 さ までなだ らかに落 ち 込 み 、 2 0 cm ほ どで底になる。 カ マ ド

は東壁やや南寄 り に設 け られて お り 、 袖高 1 5 - 2 0 cmを遺存する。

6 4 号住居址は検出 さ れた北壁、 東壁から、 4 . 8 X 4 . 7 m の正 方形に近い形態を持つ と 考 え ら

れ、 壁高は東西壁で 2 5 - 3 0 cm、 北壁では 3 0 - 3  5 cmを測る。 壁溝は幅 2 0 - 2 5 cm、 深 さ 4 cm 

の も のが巡っている。 柱穴は北東、 北西 2 ケ 所が検出 さ れ、 径 4 0 cm、 深 さ 3 8 - 4 6 cm を 測る。 北

東柱穴東に 1 ケ 所、 深 さ 9 cm ほ ど の ピ ッ ト が検出 さ れている。 カ マ ドの向かって右に貯蔵穴が検出 さ

れ、 7 0 X 8 0 cmの方形に近い形態を示すが、 周 囲に床面 下 5 - 1 0 cm ほ どのなだらかな落 ち 込み 部

分を持つ。 カ マ ドは東壁中央に検出 さ れてお り 、 袖高は 4 0 cmを測る。 火床面は床面上 4 - 5 cm ほ ど

の高 さ で ある。

遺物は 6 3号住居址では甕、 坪、 高坪等が破片で出土した他、 土錘が 3 点、 北 コ ー ナ ー 、 貯蔵穴西

等から検出 さ れている。 また、 6 4 号住居址で も カ マ ド 周辺、 北西柱穴周辺から破片が出土している

が、 カ マ ド焚 き 口 付近から小 形
甕

、 貯蔵穴周 囲から重なった状態の壺 と 甑、 坪、 大形甑等が検出 さ れ

また、 土製の支 脚 も 北西柱穴東から 検出 さ れている。

6 3 · 6 4 号住居址土層 L -64. 0M 
12 黒灰褐色土 ・ 黄褐色土

1 黒灰色土 13 暗黄褐色土 24 黄褐色粘 質 土 プ ロ 9 ク

2 黒灰色土 ロ ー ム 粒、 焼土粒含 む 1 4  暗黄褐色土 13層 よ り 黒色強い 25 黄褐色粘 質 土 プ ロ ッ ク 24層 よ り し ま る
3 黒灰色土 焼土粒子 多量含む 15 黒灰色土 パ ミ ス 粒含 む
4 黒黄褐色土 16 黒灰褐色土 2 血大 ロ ー ム プ ロ ッ ク 含む

6 4 号住居址 カ マ ド土層 L -64. 0M 

5 黒灰色土 パ ミ ス 粒 多量含む 17 黒色土、 ロ ー ム 、 焼土混 じ り 1 黒茶褐色士 ロ ー ム 粒子、 焼土 を微量含み固 く し ま る
6 黒灰色土 灰色強 く パ ミ ス粒多量含む 18 黒色土 2 黒褐色土 焼土多量含み非常 に 固 く し ま る
7 黒灰色土 軽土、 ロ ー ム粒含む 19 暗褐色 ロ ー ム 質粘土 3 暗黄褐色土 焼 土 多 量 に 含 み し ま り 良 い
8 甲酎色粘 質土 ・ 黒灰色土 20 焼土粒、 ロ ー ム 粒 4 黄褐色土 火山灰 を 含 み 固 く し ま る
9 黄褐色土 ロ ー ム 粒 多量含む 21 黒褐色土 焼土粒 多最含む 5 黒褐色土 焼土少最含 み 固 く し ま る
10 黄褐色土 9 層 と 同 じ 22 黄褐色土 6 黒灰色土 粘性有 り
11 黒褐色土 23 黒褐色土 ・ 黄褐色士 7 黒黄褐色土 粘性有 り



43 

第３３図　夏目遺跡６３ · ６４号住居址
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6 5 号 住居 址 （第34 · 1 0 5 � 1 0 9図）

住居址の北側を 1 8号溝が切って い るが浅 い ため、 住居の損傷はほとんどみられな い 。 5 . 0 X 5  

. 2mの歪んだ方形を呈し、 壁高43-53cmを測り、 幅2 0 -3 0 cm、 深さ5-1 0 cmの壁溝が 全

周する。

柱穴はほぼ対 角 線上に位置して4 ケ 所が検 出されて い る。 径25-3 0 cm、 深さ3 6-4 0 cmとほ

ぼ揃 う 。 南壁東寄りに接して径75 X 85cm、 深さ 8 0 cmを測る歪ん だ 円形の貯蔵穴が検 出された。

カ マ ドは東壁南寄りに設 けられ、 袖高4 0 cmを遺 存する。 床面上15 cmを測る火床 からは逆転 し た

高坪が検 出されて い る。 支脚として使 用 されたと思 われ る 。

遺物は比較的多く、 貯蔵穴周 辺、 南西 コ ー ナ ー 、 北西 コ ー ナ ー 付近にや や ま と ま って出土して い る

が、 カ マ ド北 からは土錘、 カ マ ド 前方からは手捏 ね 土器が検 出されて い る。

6 6 号 住居 址 （第34 · 11 0 図）

東側が道路下にあり、 一部が検 出 されたに過 ぎ な い 。 西壁で4 . 7mを測り、 壁高25-44cm、

壁溝は認められな い。 東西に走る1 8号溝に切られて い るが非常に浅 い 。

カ マ ドの向 かって左には貯蔵穴があり、 一辺7 0 - 8 0 cmの台形状に床面より1 0 cmほど掘り下げ

さらにその中を 径 6 0 cm、 床面下 65 cmの円形に掘って い る。

西壁に設 け ら れた カ マ ドは袖高2 0 -3 0 cmを遺存する。 火床焚き 口 付近及 び右袖 から小形の

甕

が

破片で出土した他、 住居址北側 から

甕

、 婉、 増等 も 破片で検 出されて い る。

6 8 号住居 址 （第35 · 111図）

北側は道路下にあり、 南西は7 0 号住号址に切られて い るために南 東 コ ー ナ 一 部 分が検 出 された だ

け で、 規模、 形態等は不 明 である。 壁高は2 0 -3 0 cm、 南壁 から コ ー ナ ー に か けては幅2 0 ~3 0 

cm、 深さ7-1 0 cmの壁溝が巡る。 コ ー ナ ー に は 径 0 . 8 X l . O m、 深さ55 cmの歪んだ 円形 ピ ッ

トが検 出されて い る。 複合する7 0 号住居址との床面段差は1 0 cmほどである。

出土遺物は少なく、

甕

、 坪、 坦等が検 出されて い るが、 おそらく、 7 0 号住居址北側の若干の遺物

も 当住居址の も のであ ろ う 。
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6 5 号住居址土層 L � 64. 0M 

l 黒灰色土

2 里 灰 色 十 焼土粒含 む

3 阻灰色土 火 山 灰 多 量 含 む

4 黒灰褐色七 焼 土 、 火 山 灰 多 醤 含 む

5 黒灰色土 や や 明 る い

6 黒灰褐色士 ロ ー ム プ ロ ノ ク 含 む

7 黒灰色土 ロ ー ム プ ロ ソ ク 多賦含 む

8 黒色上

9 黄色土 ・ 黒色」．

10 暗黄色 士 ・ 黒 色粘 質 士

11 暗黄色 士 ， 黒 色 士 混 じ り

12 里灰色土 焼土少 量 含 む

13 黒灰色土 ロ ー ム 、 焼土粒 多 鼠含む

14 黒色士 火 山 灰 含 む

- 1 —| 
第34図 夏目遺跡 6 5 · 6 6 号住居址
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第３５図　夏目遺跡６８ · ７０ · ７１号住居址
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6 9 号住居址 （ 第 3 6 · 1 1 2 - 1 1 4 図 ）

住居の西半 分は調査区域外に あ り、 北は 7 0 号住居址に切られており、 南東 コ ー ナ 一 部分が検出さ

れ た に過 ぎな い 。 壁高は南壁 3 0 cm、 東壁 3 7 cmを測り、 壁溝は幅 1 5 - 2 0 cm、 深さ 4 - 7  cmのも

のが巡 っ て い る。

柱穴は 1 ケ 所検 出され、 径 3 0 X 4 5 cm、 深さ 4 0 cmで、 コ ー ナ ー に接しては 6 5 X 7 5 cm、 深さ

4 5 cmの方形の貯蔵穴が検 出されて い る。

カ マ ドは東壁に設 けられており、 北側に深さ15 cmほどの長惰円形 ピ ソ ト が検 出されて い るが後世

の も のと思わ れる。 火床面は床 面上 5 cmに あ り、 そこからは

甕

、 高坪等が検出されて い るが、 支脚と

して使 用 され たと考 え ら れ る高坪の下からは、 さらに高坪が検 出されて いる。

遺物は比較的 多く、 カ マ ド、 貯蔵穴困辺、 カ マ ド西 に まとま っ て、

甕

、 燒、 杯、 高坪等が 出土して

おり、 また、 調査区域境 界 寄りからは須 恵器踪が、 調査区域外からは土 師器諒が 出 土している。

7 0 号住居 址 （ 第 3 5 · 1 1 5 図 ）

5 . 2 X 5 . 3 m の正 方形に近 い 形態を呈する。 壁高は南東 コ ー ナ ー で 4 5 - 5 5 cmを測り、 壁溝

は幅 2 0 - 3 0 cm、 深さ 6 - 1 0 cmを測り 全周する。

柱穴は 4 ケ 所が検出され、 南西柱穴を除き対 角 線上に位置する。 径 3 0 - 4 0 cm、 深さ 3 5 - 5 0

cmを測る。 南壁東寄りに接して 7 5 X 5 5 cm、 深さ 6 8 cmの方形の貯蔵穴が検 出され、 中から坪が 出

土 し ている。

ま た、 貯蔵穴の西には長さ I . 3 m 、 幅 3 0 cm、 高さ 2 5 cmの焼土のたかまりがみら れ た 。

東壁の南寄り に は カ マ ドが設 けられており袖高 4 5 cmを遺存する。 火床面は床面上］ 0 cmを測り、

甕

下 半部が逆転して検 出されており、 支脚として使 用 さ れて い た ものと考 え ら れる。 煙道部分は浅く

掘り残され た状態で あ るが不 明 瞭で あ る。

遺物は比較的少なく、 ほとんどが破片 で検出されて い る。

7 0 号 住居 址 カ マ ト 土 層 L = 62, 5 M  

］ 暗褐色土 焼土微 量 含 み 固 く し ま る

2 焼土

3 暗栴色土 ］ 層 よ り 暗 く ］ 層 よ り 柔 ら か い

4 黄褐色土

5 暗黄褐色土

6 焼土 黒色土混 じ り

7 黒色土 炭化物 含 も

8 暗褐色土 3 層 と 類似
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黄褐色土 粘 質 ロ ー ム

黄褐色十 焼上 ブ ロ ） ク 混 し り

褐色土 臼 砂状粒 r—含む

焼土
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1
2

 
3
4
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7 5 号 住居 址 上 層 L =63. 2M 

串褐色 t ロ ー ム 粒子 少 駄 含 む

褐色土 黒褐色」と 多 量の ロ ー ム 粒

子 混 じ り

ロ ー ム

褐色土 ソ フ ト ロ ー ム 状 攪舌し か

褐色上 ロ ー ム プ ロ j ク 含 も

暗褐色七 褐色 七 混 じ t) で天明 火 山

）火 含 む 部分的 に 純層 と

な る

7

8
 

9
0

 

賠褐色土 枯I牛布 打

を 含 も

暗褐色 七 6 層 と 類似 す る が ロ ー ム

粒＋ 多 い

暗褐色土 里褐色士 、 ロ ー ム を 合 む

天 明 火 i i ［ 仄 純層

部 分的 に 6 層
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第3 6図 夏目遺跡 69 · 7 5号住居址
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第 3 7 図　夏目遺跡１ · ２ · ３ · ４号溝
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7 1 号住居 址 （ 第 3 5 · I I 6 · I I 7 図 ）

東 側 は 道 路 下 に あ る た め 、 西 コ ー ナ 一 部 分 が検 出 さ れ た だ け で あ る 。 壁高 2 2 - 2 6 cm を 測 る か壁

溝 は 認 め ら れ な い 。

北壁寄 り に 径 4 0 cm 、 深 さ 3 3 cmの ピ ノ 1、 か ］ ケ 所 検 出 さ れ 、 中 か ら は 5 個体の 杯 が 、 2 個 体 と 3

個体ずつ 順 な っ た 状態で 検 出 さ れ 、 そ の 北 か ら は 小 形 の甕 と 甑 か同 じ く 重 な っ た 状態で 検 出 さ れ て い

る 。 ま た 、 コ ー ナ 一 部 分 に は 数 個 体 の 甕 が押 し つ ぶ さ れ た よ う な 状態で ま と ま っ て 検 出 さ れ て い る 。

7 5 号 住 居 址 （ 第 3 6 · 1 1 8 図 ）

当 遺跡 の 今 団調査範 囲 の う ち 最 も 北 に 位 置 す る 住居址で あ る 。 一辺 2 . 7 m と 小 形 で 壁高 は 3 5 cm 

を 測 り 、 壁溝は認め ら れ な い 。

南壁中央 に 接 し て 5 0 X 7 0 cm の ピ ノ ト か検 出 さ れ て い る が堆積上 の 状態 か ら 後世 の 1カ阻 と 推せ ら

れ る 。 同 時 に 南 壁張 り 出 し 部 分 も そ の た め の 攪乱 に よ る も の と 考 え ら れ る 。 他 に 柱穴等 の ヒ ノ ト は 検

出 さ れ て い な い 。

カ マ ド は 東 壁 コ ー ナ ー 寄 り に 設 け ら れ て お り 、 袖 高 2 5 cm ほ ど で遺 存す る 。

遺物 は甕 、 杯等 が数 点 出 卜 し て い る だ け で あ る 。

溝

今 同 の 凰査で 1 8 の 晶 か検 出 さ れ 、 こ れ ら 大 半 は 集 落 の 存 在 し た 時期以後 の も の と 考 え ら れ て い る

か 、 検 出 さ れ た 遺物 は 、 4 号 溝覆 i： 中 か ら 丸瓦 の 破片 、 5 号 溝 か ら は 多 鼠 の 土 師 齢 、 須 恵 器 、 鉄製 品

等 、 6 号 溝 か ら は完形の 灰釉 片 い ％ 、 1 0 号 溝覆 土 中 か ら 土 師器杯の破片 、 1 1 号 溝 か ら 蔵骨器 、 拙

鉢、 須恵器、 t 師器第の 破片 で 、 こ の 他 の 溝 か ら は 皆無 で あ り 、 晶の 存 在時期 を 確定 す る こ と は 難 し

し )
゜

1 · 2 号溝 （ 第 3 7 図 ）

調 査 区域 中 最 も 南 に 位置 し 、 ］ 的 溝約 2 9 .  7 m 、 2 号 溝釣 3 3 . 6 m が平 行 し て 検 出 さ れ て い る 。

I · 2 号翡 と も 幅 3 0 - 7 5 cm 、 朱 さ は 1 号 溝で は 2 I 号住 居 址 南 、 2 号 溝で は 2 I 号住居址東で 5

- 6 cm を 測 り 、 北端 を 1 号 溝 は 2 I 号住 厨 址 、 2 号 晶 は 2 0 号 住居 址 を 切 り 調査区域境 界 に か か る 。

南端 は 当 遺跡 の 南 に 存す る 訂J I I I 跡 に 接す る 。

3 号 溝 （ 第 3 7 図 ）

道蹄 を 挟ん で 西側約 7 m 、 東 側 約 I I m か検 出 さ れ 、 東 端 は I 2 号 住居址 を 切 り 調 査 区域境 芥 に か

か る 。 輻 5 0 - 8 0 cm 、 深 さ 3 0 - 4 0 cm を 測 る 。

4 号溝 （ 第 3 7 · I 2 6 図 2 )

北 端 は 3 7 号住居址 、 南 端 は 3 I 号住居址 に か か り 約 I 7 m が検 出 さ れ て い る 。 幅 4 5 - 6 0 cm 、

深 さ 1 5 - 3 5 cm を 測 り 、 3 I 号住 居 祉 内 に か か る 覆 土 中 か ら 丸 瓦 の 破 片 が検 出 さ れ た 99



第３８図　夏目遺跡５号溝（１）



第３９図　夏目遺跡５号溝（２）・須恵器出土状況（１）
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第４０図　夏目遺跡５号溝須恵器出土状況（２）
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5号溝 （ 第3 8-4 0 · 119- 1 2 4図）

こ の 溝は集落 か形成 さ れて い る微高地 1:、 ほ ぼ中央 の 最 も 高 い 位置に検 出され、 その 南北に溝を挟

むよ う に住店址が散在して いる。 幅 6 ~ 8 m、 深 さ は 約1 . 2 mを測るが、 道路を挟ん だ 西側で は流

れ の 変化 による と 思わ れる河岸 線 の 乱 れが認め ら れる。 今 回 の調査で確認され た こ の 溝以 外の 溝は、

何 れ も ロ ー ムを掘り込ん だ だ け の 比較的浅 い も の で あ る か、 こ の 溝の 掘り込 み は 砂礫層まで達 して い

る。 発掘の段階で は 気 付かなか っ た が、 上 層 断向図実測 の 際に、 こ の 溝が埋没し た 後にそ の い こ 輻約

2 .  5mほどの 溝 か流 れ て い た こ と が確認され た 。 ま た 、 I L L 底近く の 様fでは、 はじめに存在し た 溝

が埋ま っ た 後に再 びその 南側を掘り込 ん だよ う で あ る。

遺物 は、 和泉期～真 間 期 に か け て の 土 師、 須恵器等 か 多 量 に検 出 され た も の の、 ほ と んどが破片で

あ り、 復原 によ っ て図示でぎる も の はそ の う ち の 一 部 で あ る。 道路東側の 調査区域境 界 寄り の / I I 底 付

近、 西側川底か ら ま と ま っ て、 土師器で は

甕

、
甑

、 J:宛、 坪、 高外、 須恵料で は

甕

、 碗、
坪

、 平瓶、 横

瓶、 円面硯等が検 出されて い る。 こ の 他、 須 恵器大形

甕

が東側 南岸道路寄りに、 岸壁中位か ら ） 1 | 底 に

か けて破片が何 層 に も 重な っ た 状態で検 出されて いる。

こ れ ら の遺物 の 他、 道路西側南西寄り と 東側道辟寄りの ） 1 | 底 近くか ら 数 点 の 鉄製品、 ド 層か ら は 石

製品が — 点検 出さ れ た 。

尚、 検出され た 土師、 須恵器の 復原段階で、 溝の北側に あ る住居址、 或 は 溝か ら 検 出され た も の と

接合関係がみ ら れる。

5 号溝土層 L =63. 0M 

l 盛上

2 暗褐色土 耕作土

3 暗褐色土 火山灰 を 多量 に 含み硬 く し ま る

4 灰色土 火山灰 を 多量 に 含 む 褐色 を 帯び る

5 暗褐色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 暗褐色土 火山灰 を 少量含み 3 層 よ り し ま り 無 し

9 黒褐色土 火山灰 を 微量含む

10 暗褐色土

11 黒褐色土 焼土粒子 を 微量含み し ま り 有 り

12 黒褐色土

13 黒 褐色土 12層 よ り やや黒色強 い

14 黒褐色土 焼上粒子 を 微量含 み 11層 よ り か た い

15 黒色土 暗褐色土 を 含 む

16 黒色七 ロ ー ム ブロ ノ ク を 微量 と 火山灰 を 含 み やや褐色

を 帯び る

17 黒色上 火山灰、 砂粒を 含 み や や灰色 を 帯び る

1 9  茶褐色土 と ロ ー ム ブロ ッ ク の混和土

20 黒褐色土 ロ ー ム 粒子 を 多量 に 含 む

21 暗褐色土 ロ ー ム プロ ソ ク を 多量 に 含 む

22 黒褐色上 ロ ー ム ブロ ッ ク を 含 み枯性有 り

23 黒色士 や や 褐色 を 帯び し ま り 有 り

24 暗褐色土 焼土 、 土 器片 を 多鼠に 、 炭化物 を 徽量含み し

ま り 有 り

25 暗褐色上 焼土 を 多量 と 土 器片 を 含み24層 よ り 黒色強 く

か た く し ま る

26 黒褐色土 焼土、 上 器片 を わ ず か に 含み し ま り 有 り

27 暗褐色上 焼上粒十 を 徴量含 み や や 明 る ＜ 枯性有 り

28 黒 褐色土 焼土 粒 —f を 多 量含 み 枯性有 り

29 褐色土 粘性強 い

30 暗褐色士 27層 よ り 明 る ＜ 枯性 が強 い

31 暗褐色土 硬 く し ま る

32 黒褐色土 焼土、 土器片 を 含み やや し ま り 有 り

33 黒褐色上 24、 25、 32層 よ り 焼土 、 土器片 を 少 鼈含 み 、

黒 色強 く 、 や や か た い

35 黒褐色土 ロ ー ム ブロ ソ ク を 含み や や明 る い

36 小礫 と 上層 の 暗褐色土 と の混和

37 小 礫 と 砂の混利

38 暗褐色七 火山灰 を 含 み 2 層 よ り 明 る い

39 黒色土 暗褐色土 を 含 む

40 術色土 や や灰色 を 帯び し ま り あ ま り 無 し

41 黒褐 色土 や や か た い

42 黒灰色土 砂 を 多 量 に 含み し ま り 無 し

43 暗褐色土 ロ ー ム 粒子 を 多量 に 含 み 、 29層 よ り 明 る い

44 攪乱
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6 · 7 号溝 （ 第 4 1 · 1 2 5 図 1 )

6 号溝は 4 8 号住居址、 7 号溝 は 4 9 号住居址を切 っ て お り 、 北端は道路に、 南端は調査区域境 界

にか かる。 6 号溝は約 1 7 m が検 出 さ れ、 幅 5 0 - 9 0 cm、 深 さ 2 8 - 3 6 cmを測る。 4 8 号住居址

南から灰釉 片 口 杯が完形で、 また、 覆土 中からは土 師器坪の破片が検 出 さ れている。 7 号溝は約 9 .

6 m が検 出 さ れ、 幅 3 5 - 4 0 cm、 深 さ 2 0 - 3 0 cmを測る。

8 · 9 号溝 （ 第 4 1 · 4 2 図）

8 号溝は道路を挟み北側約 2 4 m 、 南側約 3 m が検 出 さ れて お り 、 南側では 、 4 9 号住居址を切 っ

てい ると思 わ れるが不明瞭で ある。 北側約 8 m で 9 号 溝と重復し、 新旧関係は 8 号溝が古 く 、 9 号溝

が新しい。 幅 0 . 8 - 1 . 6 m 、 深 さ は道路南側 6 cm、 北側 1 3 - 4 4 cmを測る。

9 号溝は道路を挟んで東側約 1 4 .  4 m 、 西側約 7 . 9 m が検 出 さ れ、 8 号溝との重復 部東でL 字

状に曲がっ ている。 また、 道 路西側の西端部は 5 9 号住居址を一部切っている。 幅 0 . 6 - 1 . 6 5

m 、 深 さ 4 5 ~ 8 0 cmを測る。

1 0 · 1 1 号溝 （ 第 4 1 · 1 2 5 図 3 - 5 )

1 0 号溝約 8 . 2 m 、 1 1 号溝約 8 . 6 m か検 出 さ れ、 何れも 東端は道路、 西 端は調査区域境界に

かか る 。 1 0 号溝は幅 0 . 8 5 - 1 . 3 m 、 深 さ 6 - l 9 cmを測 り 、 覆土中から 土 師器坪 の 破片が検

出 さ れ ている。 1 1 号溝は幅 1 . 3 - 1 . S m 、 深 さ 6 0 - 7 0 cmを測る。 覆 土 中に 多量 の礫が検 出

さ れ、 須恵器、 土師器等の破片 も 認 め ら れ、 その中からは中世の も のと思 わ れる蔵骨器、 襦鉢、 鉄製

品

の 破片が確認 さ れた。

1 2 · 1 9 号溝 （ 第 4 2 図）

1 2 号溝は一部不明 瞭で あるが約 1 8 .  6 m が検 出 さ れ、 南端は道路、 北端は 1 6 号溝にかか り 、

幅は 4 5 - 6 0 cm、 深 さ 3 - 9  cmを測る。

1 9 号溝は約 3 . 3 m が検 出 さ れ、 幅 6 0 - 7 0 cm、 深 さ 3 7 - 5 0 cmを測る。

1 3号溝 （ 第 4 2 図）

南 端が調査区域境界にかか り 約 4 . 7 m が検 出 さ れている。 幅約 1 m 、 深 さ 3 0 cmを測る。

1 5 · 1 6 号溝 （第 4 2 図）

1 5 号溝は約 4 . 3 m 、 1 6 号溝は約 6 . 7 m が検 出 さ れて お り 、 1 6 号溝の中程で重復している。

1 5 号 溝は幅 4 0 ~ 8 0 cm、 深 さ 9 cm、 1 6 号溝は幅 0 . 8 - 1 . 2 m 、 深 さ 1 5 - 3 5 cmを測る。

1 7 号溝 （ 第 4 3 図）

調査区域 中の最北に位鷹し、 東端は道路、 西端は調査区域境界にかか り 約 7 . 6 m が検 出 さ れてい

る。 幅 1 . 2 - 1 . 9 m 、 深 さ 3 0 - 4 5 cmを測る。

1 8 号溝 （ 第 4 3 図）

西端の調査区域境界 から 6 6 号住居址西壁 まで約 8 m が検 出 さ れているが、 途中 6 5 号住居址を切

っ て お り 不 明 瞭である。 幅 5 0 - 7 0 cm、 深 さ 2 5 cm程で ある。

2 0 号溝 （ 第 4 3 図）

西端は調査区域境界、 東端は道路に か か り 約 9 m が検 出 さ れている。 西側は 6 2 号住居址を切 っ て

お り 、 幅は 4 5 - 5 0 cm、 深 さ 1 5 - 2 0 cmを洞る。
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第４１図　夏目遺跡６ · ７ · ８ · １０ · １１号溝
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第４２図　夏目遺跡８·９·１２·１３·１４·１５·１６·１９号溝
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第４３図　夏目遺跡１７ · １８ · ２０号溝
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3 出土遺物

夏目遺跡 1 0 号住居址（第4 4 • 4 5図 ）

器種番号法量(cm) 特

甕
1 1 1口径 19. 91 崎白色 粒子 多石英 角閃石 成 ・胴部粘土帯：み上 げ底部と胴部

器高 28 .5胴部下半と上半 頸部接合 整・外面 胴部ヘラケズリ ロ縁部二回の ミ

ズビキ 内面胴部ナデ 焼・良 胴部外 面一部炭素付着色・橙 褐色

出・ピット 2 残·ほぼ完形

2 I 口径 13.s I胎・褐鉄粒 多成 ・胴部下半と上半頸部接合 整・外 面 胴部ヘラケズ
甕

甕

甕

甕

器高 2 4. 3  リ後ナデ（ や や 光沢有り ） 内面 胴部ヘラ ナデ ロ縁部内外 面 ヨコナデ

焼・良色 ・橙褐色（内面 や や 淡い ） 使 ・外 面一部炭素付着 出・ピッ

ト 2 残·ほぼ完形

3 I 口径（ 1 6. 8 ) 胎・白色 粒子 砂粒 成・底部と胴部頸部接合 胴部粘土帯積み上 げ 一

器高 2 6. 2整・内外面 風化摩滅不 明瞭 焼・ 普色 ・外 橙褐色 黒灰褐色 内黄

褐色 黒灰褐色 使 ・ 内外 面 風化摩滅 炭素付着 二次的熱受ける 出・

ピット 1 残・底部 胴部％ 口縁部％

41口径（ 17. 1)1胎 •砂粒石英 角閃石褐鉄粒 成 ・胴部下半と上 半 頸部接合 胴部

粘土帯積み上 げ 整・外 面 胴部下部ヘラケズリ 中部及び上部ヘラケズ

リ後ナデ 内面 胴部ヘラケズリ後ナデ ロ縁部ヨコナデ焼・良 外面
一部炭素付着色・橙 褐色 出・ピット 2 残・胴部％ 口縁 部％

胎．0 . 2~0 . 3砂粒褐鉄粒 成 ・底部と胴部接合 胴部粘土帯積み上 げ5

 

甕

整・外面 底部ヘラケズリ胴部ヘラケズリ後ナデ 内面 風化不 明瞭

焼・ 普色 ・橙 褐色（赤味強い ） 使 ・ 外 面 底部周辺摩滅特に著しい

内面 風化 出・ピット 1 残・底 部

胎． 0 . 2砂粒成 ・底部 （上がり底 か？ ） 胴部 下半と上半接合 整・外

面 ヘラ ケズリ後ナデ 内面 ナデ 焼・ 普 外面炭素付着色 ・外 橙

褐色 内灰褐色 出・ピット 2 残・底部

胎・白色 粒子 角閃石褐鉄粒 成 ・頸部接合 胴部粘土帯積み上 げ 整

・外 面 ・胴部ヘラケズリ後ナデ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ

焼・良色 ・橙 褐色 出・ピット 2 残·胴部％ 口縁部 一部

81口径 2 6. 4I胎 •砂粒石英白色 粒 子褐鉄粒 多成 ・ロ縁部二段積み上 げ整・外

6

甕
7

 

甕

甕
，

面 ヨコナデ（ハ ケ調整後ヨコナデか？ 一部ハケ目残る） 内面 ヘラケ

ズl)後ナデ 焼・ や や 悪色 ・橙褐色 使・ロ縁部内面 摩滅（器台 として

使 用か？） 出・ピット 2 残・ロ縁部

胎 •砂粒 多石英 角閃石褐鉄粒 成 ・頸部接合 胴部粘土帯積み上 げ
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整・ 内 外面 胴部 ヘラケズリ後ナデロ縁部ヨコナデ焼・ 普色・橙褐

色外面黒ずむ 出 ・ピット2 残·胴部％ 口縁部 一部

胎・ 砂粒白色粒子 石英褐鉄粒成・ 裾部と脚部接合 脚部と杯 底部

接合 整・ 外面 脚部 ヘラケズリ後 ナデ 内面 脚部 ヘラ ケズリ 裾部内

外面ヨコ ナデ焼 ・ 良色・橙褐色出・ピット2 残 ・脚部

胎・ 臼色粒子 石英角閃石褐 鉄粒成·底部と胴部 胴部下半と上半

接合 整・ 外面 口縁部ヨコ ナデ 内 面 口縁部ヨコナデ後 暗文 胴部内

外面ナデ焼・良色・橙褐色出・ピット2 残．％

婉 I 1 2 I 口径 11. 3胎・白色粒子 角閃石 多褐鉄粒成・頸部接合 整・ 外面 底部 ヘラケ

高坪I 1 o 

坪 I 1 1 

器高 5. 3 Iズリ胴部 ヘラケズリ後 ナデ 内面 底部及び胴部ナデロ縁部内 外面ヨ

コ ナデ焼・良色・黄褐色出・ピット2 残 ・底部 ％ 口縁部

士甘 I 1 3 I I胎 •砂粒 多石英多角閃石成・胴部下半と上半頸部接合 整・ 外面

底部 ヘラケズリ胴部 ヘラケズリ後 ナデ 内面 胴部 ナデロ縁部内 外面

ョコ ナデ焼・良色・橙褐色出・ピソト2 残 ・底部 胴部 口縁部

％ 備 ・ロ縁部内面 に 切藁痕？

t甘 I 1 4 I 口径 8. 1 胎・白色粒子 石英成・胴部下半と上半頸部接合 整・ 外面 底部 へ

器高 9.2 ラケズリ胴部 ヘラケズリ後 ナデ 内面 底部及び胴部ナデロ縁部内 外

面ヨコ ナデ焼 ・ 普 外面底部 炭素付着色・橙褐色 残・ ほぼ完形

刀 子 1 5 刀 子刃 部と鎌基 部 が錆に よっ て接着 している 。刀 子の 長 さ6. 4cm、 幅 1. 7
・鎌 cm、厚さ3mm、 鎌の 長 さ6. 4cm、 基 部 の幅 3. 1 cm、厚さ2mmであ る 。鎌は

曲刃鎌と考えら れる。両者とも錆化が進み 刃 部 の 状態は 不 明瞭であ る 。

夏目遺跡 1 1 号住居址（第4 6 • 4 7 • 4 8図）

器種
1
番号1法量(cm)

甕

l

特 徴

甕

胎．0.2~ 0. 5小 石多 成・頸部接合 粘土帯積み 上げ整 ・内 外面 風化

不 明瞭 焼・ 普色· 外 橙褐色暗灰色内 暗 褐色使 ・ 内 外面 風化

不 明瞭 外面 炭素付着 残・底部 胴部 ％ 口縁 部 一部 備 ・ 復原不良

2 I口径（ 15. 0) 1胎・ 砂粒白色粒子 褐鉄粒石英 角閃石成・胴部下半と上半頸部

甑

器高 2 3. 3 I接合（内面接合痕明瞭） 胴部粘土帯積み 上げ整・ 外面 胴部 ヘラケズ

リ後 ナデ 内面 胴部下半 ヘラ ケズリ 上半 ヘラケズリ 後ナデロ縁部内

外面ヨコ ナデ焼・ 普 胴部 外面 炭素付着色 ・橙褐色 内面上部黒ずむ

出 ・寵裾 残・ ほぼ完形

3 I口径 15. 2 胎 ・砂粒石英角閃石白色粒子 褐鉄粒成・ 孔は 内側より 穿つて

器高 9.2 外面 に粘土の盛り 上がり ヘラ切り 整・ 外面 胴部 ヘラケズリ 胴部

上 半 ヘラ ケズリ後 ナデ 内面 胴部 ヘラ ケズリ後 ナデ 弧状ヘラ 痕口縁

部内 外面ヨコ ナデ焼・ 普 外面 炭素付着色・ 外 橙樹色及び 明橙褐色
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甑

甕

内 橙 褐色 出・竃裾 残・胴部 口縁部％

4 I 口径 1 4. 0 胎・褐鉄粒 成・頸部接合 粘土帯積み上 げ 孔部ヘラ切り 整・外面

器高 19. 0 胴部ヘラケズリ後ナデ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外 面 ヨコナデ 形・ 孔

は 中心 から はず れる焼・ 普 内外 面 一部炭素付着 色・橙 褐色 接・寵

袖 竃裾 貯蔵穴内 残・ほぼ完形

胎． o. 3~0. 4長石白色 粒 子成・底部と胴部 胴部下半と上半接合（5

 

甕

甕

高 坪 I 8 

内面接合痕明瞭） 底部 （上 がり底 か？ ） 整・外面 胴部 （接合部分指

頭押 さえ か ？ ） 内面 底部ヘラオサエ 胴部内外面ヘラケズリ後ナデ

焼・ 普色・外 赤褐 色 内黄褐色 下半黒ずむ 出・鼈裾 残・底部

胴部下半

6 I 口径 1 4. 3胎 •砂粒0. 5~ 0. 6小 石少 成・胴部下半と上半 頸 部接合 胴部粘土

器高 （ 1 6. 3) 帯積み上 げ（上半接合痕明瞭） 整・外 面 胴部下半ヘラケズリ 上半 へ

ラケズリ後ナデ 内面 胴部ヘラケズリ後ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ

焼・ 普 底部内外面炭素付着色・橙 褐色使・外面 底部下半 風化摩滅

出・寵裾 残・胴部 （ 一部欠損） 口縁部

7 I 口径 15. 2 胎・白色 粒 子多石英褐鉄粒 成・胴部下半頸部接合 粘土帯積み上

器高 22. 7 げ 整 ·外面 胴部下半ヘラミ ガキ 上半 風化不明瞭 内面 胴部ナデ（

接合部分ヘラケズリ） 口縁部内外面ヨコナデ 焼・悪 外 面胴部下半 一

部 内面口縁部 一部炭素付着色・黒 褐色使・内外 面 風化摩滅 残・ほ

ぼ完形

胎・石英 角閃石 成・脚部と 裾部接合 脚部粘土紐巻き上 げ（接合痕明

瞭） 整・外面 裾部ヨコナデ 後 暗文状 の ヘラミ ガキ 脚部ナデ 後ヘラミ

ガキ 内面 裾部ヨコナデ 脚部不明 焼・良色・橙褐色 出・竃裾

残 ． 裾部 脚部

胎・石英 角閃石 褐鉄粒 成・裾部と脚部接合（脚 部 と 坪底部梢状粘土

で接合） 整・ 外面 脚部ヘラケズリ後ナデ 内面 脚 部ナデ 裾部内外

面ヨコナデ 焼・良色・淡橙 褐色 残 ． 裾部 （ 一部欠損） 脚 部

高 坪 I 1 o I口径 17. 8 胎・石英白色 粒 子成・裾部と脚部 脚部と 坪底部接合 坪縁部粘土紐

器高 15. 0 積み上 げ(6本 ？ ） 内面接合痕 一部明瞭 脚部粘土紐積み上 げ（内面接

高 坪 I 9 

合痕明瞭） 整・外 面 脚部ナデ（坪底部と の 接合部分ハケ調整） 坪底

部及び 坪縁部ハケ調整後ナデロ唇部ヨコナデ 内面 脚 部及び 坪底 部 ナ

デ 坪縁部ヨコナデ 裾部内外 面ヨコナデ 焼・ 普 色・橙 褐色 出・竃

裾 床直残・ほぼ完形

高 坪 I 1 1 I口径 18. 1 胎・砂粒白色 粒 子 褐鉄粒 成・裾部と脚部 脚部と 坪底部 坪底部と

器高 13. 7 坪縁部接合 整・外 面 裾部ハケ調整後ヨコナデ 脚 部ナデ 坪底部ヘラ

ケズリ後ナデ 坪縁部ハケ調整後ヨコナデ 内面 裾 部 ヨコナデ 脚部不
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明 坪 底部ナデ 坪 縁部ハケ調整後ヨコナデ（ハケ調整痕 一部明瞭） 焼

・ 普 外 面坪 縁部 一部炭素付着色・橙褐色 残·ほぼ完形

高坪I 1 2 I口径 1 4.5 胎・白色 粒子 多成・脚部と坪 底部 坪 底部と坪 縁部接合 整・内外 面 風

器高 12 .5 化不明瞭 焼・ 普 色・橙褐色 内面坪 縁部黒ずむ 使・ 風化 残・脚部

坪 底部 坪 縁部％

高坪 I 1 3 I口径16 .6胎・石英 角閃石白色 粒子 成 ．裾部と脚部 脚部と坪 底部 （騎状粘土

器高 1 4.3 で接合） 坪 底部と坪 縁部接合 整・外面 脚部及び坪 底部ヘラケズリ後

ナデ 内面 脚部ヘラケズリ坪 底部ナデ 裾部内外面ヘラケズリ後ヨコ

ナデ（ミ ズビキ） 坪 縁部内外面ヨコナデ 焼・良色・橙 褐 色 残・ほ

ぼ完形 （口縁部 一部欠損）

高坪I 1 4 I口径 17 .6 1胎・ 石英角閃石 白 色粒子 成・裾部と脚部 脚部 （内面天井 部粘土充

填） と坪 底部 坪 底部 （内面接合痕 一部明 瞭） と坪 縁部接合 整・外面

脚部及び坪 底部ヘラケズリ後ナデ 坪 縁部ヨコナデ 内面 脚 部ヘラケズ

リ坪 底部ナデ 坪 縁部ヨコナデ（ヘラ オサエ痕有） し 裾部内外 面ヨコナ

デ 焼・ 普色・橙褐色 使・外 面脚部 に焼土付着 出・竃袖 接・ 竃袖

貯蔵穴内 残・裾部欠損

高坪 I 1 5 I口径 1 6 .8 1胎・砂粒石英褐鉄粒白色 粒子 成・坪 底部と坪 縁部接合か？ 整・

外面 坪 底部ヘラケズリ坪 縁部ハケ調整後ヨコナデ？ 内面 坪 底部ナ

デ 坪 縁部ヨコナデ（ヘラ オサエ痕有） 焼・良 坪 縁部外 面炭素付着

色・橙褐色（坪 縁部） 淡橙褐色（坪 底部） 出・竃裾 残・坪 底部 坪

縁部 備・坪 縁部 坪 底部胎土異る

高坪 I 1 6 I口径 17.7 1胎・砂粒石英白色 粒子 褐鉄粒 成・坪 底部と坪 縁部接合か？ 整・

内外 面 坪 底部ナデ 坪 縁部ヨコナデ 焼・ 悪色・橙褐色f吏 ・ 内外面

腺

婉

一 部焼土付着 内面一部炭素付着（二次的熱を受けた か ？ ） 出 ・ 鼈袖

寵裾 残・坪 縁部

1 7 I口径 9 .2 胎・石英 角閃石褐鉄粒白色 粒子 成・底部と胴部 （内面接合痕明 瞭

器高 7 .9 ) 胴部と 口縁部接合 穿孔のノッキング痕明 瞭 整・外面 底 部ヘラケ

ズリ後ナデ 胴部ナデ 内面 底部及び胴部ナデ ロ縁部内外 面 ヨコナデ

後 暗文 焼・良色・橙褐色 残・完形

1 8 I口径 15 .0 胎・褐鉄粒白色 粒子 角閃石 石英 成・ 不 明 整・外 面 胴 部叩き か

器高 1 4.4 ノッキング痕 か ？ 内面 胴部ナデ（ヘラオサエ） 口縁部内外 面ヨコナ

デ 焼・ 普 外 面 底部 胴部下半 内面 底部 一部炭素付着色y橙褐

色 出・ 寵裾 残・ほぼ完形

婉 I 1 9 I口径 11 .4 1胎· 砂粒 多成 ・底部と胴部接合か 2 胴部と 口縁部接合 整・外面 ロ

器高 6 .4 I縁部ヨコナデ 内面 口縁部ヨコナデ（ミ ズビキ） 底部内外 面ヘラケズ

リ胴部内外 面ヘラケズリ後ナデ 焼・ 普色・橙褐色使・内外面炭素
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付着（二次的熱を受ける ） 出・ 竃 袖 残 ・ほぼ完形 （口縁部 一部欠損 ）

碗 I 2 o I 口径 11 .6胎・ 石英角閃石褐鉄粒白色 粒子 成 ・外面 胴部下半ヘラケズリ

器高 5 .9上半ヘラケズリ後ナデ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 後粗い ハ

ケ調整焼 ・ 普色 ・橙褐色使 ・内外 面一部炭素付着 出 ・鼈 裾 残．

ほぼ完形

碗 I 2 1 I 口径 11 . 1胎 ・白色 粒子 褐鉄粒 成 ・胴部と 口縁部接合 整・外 面 胴部ヘラケズ

器高 4 .3 リ後ナデ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼 ・ 良色 ・橙褐色

残 ・ほぼ完形 （口縁部 一部欠損）

坪 2 2 口径 1 4 .0胎 ・白色 粒子 褐鉄粒 成 ・不明 整・外 面 胴部ヘラケズリ 内面 胴

器高 4 .6 部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色 ・橙褐色 出・寵裾 残・ほ

ぼ完形 （口縁部 一部欠損）

有 孔I 2 3 

円板

径3 .l cm 厚さ6mm で、 中央に径2mm の 小 孔を穿つ。 石材 は滑 石。表 面は

3 方向から研磨 さ れ、そ の 痕跡 が 線状となり明 確に 残 って いる 。また、研

磨 は あまり丁寧 で はなく 、自然面がかなり 残さ れて いる 。 側 面の研磨も丁

寧 で はなく、稜を 残して いる 。色 調 は 黒緑色。

夏目遺跡 1 2 号住居址（第4 9図 ）

器種
1
番号 1 法量(cm)

甕

1

特

甕

I 2 

高坪I 3 

高坪I 4 

高坪I 5 

徴

胎 ・黒 色 粒子 褐鉄粒 成 ・頸部接合 口縁部二段積み上げ 帖土帯積み

上げ整 ・外 面 胴部下半ヘラケズリ 上半ヘラケズリ後ナデ 内面 胴

部ナデ（ヘラ オサエ有り） 口 縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 悪 外面胴部炭

素付着色 ・橙褐色 使 ・外面胴部下半炭素付着 残・胴部％ 口縁 部％

胎 ・砂粒 多成 ・不明 整・外面 風化不明瞭（ヘラケズリ後ナデか？）

内面 ナデ 焼 ・ 良色 ・外 橙褐色 内黄褐色使 ・ 内面胴部下半環

状に炭素付着 残・底部 胴部下半

胎 ・白色 粒子 褐鉄粒 成 ・裾部と 脚部 脚部と坪 底部 坪 底部と坪 縁部

接合 脚部粘土紐積み上げ整・外面 脚部ヘラケズリ後ヘラミ ガキ 坪

底部ヘラケズリ 内面 脚部及び坪 底部ナデ 裾部及び坪 縁部内外 面ヨコ

ナデ 焼 ・ 良色 ・橙褐色 外 面坪 縁部 や や黒ずむ 残．裾部 一部 脚 部

坪 底部％ 坪 縁部％

胎 ・白色 粒子 成 ・坪 底部と坪 縁部接合 整 ・外面 坪 底部ヘラケズリ後

ナデ 坪 縁部ヨコナデ 内面 坪 底部ナデ 坪 縁部ヨコナデ 後 暗文 焼 ・

良色 ・橙褐色 接 ・ 中央 部西寄り 南西壁コ ーナー 付近 残·坪 底部

坪 縁部％

胎 ・褐鉄粒 成 ・坪 底部と坪 縁 部 接合（卿部と胚底部接合 接合部分 で分

離） 整 ·外面 坪 底部ヘラケズリ 外縁部ヨコナデ 内面 坪 底部ヘラ
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ケズリ後ナデ坪 縁部ヨコ ナデ後暗文 焼 ·良 外面坪 底部炭素付着色

．橙褐色 残・坪 底部 坪 縁部％

高坪 I 6 胎・白色 粒 子石 英 成 ・ 裾部と脚部 脚部下半と上半接合（接合痕明瞭

） 整・外面 裾部ヘラケズリ後ヨコナデ脚部ヘラケズリ 後ナデ 内面

裾部ヨコ ナデ脚部 ナデ焼・良色 ・橙褐色 残．裾部 一部 脚部

婉

婉

7 I口径(12. 3l I胎・褐鉄粒 成 ・底部と胴部 頸部接合（接合部分 で分離） 整・外面

器高( 6 . o) I底部ヘラケズリ 脚部ヘラケズリ後 ナデ 内面 底部及び胴部 ナデロ縁

部内外面ヨコ ナデ焼・ 普 残・ほぼ完形 （口 縁部％欠損）

81口径 13. 8 胎・褐鉄粒 成 ・ 胴部下半と上半 胴部と 口 縁部接合（胴部弧状ヘラ成 形

器高 5 . 8 ) 整・外面 胴部ヘラケズリ後 ナデロ縁部ヨコナデ 内面 胴部 ナデ

（ 弧状ヘラ痕有り） 底部内外面ヘラケズリ焼・ 普色 ・橙褐色使 ・

底部摩滅胴部剥離 残・ほぼ完形

夏目遺跡 1 3 号住居址（第50図1 • 2 l • 1 4 号住居址（第50図3)

器種番号法量(cm) 特 徴

甕
1 胎・白色 粒 子成 ・胴部と 口 縁部接合 胴部粘土帯積み上げ整・外面

風化不明瞭 内面
ー
ナデ ヘラオサエ 弧状ヘラ痕 焼・良色・外 橙

褐色 内黄褐色 残・胴部上半 一部 口 縁部％

高坪 2 胎・白色 粒 子褐鉄粒 成 ・ 裾部と脚部接合 整・外面 裾部ヨコナデ

脚部ヘラケズリ後 ナデ 内面 裾部ヨコ ナデ（ヘラオサエ有） 脚部ヘラ

ケズリ後 ナデ焼・良色 ・橙褐色 残．裾部％ 脚部

甕
3 胎・角閃石 成 ·頸部接合 整・外面 胴部ヘラケズリ 内面 胴部 ナデ

口 縁部内外面ヨコ ナデ焼・良 内面炭素付着色 ・外 橙褐色内 黒

灰色 残・胴部及び 口縁部 ％

夏目遺跡 1 5 号住居址（第51図）

器種番号法量(cm) 特 徴

甕
1 口径 16. 3 胎・白色 粒 子成 ・頸部接合 胴部粘土帯積み上げ整・外 面 胴部 風化

不明瞭 内面 胴部 ナデロ縁部内外面ヨコ ナデ焼・ 普 内面炭素付着

色 ・外 橙褐色 内 黒色 残・胴部 一部 口 縁部

甕
2 口径 11. 7 胎・ 石 英黒色 粒 子褐鉄粒 成 ・頸部接合（内面接合痕明瞭） 胴部粘

土帯積み上げ整・ 内外面 胴部ヘラケズリ 口 縁部ヨコ ナデ 焼・ 普

色 ・橙褐色 残・ロ縁部 ％

坪 3 胎・ 粘土練込 成 ・底部と 口縁部接合 整・外面 底部ヘラケズリ 内面

底部同心 円状 ナデロ縁部内外面ヨコ ナデ 形 ・ロ唇部に沈線有り 焼 ・

良 色 ・橙褐色 残・底部％ 口 縁部％
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坪 4
 

坪

胎 ・ 白色 粒子 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズ

リ後ナデ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普色

． 橙褐色 残・ ½

5 I口径12. 7胎・ 白色粒子 少 成・底部と口縁部接合整・ 外 面底部ヘラケズリ 内

器高 3.5 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普内 外面炭素付着

色・橙褐色（黒ずむ ） 出 ・ 寵裾 残・ ほぼ完形（口縁部一部欠損 ）

坪 6 I 口径1 4. 2胎 ・ 石英角閃石 小石 少 成 ・底部と口縁部接合 か？ 整 ・ 外面 底部
器高 4. 0 ヘラケズリ後ナデ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼

・良色・橙褐色 使 ・ 内 面鉄分付着 残・ ほぼ完形備 ・ 粗雑

夏目遺跡1 9号住居址（第52図 ）

器種1番号 1 法量�cm)

甕

1
特 徴

甕

胎 ・ 砂粒成 ・胴部下半と 上半接合 （接合部 分で 分離 ） 底部木葉 痕 上

がり底整・ 外面 風化 不明瞭（ヘラケズリ ） 内 面 ナデ 焼・ 普色
・ 外橙褐色 内 黄褐色 出 ・ 竃 内 残・底部 胴部 一部

2 I底径 6 .  5 I胎． 0. 2砂粒白色 粒子 成 ・胴部下半と 上半接合 粘土帯積み上げ 上

嘩
志

甕

がり底整・ 外面 ヘラケズリ 内 面ナデ 焼・ 普内面炭素付着色
． 橙褐色 出 ・ 鼈内 残・底部 胴部 一部

胎 ・ 石英褐鉄粒成 ・底部と 胴部接 合 整・ 外面 ヘラケズリ後ナデ

内 面 ナデ（ヘラオサエ有 ） 焼・ 外面 一部炭素付着 内 面 炭素付着
色・ 外橙褐色 内 黒色 残・底部

4 I底径 6 .  2 I胎・ 小石 少砂粒少 白色粒子石英成・底部と 胴部接合整・ 外面

3
 

甕

坪

風化 不明瞭 内 面 ナデ ヘラオサエ有 焼・ 普内 面炭素付着色・ 外

橙褐色 内 黒色 使 ・ 外面風化剥離 残・底部

5 I口径1 2. 3胎 ・ 小石 少 成 ・胴部下半と 上半頸部接合整・ 外 面胴部ヘラケズリ

器高 9. 3 後ナデ 内 面 胴部ナデ ロ 縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普外面 一部炭

素付着内 面 炭素付着色・橙褐色 残・底部 胴部％ 口縁部％
6 I口径1 2. 3 I胎 ・ 白色 粒子石英成・底部と口縁部接合整・ 外面 底部風化 不明瞭

内 面 底部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ ロ唇部に沈線焼・ 普色・橙
褐色 使 ・ 内 面鉄分沈着焼土付着残・ ほぼ完形備 ・ 外面二次的熱を

受ける

夏目遺跡2 0号住居址（第5 3図1) • 2 1 号住居址（第5 3図2~4•第54図 ）

器種 I 番号 I 法量(cm) 特 徴
甑 1 I口径 22.5

1
胎 ・ 黒色 粒子 多石英長石成・頸部接合 胴部粘土帯積み上げ整・

器高 30. 4 外面 胴部ヘラケズリ ロ縁部ヨコナデ 焼·良 外面 一部炭素付着色
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甕

2
 

甕

3
 

嘩
字 4

 

甕

． 橙褐色 残・ ほぼ完形 （口縁部％欠損）

胎・ 白色微 石角閃石 多 衛鉄粒成・ 頸部接合 胴部粘土帯積み上げ

整・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼

・良外 面 一部炭素付着色・橙褐色 出 ・ 寵裾 残・ ロ縁 部％

胎・ 小 石角閃石石英成・ 頸部接合 か？ 胴部 枯土帯積み上げか？
整・外 直 胴 部ヘラケズリ 内 面 胴部ナテ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼

・良外 面 一 部炭素付着 色・橙 褐色（外 面黒ずむ） 出 ・ 鼈裾 残・ 胴
郎及び L]縁部％

胎・ 白色微 石小 石成・ 頸部接合整・外 面 底部及び胴部ヘラケズリ

内 面 底部ヘラオサエ 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・

外 橙 褐色（ 一部炭素付着） 内 黄褐色 使 ・ 内 面 一部黒ずむ 残・底

部 胴部¼ 「l縁部 一部

5 1口径 1 s. 4 I胎． 0.2~0.3 砂粒成・ 頸部接合 胴部 枯土帯積み上げ （内 面 一 部接合

嘩
一尽

甕

痕明瞭） 整・外 面 胴 部下‘ドヘラケズリ後ナデ 上半ヘラケズリ 内 面

胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色·橙褐色 使 ・外 面風化

残・ 胴靡防る 口縁部％
6 I口径 1 4. 9胎 ． 0.2~0.3 小 石 褐 鉄粒成・ 胴部下半と上半 頸部接合 か？ （L」縁

部粘土紐積み上け） 整・外 面 胴 郎ヘラケズリ 焼・ 普内外 面 一部炭

素付着色・橙褐色（内 面黒ずむ） （吏・外 面 胴部下半剥離 摩滅 出 ・
鼈裾 残・底部欠損

7 I底径 4 .5 胎•砂粒多 成・胴部下半と上半接合整・ 内外 面風化不明瞭 焼・ 普

色・橙褐色（外 面黒ずむ） 残・底部 胴部％
浮桓：瓦 8

 

甑

胎 ・ 白色微 石 多 角閃石 多 成・ ぷ明 整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ

か？ 内 面 胴部ナデ 焼・ 普色・橙 褐色残・ 底部

9 I [l 径 2 s. 2 I胎・ 角閃石 多 成・ 孔部ヘラ切り頸郊接合 洞 部帖土幣積み上け（内 面

器麿j 2 7. 9 一 部接合 痕明瞭） 整・ 外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 孔部周辺ヘラケズ

リ後ナデ 胴部ナデ ロ 緯部内外 面ヨコナテ 焼・良色・橙 樹色 出 ・

東壁寄りピy卜内 残・ ほぼ完形
鉢 I 1 o I口径 1 9. 9胎 ． 粗砂粒小 石角閃石褐鉄粒整・外 面 胴郊ヘラケスリ後ナデ

内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙 樹色 残・ [l縁

部％

胎・ 石英角閃石褐鉄粒多 成・脚部と蛉底部接合 脚部帖上紐積み上
け整・外 面 風化不明瞭 内面 裾部ヘラオサエ有り脚 部ナテ 坪底

部ナデ後暗文状ヘラミガキ 焼・良色・橙褐色 出 ・ 寵裾 残・脚部

:I:不 |1 2 I口径 11 . 6 I胎•砂粒少 成・ 不明 整・ 内外 面風化 摩滅不明瞭 焼・良器 面軟弱

高坪 I 1 1

器高 4 .  o I色・橙褐色 残・ ほぼ完形
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坪 I 1 3 I口径 1 2.1
1
胎 ・ 褐鉄粒成・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 後ナデ

器高 3.8 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面底部 一部炭素付着

色・橙衛色 残・ ロ縁部％ 底部

坪 I 1 4 I口径 12. 4胎 ・ 石英角閃石褐鉄粒成` 底部と口縁部接合整 ・ 外面 底部ヘラ

器高 4. 9 ケズリ 後ナデ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼·良

色・橙褐色 残・ ほぼ完形

坪 I 1 s I口径 1 4. 4胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 後ナデ 内

坪 I1 6 

器高 4. 4 面 底部ナデ □ 縁部内外 面ヨコナデ （内 面ハケ目状残る ） 焼・ 普色

． 橙褐色 残・ ほば完形
胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 後ナデ

内 面 底部ナデ j_J 縁部内外 面ヨコナデ 焼・良器 面軟弱色・橙褐色

使 ・風化 （ 器 面軟弱のため調整不明瞭 ） 残・ ½

坪 I 1 7 I口径 12. s I胎 ・ 細 砂 成 ・ 底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 後チデか？

器高 4. 2 内 面 底部ナデ （ヘラオサエ有り） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良器

面軟弱色・橙褐色 使 ・外 面底部摩滅 残・ ロ縁部％ 底部

坪 1 8 口径 12. 7胎 ・ 細 砂 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 後

器高 3.8 ナデ 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面口縁部 一部

炭素付着色・橙褐色 出 ・ 貯蔵穴内 残・ ほぼ完形
士イ、 1 9 昌 径 1 3.8胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒多 成 ・底部と 胴部接合整・ 外面 底部ヘラケズ

器高 3.5 リ 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残．

ほぼ完形（口縁部 一部欠損）

坪 2 0 口径 12. 9胎 ・ 褐鉄粒多 成・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 後ナデ

器高 4.1 口縁部二回のミズビキか？ 内 面 底部同心円状ナデ ロ 縁部ヨコナデ

焼・良外 面底部炭素付着色・橙褐色 出 ・ 貯蔵穴内接 ・ 貯蔵穴南

貯蔵穴内 残・ ほぼ完形（口縁部 一部欠損）

夏目遺跡2 2 号住居址（第5 5 • 5 6図 ）

器種 番号 法量(cm) 特 徴
甕 1 口径 （18.8 )胎 ・ 石英白色粒千 褐鉄粒角閃石成 ・底部と 胴部 胴部下半と 上半

器高 (29. 4 )頸部接合 底部上げ底状 胴部粘土帯積み上げ整・ 外面 風化不明瞭
内 面 胴部下半ナデ 上半ヘラナデ ロ縁部風化不明瞭焼・ 普外 面 一

部炭素付着色・橙褐色 使 ・風化著しい 器 面ザラつく 出 ・ 土砿上

接 •土砿上 土砿付近 残· ほぼ完形（口縁部 一部欠損）
痰コ 2 口径 1 7.5 胎 ・ 石英白色粒子砂粒成 ・胴部下半頸部接合 粘土帯積み上げ

器高 2 7. 7 整・ 内外 面風化 摩滅不明瞭 焼・ 普外 面炭素付着色・橙褐色 出 ・ 土

砿上 残・ ほぼ完形（口縁部 一部欠損）
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甕

甕

3 I底径 4 . 6 I胎・ 白色粒子石英褐鉄粒成 ・胴部下半と 上半接合 胴部粘土帯積み

上げ整・外 面 ヘラケズリ後ナデ 内 面 ヘラケズリ後ナデ（ヘラオサ

工有 ） 焼・普内外 面 一部炭索付着色・橙褐色 出 ・土砿内 残・底

部

4 I口径12. 6胎 ・ 白色粒子黒色粒子（ 角閃石） 褐鉄粒成・底部と 胴部 胴部下半

器高 15. 7 と 上半頸部接合 胴部粘土帯積み上げ （内外 面部 分的に明瞭） 整・内
外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ ロ縁部ヨコナデ 焼・良内 外面炭素付着

色・橙褐色（赤味） f吏 ・外 面 一部剥離 残・ ほぼ完形
高坪 1 5 口径1 9.0胎 ・ 白色粒子 小石少 成・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 坪底部と 坪縁部

高坪 I 6 

器高 1 6. 2 I接合 脚部粘土紐螺旋状巻き上げ整・外 面 脚部ヘラケズリ後ナデ 坪

底部ヘラケズリ 内 面 脚部及び 坪底部ナデ 裾部及び 坪縁部内外 面ヨコ

ナデ 焼・良外 面 一部炭素付着色・外 橙褐色（赤味） 内 橙褐色

（黒ずむ ） 出 ・土砿内 残・ ほぼ完形

胎 ・ 褐鉄粒石英角閃石白色粒子 成・裾部と 脚部 脚部と 坪底部接

合整・外 面 脚部ヘラケズリ後ナデ 内 面 脚部ヘラケズリ 裾部内外

面ヨコナデ 焼 ・良色・ 橙褐色 残・脚部
高坪 7 口径1 7.5胎 ・ 白色粒子石英成 ・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 坪底部と 坪縁部接

器高 1 4.3 合整・外 面 脚部ヘラミガキ 坪底部ヘラケズリ後ナデ 坪縁部ヨコナ

デ 内 面 脚部ヘラケズリ 坪底部ナデ 坪縁部ヨコナデ後暗文 裾部内

外 面ヨコナデ 焼・良色・ 橙褐色 出・床直 残・ ほぼ完形（裾部 一部

欠損）

高坪1 8 口径1 7.8 胎 ・ 白色粒子石英成・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 坪底部と 坪縁部接

器高 1 3. 7 合 （脚部下半と 上半接合 か？ ） 整・外 面 裾部ヨコナデ後暗文状ヘラ

ミガキ （ミズビキ後暗文 か？ ） 脚部ヘラケズリ後ヘラミガキ 坪底部へ

ラケズリ 坪縁部ヨコナデ後暗文状ヘラミガキ 内 面 裾部ヨコナデ 脚

部及び 坪底部ナデ 坪縁部ヨコナデ後暗文 焼・良内外 面裾部 一部 外

面 坪縁部 一部炭素付着色・ 橙褐色 出 ・ 土砿上 残・ ほぼ完形（裾部及

び 外 縁部 一部欠損）
胎・ 褐鉄粒成 ・脚部と 坪底部 坪底部と 坪縁部接合整・ 外面 脚部へ高蘇 I 9 

ラケズリ後ナデ 坪底部ハケ調整 内 面 脚部ヘラケズリ 坪底部ナデ

焼・良色・橙褐色 出 ・ 土砿上 残・脚部 坪底部

高坪 1 0 口径18 .0胎・ 白色粒子石英成・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 坪底部と 牙 縁部

器高 1 4.2 坪縁部下半と 上半接合 脚部は粘土紐積み上げ （内 面接合痕明瞭） 整・

外 面 脚部及び 坪底部ヘラケズリ後ナデ 坪縁部下半ヘラケズリ後ヨコナ

デ上半ヨコナデ 内 面 脚部及び 坪底部ナデ 坪縁部ヨコナデ後暗文

裾部内外 面ヨコナデ 焼・良色・ 橙衛色 残・ ほぼ完形
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高坪 I1 1 I口径15. 6胎・ 白色 粒子 褐鉄粒成・裾部と 脚部 脚部と 底部 底部と 胴部 胴部

器高 1 6.5 と 口縁部接合 脚部粘土紐巻き上げ （内面接合痕明瞭） 底部ヘラ 成形

整・ 外面 裾部ヨコナデ後ヘラ調整（ケズリ後ナデか？ ） 脚部及び底部

ヘラケズリ後ナデ 内面 裾部ヨコナデ 脚部及び底部ナデ ロ縁部内外

面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 出 ・ 土絋上 残·ほぼ完形

高坪1 1 2 1 口径16 . 7  1胎・ 褐鉄粒成・ 坪底部と 坪縁部接合整・ 外面 坪底部ヘラケズリ後ナ

デ 内面 坪底部ナデ 坪縁部内外面ヨコナデ後暗文 焼 ・良色·淡橙
褐色 出 ・ 土砿上 残・ 坪底部 坪縁部

高剛 13 I 底径1 9.8 1胎・ 白色微 石石英成 ・裾部下段と 上段接合整・ 内 外面風化 不明瞭（

高坪 I1 4 

ョコナデか？ ） 焼・良裾部端一部炭素付着色・橙褐色 出 ・ 土砿上

残．裾部

胎• 石英角閃石成 ・脚部と 坪底部接合 脚部粘土紐積み上げ整・ 外

面 脚部及び 坪底部ヘラケズリ後ナデ内面 脚部及び 坪底部ナデ 焼・

良色・橙褐色 出 ・ 北西コ ーナ ー 寄り壁 残・脚部 坪底部

境 I 1 5  1口径12. 6胎・ 白色 粒子 成・底部と 胴部 胴部と 口縁部接合 （内面 一部接合痕明瞭

器高 6 .2 ) 胴部内面ヘラ 成形 （ヘラオサエ有 ） 整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内
面 胴部下半ナデ 上半ヘラケズリ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼・良色

． 橙褐色 出 ・ 土砿上 残・ ほぼ完形（口縁部 一部欠損）
碗 I 1 6 I口径1 4. 7胎・ 白色 粒子 褐鉄粒石英成 ・胴部と 口縁部接合 整 ・ 外面 風化 不

器高 5.8 明瞭 内面 ナデ 焼・ 普色・橙褐色 内面底部黄褐色 残・ ほぼ完形

備 ・ ニ次的熱受ける か？

碗 I 1 7 I口径1 2. 7胎・ 褐鉄粒白色 粒子石英角閃石成 ・ 不明 整· 外面 胴部下半へ

器高 5. 4 ラケズリ 胴部上半ナデ 内面胴部同心円状ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ

焼・良色・橙褐色 出 ・ 床直 土j:広上 接 ・ 土砿上 土砿付近 残・ ほ

ぼ完形
婉 I 1 8  1口径13 .1胎 ・ 白色 粒子石英褐鉄粒成 ・ 不明 胴部と 口縁部接合 か？ 整・ 外

婉 I 1 9 

器高 5.8 面 底部ヘラケズリ 胴部ヘラケズリ後ナデ 内面 底部及び胴部ヘラナ

デ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼·普色・橙褐色（赤味強い ） 接 ・ 土j:広
付近 土砿上 残・ ほぼ完形（口縁部 一部欠損）

胎・ 褐鉄粒成 ・ 不明 整・ 外面 胴部ヘラケズl]後ナデ 弧状ヘラ痕

内面 胴部ヘラナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼・良色・黄褐色 残．

％ 

琳 I 2 o 口径 7. 6 胎 ・ 褐鉄粒角閃石白色 粒子石英成・胴部と 口縁部接合整・ 外面

器高 8 .8 底部ヘラケズリ 胴部ナデ 内面 底部ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼
・良外面 一部炭素付着色・橙褐色 出 ・ 土砿内 残・ 完形

縄文 I 2 1 焼・ 普色・橙褐色 その他不明瞭 口縁直下横二条の半裁竹管を施しそ
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l の 後縦に施文 する 以下無文 部か？

夏目遺跡2 4 号住居址（第5 7図 ）

器種 番号 法量(cm) 特 徴
嘩で瓦 1 胎・ 石英角閃石褐鉄粒成・頸 部接合胴 部枯土帯積み上げ整・外

面 胴 部ヘラケズリ 内面 胴部ヘラナデ （ヘラオサエ有り） 口縁 部内
外面 ヨコナデ 焼・良色・黄褐色残．％

甕

2 口径 18 . 5 胎・ 白色粒f 0. 2 ~0. 3砂粒小石少 成・頸 部接合 （口縁部粘土帯積
みヒげ か？ ）整・ ロ 緯 部内外面 ヨコナデ 焼・良色・ 橙褐色出 ・ 床

直 残・ ロ縁 部

坪 3 胎・石英角閃石褐鉄粒成・底 部と口縁 部接合 （接合部分で分離 ）

焼・良外面 底 部炭素付着色・ 橙褐色残・ 底部％ 口 綜部 一 部

夏目遺跡2 5 号住居址（第5 8図 ）

：種1番
：

―| ｛去量(cm)

尽

特 徴

甕

胎・ 小石 多 褐鉄粒少 成・風化摩滅不明瞭整・外 面 胴 部風化不明瞭

内面 胴 部ナデ ロ縁 部内外面 ヨコナデ 焼・ 普色・ 橙褐色（内面灰色
帯びる ） 接 ・ 寵抽竃 裾 残・胴 部％ 口縁部％

2 I口径 1 3. 3 I胎・ 白色粒子 多 成・胴 部下半と上半頸部接合 胴 部粘土帯積み上げ

針巨
・一尽

器 高 認．61整・ 内外面 胴 部ヘラケズリ 後ナデ ロ縁 部ヨコナデ （内 面底部及び胴部

ヘラオサエ痕有り） 焼・ 普色・ 橙褐色残・ ほぼ完形

3 I 底径 7.2 胎・砂粒多 角閃石成・ 不明 整・外面 底 部及び底ヘラケズリ 胴 部

ヘラケズリ 後ナデ 内面 ナデ （ヘラ痕有り） 焼・ 普色・橙褐色残

・底 郎

高 坪 I 4 

rJ
 

外高

高 坪 I 6 

杯 7
 

胎・ 白色粒子 褐鉄粒成・風化摩滅不明瞭整・外面 脚部接合 部ヘラ

オサエ 内 面 底 部弧状ヘラオサエ （内外面 風化摩滅不明瞭 のため 細 部

不明瞭 ） 焼・ 普色・橙褐色出 ・ 寵裾残．裾 部一部脚部 底 部％

口縁 部¼
胎・ 褐鉄粒成・脚部接合 部分で分離 整・ 内外面 ヨコナデ 焼・良色

． 橙褐色出 ・ 竃袖残・脚 部

胎・石英角閃石褐鉄粒成・裾 部と 脚 部接合整・外面 脚 部ヘラケ

ズl)後ナデ 内面 脚部ナテ 裾 部内外面 ヨコナデ 焼・良色・橙褐色

残・脚部

胎・ 白色粒子 細砂粒成・底 部と口縁 部接合整・外面 底 部ヘラケズ

リ 内面 底 部ナデ （ヘラオサエ有り） 口縁 部内外面 ヨコナデ 焼・良

外面 底 部炭素付着色・橙褐色出 ・ 竃 裾 残． ％
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坪 8 胎 ・ 白色粒子 少 成・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズリ後ナ

デ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内 外面二回ヨコナ デ 焼・良色・

橙褐色 残・ ½

夏目遺跡2 6 号住居址（第5 9 • 6 0 図 ）

器種 番号 法 量(cm) 特

甕

1 1 1口径 l5. , I胎 ・ 白色粒子石英褐鉄粒成・ 胴部下半と 上 ：頸部接合 胴部粘土

帯積み上げ整· 内 外面胴部ナデ ロ縁部ミズビキ 焼・良外面 一部炭

素付着色・橙褐色 （吏 ・ 内 面鉄分付着か？ 残・ ほぼ完 形
暉万武 2 I底径8 . O I胎 ・ 石英褐鉄粒成 ・ 不明 整・内 面 ナデ 焼・良色・ 橙 褐 色 使

・底部摩滅 残・底部

高屁 I 3 

高坪 I 4 

碗

胎 ・ 白色粒子石英褐鉄粒成・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 坪底部と

坪縁部接合 脚部粘土帯積み上げ整・ 内 外面裾部ヨコナデ 脚部ナデ？

坪底部及び 杯縁部風化 不明瞭 焼・ 普色・橙褐色 残．裾部％ 脚部

麻底部％ 坪縁部％ 備 ・ 復 原 不良

胎・ 白色粒子 褐鉄粒成 ・裾部と 脚部接合 （内 面接合痕明瞭） 整・ 外

面 脚 部ヘラケズリ後ナデ 内 面 脚部ナデ 裾部内 外面ヨコナデ 焼・

普（内 外面炭素付着） 色・橙褐色 残．裾部 ％ 脚部 ％

5 I w径 ， ． 6 I胎 ・ 石英角 閃石褐鉄粒多 成． 胴部 中央部頸部接合整・ 外面 胴

碗 6
 

均� 7
 

J甘

器高 6 .  7 I 部ヘラケズリ後ナデ 内 面 ヘラナデ（ヘラオサエ有り 弧状ヘラ か？ ）

焼・良 外面炭素 付着色・ 外 黒 褐色及び橙褐色 内 灰 褐色及び橙褐

色 残・ ほぼ完形

胎・ 白色粒千 石英褐鉄粒成 ・ 不明 整・ 外面 胴部下半ヘラケズリ

上半ナデ 内 面 底部ヘラケズリ 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼
・ 普色・橙褐色 使 ・ 外面胴部帯 状に炭素付着出 ・ 鼈 残・ ロ縁部％

胎・ 褐鉄粒成 ・頸部接合整・ 外面 胴部下半ヘラケズリ上半ナデ

内 面 ナテ 焼・良 外面胴部 一部炭素付着色・橙褐 色 残・ ロ縁部 欠

損 備 ・ 手捏風
8 I口径1 0. 8 胎・ 白色粒子 成 ・頸部接合整・ 外面 胴部ヘラケズリ 後ナデ 内 面

器高 12. 7 I 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普胴部 外面及 び口縁部内 外面 一

部炭素付着残・ ほぼ完形備 ・ ニ次的熱受ける か？
9 I口径12. s I胎・ 白色粒子石英褐鉄粒成・ 胴部下半と 上半頸部接合口縁部粘

土帯 三段積み上げ整・ 外面 底部ヘラケズリ 胴部ヘラミ ガキ か？ 内

面 胴部ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼・良内 外面 一部炭素付着色

． 橙褐色 残・ ほぼ完形（口縁部 一部 欠 損）
t甘 I 1 o 口径 s .1 I胎· 白色粒子石英褐鉄粒多 成 ・ 胴部下半と 上半 頸部接合 胴部上

紺



7 0  

器高 8 .5 I 半粘 土帯積み上 げ整・外面 胴 部下半ヘラケズリ上半 ハケ調 整後ナデ
内面 胴 部ナデ ロ縁 部内外面 ヨコナデ 焼·良外 面 一 部炭素付着色

． 橙 褐色残・ ほ ぼ完形

夏目遺跡 2 8 号住居址（第61 図 ）

器種 番号 法 量(cm) | 特

甕

l l l 口径 16.5 1 胎 ・ 石英多 成・頸 部接合胴 部粘 土帯積み上 ：整・外面 風化 不明瞭
内面 胴 部ナデ ロ縁 部ヨコナデ 焼・ 普色・橙 褐色使 ・外 面風化 の
ため ザ ラ つ く 残·胴 部 一 部 口縁 部

胎・ 白色粒子 石英成・ ロ縁 部 三段積み上 げ か？ 整・ 内 外面 風化 不明
瞭 焼・ 良 色・ 橙 褐色 出 ・ 貯蔵穴内 残・ ロ縁 部

甕

2
 

甕

甕

甑

甑

甕

坪

坪

3 I 底 径 （ 7. o l I胎・ 白色微石石英角 閃 石成・ 不明 底 部上 がり底 整・外面 ヘラ

ケズリ 後ナデ 内面 ナデ 焼・ 普 外面 炭素付着色・橙褐色 出 ・ 寵
内 残・ 底 部

4 I 口 径 （ 11. 7 )胎・ 白色粒子石英多 褐鉄粒成・頸 部接合 底 部ケズ1) 出し 胴 部粘
器高 16.2 土帯積み上 げ整・外面 胴 部ヘラケズリ 内 面 胴 部ナデ ロ縁 部内外

面 ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 内面 や や赤味帯び る 出 ・ 竃 内 残．
口縁 部 一 部欠損

5 I 口 径 23. 1胎・ 褐鉄粒多 成・頸 部接合孔 部ヘラ 切り胴 部粘 土帯積み上げ整・
器高 25. 0 外 面 胴 部ヘラケズリ 内面 孔 部周辺ヘラケズリ 後ナ デ 胴 部ナデ 口

縁 部内外面 ヨコナデ 焼・良胴 部外 面及び 口縁 部内面 炭素付着色・橙
褐色 出 ・ 貯蔵穴内 残・ 完形

6 I 口径 14.3胎・ 白色粒子 褐鉄粒多 成・ 孔 部ヘラ 切り整・外面 胴部ヘラケズリ

器高 11. 9 内面 胴 部ナデ （ヘラオサエ ） 口縁 部内 外面 ヨコナデ 焼・良色・橙

褐色 出 ・ 貯蔵穴内 残・ 完形
7 I口径 11.4胎•砂粒成・頸 部接合整・外面 胴 部ヘラケズリ 内面 胴 部ナデ

器高 10.8 口縁 部内 外面 ヨコナ デ 形・ 変 形 焼・ 普外 面炭素付着色・橙褐色
内 面黒ず む 残・ ほぼ完形 備 • No. 6 の 甑 が上 に 重 なり出 土

8 I口 径 11.4胎・ 白色粒子 少 成・ 不明 整・外 面 底 部ヘラケズリ 後ナ デ 内面 底
器高 4 .3 部ナデ ロ縁 部内外面 ヨコナデ 焼・良色 ・橙褐色外 面 一 部黒ず む

残・ ほぼ完形 備 ・ ニ次的 熱受 ける

9 I 口径 10. 9胎・ 白色粒子 成・ 底 部と口縁 部接合整・外 面 底 部ヘラケズリ 内 面

器高 3 . 9 底 部ナデ ロ縁 部内外面 ヨコナデ 焼· 普外 面 一 部炭素付着色・橙褐

色 出 ・ 床直 残・ ロ縁 部 一 部欠損
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夏 目遺跡 2 9 号住居址（第6 2 図 ）

器種 番号

甕
1 

甕
2 

甕
I 3 

法量(cm)

口径 1 6. 2  

器高 29. 7 

特 徴

胎・白色微石褐鉄粒成・胴部下半と上半頸部接合 整・外 面 胴部

ヘラケズリ後ナデ 内面 胴部 ヘラナデ ロ縁部内外面 ヨ コナデ 焼・良

外 面一部炭素付着色・橙褐色 内面灰褐色 残・ 完 形

胎・褐鉄粒成・頸部接合 胴部粘土帯積上 整・外 面 胴部 ヘラケズリ

内面 胴部ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼・ 普色・ 橙褐色 残・ ½

胎・白色微石褐鉄粒石英 成・胴部下半と上半接合 胴部粘土帯積み

上 げ 整・外 面 ヘラケズリ 内面 ナデ 焼・ 普 外 面炭素付着色 ·

橙褐色（赤味 ） 使・ 風化（ 二 次的熱 ） の た め器面軟弱 出・ 竃内 残 ．

底部 胴部下半

甑 41口径 2 6. 0胎・白色 粒子 石英褐鉄粒成・胴部下半と上半頸 部 接合 整・外面

器高 27. 7 孔部 ヘラ切り 胴部ヘ ラケズリ 内面 胴部ナデ ロ縁部 内外 面ヨコナデ

焼・良 外 面％炭素付着色・橙褐色 残・ほぼ 完 形

高坪 I 5 胎 •石英 角閃石褐鉄粒成・脚部と底部 底部と坪 縁部接合 整・外

面 脚部及び底部 ヘラケズリ後ナデ 内面 脚部 ヘラケズリ後ナデ 底部

ナデ ロ縁部内外 面 ヨ コナデ 焼・ 普色・橙褐色 出・ 竃内 残・脚部

底部％ 坪 縁部％

高坪 I 6 I口径（ 13. a) I胎・白色 粒子 砂 粒 角閃石 成・ 風化 不 明瞭整・外 面 脚 部及び底部

高坪 I 7 

器高（ 10 . o) I ヘラケズリ後ナデ 内面 脚部 ヘラケズリ後ナデ 底部ナ デ（ ヘラオサエ

有り ） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 使・内面口縁部炭

素付着 残 ． 裾部一部 脚部 底部 口縁部½

胎・白色 粒子 石英 成． 裾部と脚部 脚部と底部接合 整・外 面 脚部

及び底部 ヘラケズリ後ナデ 内面 脚 部 ヘラケズリ底部 ヨ コナデ ロ縁

部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残 ． 裾部一部 脚部 底部％

坪 8 I 口径 11. 5 I胎・白色 粒子 石英褐鉄粒成・底部と 口 縁部接合 整・外面 底部へ

坪 I 9 

坪 I 1 o 

器高 4. 5 I ラケズリ後ナデ 内面 底部ナデ ロ縁部内外面ミ ズビキ 焼・良色・

橙褐色 出· 竃袖 接・ 竃袖 貯蔵穴西 残・ロ縁部一部欠損

胎・褐鉄粒成 ·底部と 口縁部接合 整・内外 面 風化摩滅 不 明瞭 焼・ 普

色 ·橙褐色 出・竃 袖 残 ． ％

胎・白色 粒子 成・底部と 口縁部接合 整・ 外面 底部 風化不 明瞭 内面

底部ナデ（ ヘラオサエ有り ） 口縁部内外面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐

色使・内外面口縁部炭素付着（ 二 次的熱受 ける ） 残・ 底部％ 口縁部

％ 

坪 I 1 1 I口径(l 1. 6) 1胎・褐鉄粒成・胴部と 口縁部接合 整・ 外面 底部 ヘラ ケ ズリ後ナデ
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器高(5. 6) I内面 底部下半ナデ （ ヘラオサエ有り） 底部ヨコナデ ロ縁部内外 面ヨ

コナデ 焼・ 普色 ・橙褐色 残・底部％ 口縁部％

坪 I 1 2 I 口径 11. 4胎・白色 粒子成・底部と 口縁部接合 整・外面 底部 ヘラケ ズリ 内面

器高 4. 3 底部ナデ （ ヘラオサエ有り ） 口縁部内外面ヨコナデ 焼・ 良 色 ・橙褐

色 残・底部 （一部欠損） 口縁部％

坪 1 3 I 口径 11. 8 胎・白色 粒子成・底部と 口縁部接合 整・外面 底部 ヘラケ ズリ後ナデ

器高 4. 8 内面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色 ・橙褐 色 残・ロ縁

部 一部欠損

坪 I 1 4 I 口径 12. 4胎・白色 粒子 角閃石褐鉄粒少 成・底部と 口縁部接合 整 ・外面 底

器高 5.0 部 ヘラケズリ 内面 底部ナデ （ ヘラオサエ有り ） 口縁部 内 外面ヨコナ

デ 焼 ・ 普色 ・橙褐色残 ・ロ縁部 一部欠損

坪 1 5 口径 12. 6胎・白色 粒子 褐鉄粒成・底部と 口縁部接合 整・外 面 底部 ヘラケズ

器裔 4. 8 リ後ナデ 内面 底部ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼・良色 ・橙褐色

使 ・ 内面 口縁部剥離 残． ％ 備 · 二 次的熱 受 ける

坪 1 6 
I

口径 12. 9胎 ・ 白色 粒子成・底部と 口縁部接合 整・外面 底部 ヘラケ ズリ 内面

器高 4. 7 底部ナデ （ ヘラオサエ有り） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼 ・ 良 色 ・橙褐

色 使 ・外面 内面口縁部 炭素付着 残・底部 （一部欠損） 口縁部％

紺 I 1 7 胎・白色 粒子 褐鉄粒成・胴部下半と上半接合 整・外面 胴部 ヘラケ

ズリ後ナデ 内面 胴部ナデ 焼・良 外面一部 炭索 付着 色 ・ 橙褐色

残 ・胴部％

夏目遺跡 3 0 号住居址 （第 63 図 ）

器種番号 法量(c m) 特 徴

甕

1 1 1 口径 15. 8 1胎・白色微石多 角閃石多 成・頸部接合 粘土帯積み上げ整・外 面

甕

甕

器高 31. 8 風 化 摩滅不明瞭 内面 胴部 ヘラナデ ヘラオサエ有 焼・ 良 色 ・ 橙褐

色 使 · 外面胴部焼土及び 炭素付着 接 ・ 鼈裾 貯蔵穴内 残 ・ほぼ完形

（口縁部 一部欠損）

21口径 13.0 胎・白色微石 石英褐鉄粒成・胴部下半接合頸部接合 胴部粘土帯

器高 22. 4 積み上げ整 · 内外 面 風 化 摩滅不 明瞭 焼 ・ 普色・外 面 橙褐色 内面

黄褐色 使 ・ 内面 胴部下半 一部 炭素付着 残・ほぼ 完 形

31口径 1 4. 1 胎 ・石英褐鉄粒多 成・底部と胴部 胴部下半頸部接合 粘土帯積み

器高 2 1. 7上げ整・外面 胴部 ヘラケズリ 内面 胴部ナデ （ ヘラオ サ エ） 口縁

部内外 面ヨコナデ 焼 ·良色 ・橙褐色 使 ·底部及び胴部 下半 風 化 摩滅

著 しい 出・ 寵周辺 残・ほぼ完形

高坪 I 4 胎・褐鉄粒成・ 粘土帯積み上げ整 ・外 面 風 化 不 明瞭 内面 裾部ヨ

コナデ 脚部 絞り 痕明瞭 ヨコナデ 焼・良色 ・橙褐色残 ・ 裾部 ％
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高坪 1 5 

坪

脚部

胎・黒 色 粒 子褐鉄粒 成 ・ 不 明 整 · 内外 面風化摩滅不 明瞭 脚 部接合

部 から ヘラケズリ 焼 ・良 内面裾部炭素付着色 ・ 橙褐色（内面裾部黒

灰色） 残． 裾部％ 脚部 坪底部％

6 I 口径 12. 7 胎 ・褐鉄粒 多成 ・底部と 口縁部接合 整・ 内外 面風化摩滅不 明瞭 焼 ・

器高 4. 5 良色 ・ 淡橙褐色 使 ・ 内外面 風化摩滅 残・ほぼ 完 形 （口縁部 一部欠損

坪 7 I 口径（ 12. 3) 胎 ・石英褐鉄粒 成 ・ 不 明 整・ 内外 面 風化不 明 瞭 焼 ・ 悪色 ・外

器高（ 6 . 1) 橙褐色 内灰褐色 使 ・ 風化摩滅著しい （ 特に 口唇 部 ） 出・ 竃裾 残

坪

・ほぼ 完 形 （口唇部欠損 擬口縁状）

胎・褐鉄粒 多成 ・底部と 口縁部接合

普色 ・ 橙褐色 出・ 寵 裾 接 ・寵裾

部 一部欠損）

坪 I 9 I 口径 13. s I胎 ・褐鉄粒 多成 ・底部と胴部接合 整・ 内外 面風化摩滅 不 明瞭 焼・ 普

8 I 口径 13. 2 

器高 4. 9  

坪 1 1 口径 12. 0 

器高 4. 5 

坦甘 1 2 

紡錘 I 1 3

車

備 ・ ニ 次的熱 受 ける

整・ 内外面風化摩滅不 明瞭 焼 ・

南西壁付 近 残 ・ほぼ 完 形 （口縁

器嵩 4. 6色 ・ 淡橙褐色 接 ・ 鼈裾 竃 付 近 残・ 完形

坪 I 1 o I器高(5. 0) 胎・褐鉄粒白色 粒 子角閃石 石英 成 ・底部と 口縁部接合 整・外 面

底部 風化不 明瞭 内面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼 ・良 底部

外面一部炭素付着色 ・ 橙褐色 残・底部 口縁部％

胎・褐鉄粒 多成 ・底部と 口縁部接合 整 ・外面 底 部 ヘラケズリ 内面

同じ 円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良 外面底 部炭素付着色 ・

黄褐色 残・底部 口縁部 ％

胎・黒色 粒 子成 ・頸部接合整・ 内外 面 胴部ナデ ロ縁部ヨコナデ

焼 ・ 普色 ・ 橙褐色 残・胴部 ％ 口縁部 狐 使 ・内面鉄分 付着

上面径2 . 5 cm 下面径4. 5 cm 高 さ（厚さ） 2 . 3 cm で、 中央に径7~ 8  mm 

の 孔を穿つ。 石材 は 滑石上面は自然面を わ ず か に研磨して いる の み であ る

側 面は研磨面の 境がわ ず かな稜をなし、 内 湾する 曲 線 を 描く 。 上面及び 側

面は灰白色 下面は緑灰色。 重 さは 5 2 g であ る 。

夏 目遺跡 3 1 号住居址（第6 4 図 l ~ 2 ) • 3 2 号住居址（第6 4 図 3 ~ I 8 )  

器種番号 法量(cm) 特 徴

甕
1 口径 19 . 0  胎・ 褐鉄粒 成 ・頸部接合 胴部 枯土帯積み上げ整 ・ 外面 胴部ヘラケ

ズリ 内面 胴部ヘラナデ（ヘラオサエ有） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼

・ 普色 ・ 橙褐 色 内灰色使 ・外 面焼土付着 風化 残・胴部％ ロ

縁部

坪 2 口径 12. 2 胎 ・白色 粒 子褐鉄粒 成 ・ 底部と 口縁部接合 整・ 外面 底部器面軟弱

器高 4. 5 風化不 明瞭 内面 底部ナデ（ヘラオサエ有） 口縁 部 内外面ヨコナデ
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甕

甕

嘆 5
 

焼・良色・橙褐色 残． ％
3 I 口径 （1 6. 7 )胎・ 白色粒子角閃石 小石成・頸部接合 粘土帯積み上 げ か？ 底部

器高 31. 0 自 重 に より上 が る整・内外 面 胴 部ナデ ロ縁部ヨコナデ 焼・良外
面 一部 炭 素付着色・外 淡 橙 褐色 内 黄 褐色 使 ・外 面 胴部上半剥

離風化 残・ ほぼ完形
4 I口径 11.5胎・ 褐鉄粒石英 角閃石成・底部と 胴部 胴部下半と 上 半頸部接合

器高 1 6. 0 整・外 面 胴 部下半ヘラケズリ後ナデ上半ナデ 内 面 胴部ヘラナデ

口縁部内外 面ヨコナ デ 焼・良外 面 一部 炭 素付着色・橙褐色出 ・床

直 残 ・胴部 以下 一部欠損
胎・ 褐鉄粒角閃石成・頸部接合整・内外 面 胴部ナデ ロ縁部ヨコ

ナデ 焼・良色・橙褐色 残・ロ縁部％

甕

6
 

甕

7
 

甑

胎・ 褐鉄粒多 成・頸部接合 内 面接合痕明瞭整・内外 面 胴部ヘラケ

ズリ ロ縁部ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 残・ロ縁部％

胎・ 白色粒子角閃石成・ 不明 整・外 面 ヘラミ ガキ 内面 ナデ

焼・ 普色・ 暗 褐色 残・底部

8 1 口径 1 7. 0  I胎・ 褐鉄粒成・胴部下半と 上半頸部接合 （胴部帖土紐積み 上げ ） 孔

高坪 I 9 

器高 1 3. o I部ヘラケズリ整・外 面 孔部周辺ヘラケズリ 胴部ヘラケ ズ リ後ナデ
内 面 胴部ヘラケズリ ロ 緑部内外 面ヨコナデ 焼・良

9

内 外面 一部 炭 素
付着色・橙褐色 残 ・ ¾

胎・ 角閃石成・裾部と 脚部接合 粘 土紐巻き上 げ整・外 面 風化 摩滅

不明瞭 内 面 裾部ヨコナデ 脚部ナデ 焼・ 普色・橙褐 色 残 ．裾部
一部 脚部

高坪 I1 o I口径 (18. 9 )胎・ 褐鉄粒多 角閃石石英 成・脚部と 坪底部 梢状枯土で接合 杯底部

高坪 I1 2

と 坪縁部接合整·内外 面 坪底部ナデ 坪縁部ヨコナデ 焼 ・ 普 坪縁

部外 面 一部 炭 素付着色・橙褐色 使 ・ 坪底部外 面 切 藁 痕 残 ・ 坪底部

口縁部 ％

高坪 I1 1 I底径 1 3. 9胎・ 褐鉄粒成・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 （ ！斉状枯土 ） 接 合 脚部 枯土

紐積み上げ 絞り痕明瞭整・外 面 脚部風化不明 瞭 内 面 脚部ヘラケ

ズリ後ナデ 裾部内外 面ヨコナデ 焼・良色・ 荼褐色 黒褐色使 ・外
面剥離 残．裾部 脚部

胎・ 白色粒子 成・ 枯土帯積み 上げ整・内外 面風化摩滅不 明瞭 焼・ 普

外 面 一部 炭 素付着色・外 橙褐色 暗 褐色 内 黄褐色 暗 褐色 出 ・

高坪 I1 3 

北東ピ ノ ト上 残． 裾部 一部 脚部

胎・ 白色微石石英 褐鉄粒成・裾部下半と 上半 裾部と 脚部接合整

・外 面 裾部ヨコナデ 脚部ヘラケズリ後ナデ 内 面 脚部ヘラケズリ

焼・良色・外 裾部 橙褐色 茶 褐色脚 部 橙褐色 黒 褐色 内 橙
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婉 I 1 7 

紺 I 1 8 

褐色使 ・ 裾内面二次的熱 受 ける？ 残 ． 裾 部％ 脚 部

高坪 I 1 41底径 12.6 I胎・褐鉄粒石英 成 ・ 裾 部 と脚 部 脚 部 と坪 底 部 （梢状粘土で接合 脚

部 接合 部 分に き ざ みを 入 れ てあ る） 接合 整・ 外面 脚 部 ナデ 坪 底 部 へ

ラケズリ 後 ナデ 内面 脚 部 ヘラケズリ 坪 底 部 ナデ 裾 部 内 外面ヨコ ナ

デ 焼・良色・ 橙褐色残 •坪 縁 部 欠損

坪 1 1  5 1 口径 15. 0 胎・褐鉄粒 多石英 成 ·底 部 と 口縁 部 接合 整・ 外面 底 部 ヘラケズリ

器高 4. 6 底ケズリ出し 内面 底 部 暗文状 の ナデ （ミ ガキ か ？ ） 口縁 部 内外 面ヨ

コナデ 焼・良色・ 橙褐色残・ ほぼ完形 （口縁 部 一部欠損）

坪 I 1 6 I 口径 1 4. 0胎・褐鉄粒角閃石 成 ・底 部 と 口縁 部 接合 整・ 外面 底 部 下半ヘラケ

器高 4. 3 ズリ 底ケズリ出し 上半ヘラケズリ 後 ナデ 内面 底部同心 円状 ナデ 後

暗文 口縁部内 外面ヨコ ナデ 焼・良 外面一部炭素付着色・ 橙褐色

黒 褐色 残・底 部％ 口縁 部％

胎・褐鉄粒 成 ・頸 部 接合 整・ 外面 胴 部 ヘラケズリ 内面 胴 部 ナデ

後 暗文 口縁 部 内外 面ヨコ ナデ 焼・良色・ 橙褐色残 ・ ½

胎・白色粒子 石英 成 ・底 部 と 胴部 頸 部 口縁 部 下 半と上半 （接合部

分 で分離 ） 接合 胴部 四 段 の 積み上 げ 整・ 外面 胴 部 下半ヘラ ケ ズ リ 後

ナデ 上半 ナデ 内面 胴 部 ナデ ロ縁 部 内 外面ヨコ ナデ焼・良色 ・

橙褐 色 残・底 部 ％ 胴 部 口縁 部 下半％ 備 ・ 籾痕有 り

夏 目遺跡 3 3 号住居址 （第6 5 · 6 6 図 ）

甕

器種番号 法量 (cm) 特

甕

1 1 1 口径l 7. 0 1胎・褐鉄粒 微石 成 ・胴 部 下半頸 部 接合 粘 ： 帯積み上 げ 整・ 外面

器高 31. 4頸 部 以下 全面ヘラケズ リ 内面 胴部 ナデ ロ縁 部 内 外面 ヨコ ナデ 焼・

普 色・ 橙褐色残・ ほぼ完形

2 I口径 1 4. o I胎・褐鉄粒 成 ・胴部下半及び頸 部 接合 胴 部 粘土帯積み上 げ 口縁 部二

甕

器高 22. 3 I段 積み 整・ 外面頸 部 以下 全面ヘラケズリ 頸 部 弧状ヘラ 痕 残る 内面

胴 部 ナデ （ヘラ オサエ有） 口縁 部 内 外面ヨコナデ 焼・ 普 外面胴 部 一

部炭素付着色・ 橙褐色使 · 口縁 部表 裏無作為の 穴 が貫通 残・ ほぼ完

形

胎· 0 .  1~ 0 . 2微石 小石少 褐鉄粒 成 ・頸 部 接合 胴 部 粘土帯積み上

げ 整・ 外面 胴 部 ヘラケズリ 頸部弧状ヘラ 痕有り 内面 胴 部 ナデ

口縁 部 内 外面ヨコ ナデ 焼・ 普 色・ 橙褐色 残・胴 部 一 部 口縁 部 一 部

胎・褐鉄粒石英 角閃石 成 ・不明 整・ 外面 胴 部 ヘラケズリ 内面

胴 部ヘラ ナデ （ヘ ラオサエ有） 口縁 部 内 外面ヨコナデ 焼・ 普 色 ・橙

褐色出・ 鼈周辺 残・胴 部上半 口縁 部 ％

5 I 口径 17. 4 I胎・褐鉄粒石英多成 ・頸 部 接合 口縁 部 三 段積み上 げか ？ 整・ 外面

3
 

甕

4
 

甕
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甕

甑

甑

胴 部ヘラケズリ後ナデ 内 面 胴部ヘラケズリ ロ縁部内外 面ヨコナデ

焼・普色・茶 褐色 出 ・竃 周辺 残・ロ縁部

6 I口径 1 0.5胎・石英角閃石褐鉄粒成・胴部下半と 上半 頸部接合 整 ・外 面

器高 11 . 0 胴部ハケ調整 （ 中 央 部 一部ヘラケ ズ リ残る ） 内 面 胴部下半 ナデ上半

ヘラケズリ後ナデ ロ縁部ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 内 外面上半 一

部黒ずむ 残・完形
7 I底径 6 .2 胎・石英褐鉄粒成・孔部ヘラ 切り整・外 面 ナデ 内 面 ナデ（ヘ

孔 径 2 . 0 ラオサエ有 ） 焼・普外 面 一部炭素付着色・外 橙褐色 内 黒 褐色
残・底 部 胴部 一 部

8 1 器高 25. 9 I胎・ 褐鉄粒 小石少 0. 1 ~0.2 微石多 成・頸部接合 孔部ヘラ 切り

粘土帯積み上げ整・，口縁部 不明瞭胴部外 面ヘラケズリ 焼・普色・

橙褐色 出 ・竃 袖 残・胴部 ％ 口縁部 一部

高坪 I 9 I口径 1 6.4 1胎・ 白色粒子石英成・裾部と 脚部 脚 部と 坪底部 （ 梢状粘土 ） 坪底

婉 I1 1 

器高 15.1 I 部と 坪縁部接合口唇部 に沈 線を施す 整 ・外 面 脚部ナデ 坪底部ヘラ

ケズリ後ナデ 裾部及び 坪縁部内外 面ヨコナデ 焼·良外 面 坪縁部 一部

炭素付着色・橙褐色 使 ・内 面 坪底部剥離 残・ほぼ完形
坪 I 1 o I口径 12.1 胎・ 白色粒子 成·底部と 胴 部 頸部接合整・外 面 底部及 び胴部風化

器高 5. 9 摩滅不明瞭（ヘラケズリ後ナデか？ ） 内 面 胴部ナデ （ヘラ オ サエ有 ）
後暗文状 口縁 部内 外面ヨコナデ 焼・良外 面胴部 一部炭素付着色・

橙褐色 使 ・外 面 風化 摩滅 内 面 剥離 残． ％

胎・石英角閃石褐鉄粒成・頸部接合整・胴 部ヘラケズリ後ナデ

内 面 胴 部ナデ ロ縁 部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・½

婉 I1 2 胎・ 白色粒子 成・底部と 胴 部 頸 部接合整·外 面 胴部ヘラケズリ

内 面 胴 部ナデ ロ 縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面底部炭素付着色
． 橙褐色 残・¼

胎· 褐鉄粒白色 粒子 成・底 部と口縁 部接合整·外 面 底部ヘラケズ

リ 内 面 底 部ナデ ロ縁 部内外 面ヨコナデ 焼・良色・黒 褐色 出 ・

寵 周辺 残·底 部％ 口縁 部 一部
堵 I 1 4 I口径 1 0. 7 1胎·石英角閃石成・頸 部接合 胴 部粘土帯積み上げ 口縁部 三段積み

坪 I1 3 

上げ整・外 面 口縁 部ヨコ ナデ 内 面 口縁 部ヨコナデ後暗文 胴部内

外面ナデ 焼・良胴 部内 面 一 部炭素付着色・橙褐色 出 ・寵 袖 残．

胴 部 上半 口縁 部

増 I 1 5  I底径 4 . o I胎・ 褐鉄粒成・不明 整・外 面 ヘラケズリ後ナデ 内 面 ナデ 焼・

良色・橙褐色 出 ·床直 残 ・底部
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夏目遺跡3 5 号住居址（第67図）

甕

器種 番号 法量（cm) 特 徴

□-�I ：二：ロニ：ロニロニロ〖整 ［ロニロ口
ナデ 内 面 胴部 ナデ ロ縁部内 外面ヨコ ナデ 焼・ 良 色・ 暗い橙褐色

残・ ほぼ完形（胴部 一部欠損） 備 ・ 復原 不良
2 I底径 8.2 I胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と 胴部接合整・ 外面 胴部ヘラ ナデ 内 面 ナデ

（ヘラ オ サエ有 ） 焼・ 普 胴部 外面 一部炭素付着色・ 茶 褐色 使 ・ 外

面風化摩滅 残・底部 ％ 備 ・復 原 不良

甕

3
 

碗

胎 ・ 黒色 粒子 白色粒子 成·口縁部二段 積 み 上げ 整 ・ 内 外面ヨコ ナデ

焼・良色・橙褐色 残・ ロ縁部 ％
4 I口径 13. 6  I胎 ・ 褐鉄粒成 ・胴部下 半と 上 半頸部接合整・ 外面 胴部ヘラケズリ

器高 7 .5 |f愛 ナデ 内 面 胴部同心円状 ナデ 弧状ヘラ 痕 口縁部内 外面ヨコ ナデ

焼・良外面 一部炭素付着色・橙褐色 使 ・ 内 外面鉄分付着残・ ほぼ

完形
胎 ・ 石英多 褐鉄粒成 ・粘土紐積み上げ整・ 内 外面風化摩滅不明瞭

焼・良色・橙褐色 残・裾部 一部脚部
高坪 I 6 I口径 1s.2 I胎 ・ 石英角閃石白色 粒子 成 ・裾部と脚部脚部と 坪底部 坪底部と

高坪 I 5 

士甘

器高 11. 7 坪縁部接合脚部内 面 天井部粘土 充填整・ 外面 ナデ後 ヘ ラミ ガキ 内
面 裾部ヘラミ ガキ 脚部ヘラケズリ後 ナデ 坪底部 ナデ後ヘラミ ガキ

坪縁部ヨコ ナデ後ヘラミ ガ キ 焼・良色・ 外 橙褐色 内 裾部及 び脚

部黄褐色 坪縁部橙褐色 残・ ほぼ完形

7 I口径 9 . 9 胎 ・ 褐鉄粒白色粒子 成 ・胴部下 半と 上 半頸部接合口縁部二段 積 み

器高 9 . 0 上げ整・ 外面 底部及 び胴部下 半ヘラケズリ 上 半 ナデ 内 面 胴部 ナ

デ ロ縁部内 外面ヨコ ナデ 焼・普底部内 外面炭素付着色・橙褐色

残． ％

夏目遺跡3 6 号住居址（第68図）

器種 番号 法量(cm) 特 徴

甕

l 底径5.8 胎・石英多 褐鉄粒成 ・底部と 胴部接合整・ 外面 ヘラケズリ 内 面

ナデ 焼・ 普内 外面炭素付着色・橙褐 色 使 ・ ニ次的熱 か？ 残・底

部 胴 部 一 部
痺写 2 胎・ 白色粒子石英角閃 石 多 褐鉄粒成・ 不明 整・ 外面 風化 不明

瞭 内 面 ナデ（ヘラ オ サエ有り） 焼・良内 外面 一部炭素付着色・

橙褐色 使 ・ ニ次的熱受ける 残・底部 ％
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壺 3 口径 8.0 胎 ・白 色 粒 子石英 角閃石 成 ・頸部 接合 粘土帯積み上 げ 整・外 面

ヨコナデ 後 暗文状ヘラミ ガキ 内面 ヨコナデ ロ唇部 暗文状 ヨ コ の ヘラ

ミ ガキ 焼・良色 ・橙褐色 残・ロ縁部

坪 4 胎 ・ 不 明瞭 成 ・底部と 口縁部 接合 整・ 内外面剥離風化不 明 瞭 焼・良

色 ・黄褐色 使 ・ 内外 面剥離風化 残． ％

夏 目遺跡 3 7 号住居址（第6 9図）

器種 番号法量(cm) 特 徴

坪 1 口径 13. 4 胎 ・褐鉄粒 成 ・底部と 口縁部 接合 整・外 面 底部ヘラケズ リ 後ナデ

器高 4. 2 ノッキング痕有り 内面 底部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼 ・良色

．橙褐色 出 ・ 北寄りピット 内 接 ・ 北寄りピット 内 及びピット 付近 残

・ほぼ完形

高坪 2 胎 ・白色 粒 子多成 ・ 不 明 瞭 整・ 内外 面 風化不 明瞭 焼・良色・橙褐

色 使 ·外 面 風化著しい 残・脚部上半 坪 底部 一部

夏 目 遺跡 3 8 号住居址（第7 0 • 7 1図）

器種 I 番号 I法量(cm) 特 徴

甕

甕

甕

1 I 口径 17. 5 胎 ・ 白色 粒 子 0. 1~ 0. 2微石多 小 石少 成 ・胴部下半と上半 頸

器高 32. 7 部 接合 胴部粘土帯積み上 げ 整・外面 風化摩滅不 明瞭胴部 ヘ ラケズ リ

内面 胴部ナデ（ヘラ オ サエ有り ） 口縁部内外面ヨコナデ 焼 ・ 普色

．橙褐色 使 ・外 面胴部焼土付着 残·ほぼ完形

2 1口径 1 6. 2 I胎 ． 0. 1~ 0. 2砂粒 多褐鉄粒 成 ・胴部下半と上半頸部 接合 胴部粘

土帯積み上 げ 整 ・外 面 胴部ヘラケズ リ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外

面ヨコナデ 焼・ 普 外 面環状に炭素付着色 ・橙褐色 使 ・ 内 外面胴部

中央 部 帯状に炭素付着 残・底部欠損

3 I 口径 17. s I 胎 ・褐鉄粒 成 ・胴部下半と上半 頸部 接合 胴部粘土帯積み上 げ 整・

外面 ヘラケズ リ 内面 ナデ 焼・ 普色 ・橙褐色 残・底部欠損

41口径 15. 6 胎 ・白色 粒 子成 ・ 粘土帯積み上 げ 整・外 面 胴部ヘラケズ リ 内面

器 高 1 6. 8胴部ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼・ 普 内面口縁部 一部炭索 付着色

．橙褐色 使 ・胴部下半剥離欠損 著しい 残・底部 ½欠損 備 ・胴部 以下

二次的熱受ける

甕
1 5 1 口径 13. 5 胎 ． 0. 2砂粒褐鉄粒 成 ・頸部 接合か ？ 整・外面 胴部ヘラケズ リ

内面 胴部ヘラ ナデ（ 弧状ヘラ 痕有り ） 口縁部内外面ヨコナデ 焼 ・良

色 ・橙褐色 残・胴部上半 口縁部

駆I 6· I I 胎 ·白色 粒 子 角閃石 成 ・ 不 明 整・ 内外面裾部ヨコナデ 脚部ヘラケ

甕

ズ リ 焼・ 普色 ・橙褐色 残 ． 裾部 ％ 脚部
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高坪 I 7 

坪

胎 ・ 角閃石成 ・ 不明 整・外 面 風化 摩滅不明瞭 内 面脚部ヘラケズ

リ 裾部ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・裾部 一部脚部

8 1口径 12. 5胎・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面

器高 4 .2 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色（ 白色帯びる ）

残． ％

坪 9 I口径 1 3. 6胎 ・ 白色粒子角閃石褐鉄粒成・底部と口縁部接合 （口縁部二段積み

器高 4 . 6 か？ ） 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコ

ナデ 焼・ 普外 面底部 一部炭素付着色・橙褐色（ 黒ず む ） 残 ． ％
婉 I1 o 

土 錘 I1 1 

胎 ・ 白色粒子 成 ・底部と 胴部接合整・外 面 胴部ヘラケズリ （ 疎ハケ

か？ ） 胴部ナデ（弧 状ヘラ 痕有り ） 焼·良色・橙褐色 残・底部
長さ 7 .4 cm 径1 .8 cm 孔 径5mm 黄褐色で一部 黒斑あ り 。 重 さは1 8 g 

である 。

夏目遺跡3 9 号住居址（第72図 ）

三 I 法量（cm)

甕

l

甕

2
 

甕

甕

甑 ？

坪 6

坪 7
 

特 徴

胎・ 褐鉄粒白色粒子黒色粒子 成・頸部接合整・ 外面 胴部ヘラケ

ズリ 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ有 ） 口縁部内外 面ミズビキ 焼・良

色・橙褐色 残・胴部上半 口縁部 各一部 備 ・ 図上復原

胎・ 石英砂粒成 ・ 不明 整・ 内外 面風化摩滅不明瞭 焼・良色・橙

褐色 使 ・ 内外 面風化摩滅器 面 ザ ラつく 二 次的熱受け る 残・ ロ縁部％

3 I底径 7 .  5 I胎・ 褐鉄粒成 ・胴部下半と 上半接合 （接合部 分で 分 離する ） 整・外 面

ヘラケズリ後ナデ 内 面 ナデ 焼・良底部外 面炭素 付着色・橙褐色

内 面 黒ず む 残·底部％

4 I底径 6 .1 胎・ 小石 少 白色粒子 成 ・底部と 胴部接合 か？ 弧状ヘラ 痕 か整・外

面 風化 不明瞭 内 面 ナデ（ヘラオサエ有 ） 焼・ 普内 面炭素付着

色・外 橙褐色 内 黒色使 ・外 面風化二 次的熱受け る 出 ・ 寵内 残
・底部

5 I口径 1 s. o I胎 ・ 石英褐鉄粒成 ・胴部と口縁部接合 、胴部粘土帯 積 み上げ整·外

面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普

色・橙褐色出 ・ 寵 内 残・底部欠損

胎・ 白色粒子 成・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面

底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・底部 一部

口縁部 ％

胎・ 白色粒子 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケ ズ

リ後ヘラミガキ 内 面 底部ナデ（ヘラオサエ有 ） 口 縁部内外 面ヨコナ

デ 焼・良内外 面 一部炭素付着色・橙褐色 黒 褐色 出 ・ 鼈内 残．



so 

％ 

坪 8 胎・ 白色粒子 褐鉄粒成・ 底部と口縁部 接合整・ 外面 底部ヘラケズ
l } 内 面 底部ナデ （ヘラオサエ有 ） 口縁部内 外面ヨコナ デ 焼・良

色・橙褐色 出 ・ 鼈 袖 残．％

夏目遺跡 4 0 号住居址（第73· 74· 75 · 76図 ）

：

種

1
番

］ I :： 
（
□ 1 胎砂粒多 仕 英 角 ：；石褐鉄粒成頸部 接： 島国土帯積み上け

口縁 部二 段積み上げ整・ 外面 風化不明 瞭 内 面 胴 部ヘラナデ （ヘラ
オ サエ有 ） n縁 部ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 出 ・ 鼈裾 接 ・ 寵裾

寵内 残・胴 部上 半 口縁 部
2 I口径 25.2胎・ 白色粒子 褐鉄粒石英 成 ・胴部 枯土帯積み上げ 整 ・胴部ヘラ ケ甕

甕

嘆

甕

甕

甕

スリ後ナデ 内 面 胴部ナデ （ヘラオサエ有 ） 口縁部内 外面ヨコナデ

焼・ 普 色・橙褐色 残・胴部上 半 口縁部

3 I口径 18 . 7胎・ 白色粒子 褐鉄粒石英 成・頸部 接合 粘土紐積み上げ整・ 外面

器高 3 7 . 9 胴部ヘラケズリ 内 面 ナデ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・胴部下 半外 面 一

部及び 底部 外面炭素付着胴部 一部焼土付着（風化摩滅） 出 ・ 寵 袖 （ ブ
リ ッ ジに使 用 ） 残・ ほぼ完形

4 I口径 18 .5胎•砂粒多 角閃石褐鉄粒成・胴部下 半と上 半頸部 接合 胴部粘 土

器高 38 .2 帯積み 上げ 口縁部二段 に積み上げ か？ 整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内

面 胴部ヘラナデ （ヘラオサエ 有 ） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 良 外

面胴部 一部炭素付 許 色・ 外橙褐色 内 下 半黄褐色上 半橙褐色 使

・ロ縁部 一部二 次的熱強く 受 ける 出 ・ 鼈 柚 残・ ほぼ完形 （ 口縁部 一部

欠 損）

5 器高 3 6 .5胎 ・ 褐鉄粒角閃石石英砂粒多 成 ・胴 部ド半頸部 接合 底部はケ

ズリ出し ？ 胴部粘土帯 積み上げ整・ 外面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内

面 胴部ナテ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 出 ・ 寵 袖

残・ ロ縁部 ％ 欠 損

6 1口径 1 7 .3胎・ 褐鉄粒 角閃 石成・胴部下 半と 上 半頸部 接合口縁部 二段 積み上

器高 35.5 げ整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ヘラナデ（ヘラオサエ 有 ）

口縁 部内 外面ヨコナデ 焼・ 普胴部 外面 一部炭素付着色・橙褐色 使

・胴部 外面焼土付着口縁部 一部 二次的熱受 ける 出 ・ 竃 裾 残・ ほぼ完

形

7 I口径 21 . 4胎•砂粒多 成・胴部下 半と 上 半頸部 接合 胴部粘土帯積み 上げ 口縁

部二 段 に積み上げ整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内 面 ナデ ロ縁部内 外

面ミズビキ 形・ 底部は 丸底 か？ 焼・ 普 胴部 外面 一部 胴部内 面 口
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甕

縁部内 面 一部炭素付着色・外 橙褐色 内 黒色 出 ・ 床直 残・胴部

½ 口縁部 備 ・ 復 原不良

8 I口径15. 7胎・ 褐鉄粒成 ・胴部下半と 上半頸部接合口縁部二段に積み上げか？

器高 24. 7 整・外 面 胴部ヘラケズリ 後ナデ 内面 胴部ナデ ロ 縁部 内外 面ヨコナ

デ 形・ 丸底 焼・ 普胴部外 面 一部炭素付着色・橙褐色 残・胴部 一

部 欠 損

9 I口径15. 7胎・ 褐鉄粒角閃石石英成 ・底部ケズリ出し 胴部 下半と 上半頸部

器高 20.5 接合 胴部 枯土帯積み 卜＾げ 口縁部二段積み上げ整・ 外面 胴部ヘラケ

ズリ 内 面 胴部 ヘ ラナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普 色・橙褐色

出 ・ 床直 残・胴 部 一部 欠 損

甕

I 1 o I 底 径 6 .5 I胎 ・ 褐鉄粒成 ・ 枯土帯積み上げ整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ ノ

甕

ノ キ ン グ 痕有 内 面 ナデ 形・ 底部ケズリ出 し 丸底 焼 ・ 普底部内面

及び胴部外 面一部炭索付着色・橙褐色 残・底部 胴部％

甕

1 1 底径 7. o I胎・砂粒多 褐鉄粒成・底部と 胴部 胴部下半接合 枯土帯積み上げ

整・外 面 風化不明瞭 内 面 ナデ 焼・ 普色・外 橙 褐色 内 黄褐

色 使 ・胴部外 面二次的熱受ける 出 ・ 竃 裾 接 ・ 寵裾 北西 壁 残・底

部 胴部下半 一部

甕

11 2 I 底径 4. 3 胎 ・ 石英成・胴部粘土帯積み上げ 接合部 き ざ み 目 整 ・外 面 ヘラケ

ズリ 内 面 ナデ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・外 面 一部炭素付着残・底

部％ 胴部下半

甑 11 3 I 器 嵩 30.1 胎 ・ 褐鉄粒成 ・頸部接合 孔部ヘラ 切り粘土帯積み 上げ 口縁部二段

積み上げ整・ 内外 面風化不明瞭 焼・ 普胴部下半 一部炭素付着色・

橙褐色 使 ・ 内外 面風化 出 ・ 竃 内 接 ・ 寵内 寵 袖 残 ・ ½

甕

I1 4 胎 ・ 黒色粒子 多 褐鉄粒成・ 不明 瞭整·口縁部内外 面ヨコナデ 焼・

良色・ 淡黄褐色 残・ ロ縁部％

甕

I l 5 1口径1 4. 2 I胎•砂粒白色粒子 成・頸部接合 胴部粘土帯積み上 げ整・胴部ヘラ

ケズリ後ナデ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙

褐色 接 ・ 南 西コ ーナ ー付近 寵南側 残・胴部 ％ 口 縁部

甕

1 6 口径1 3. 7胎・ 褐鉄粒石英砂粒成 ・底部と 胴部 胴部下半と 上半頸部 口縁

器高 1 2. 6 部下半と 上半接合整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内面 胴部ナデ

口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残． ％

甕

11 7 I口径1 s.1 I胎・ 石英白色粒子 褐鉄粒成 ・頸部接合整・外面 胴部ヘラケズリ

内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面 一部炭素付着色

． 橙褐色 使 ・ ロ縁部内 面 リ ン ク状摩滅 出 ・ 貯蔵穴内 残・ ロ縁部

鉢 1 8 口径 23. 2胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒石英角閃石成 ・底部と 胴部 胴部と口縁部接

器高 11. 7 合口縁部二段積み上げ整・外 面 胴部ヘラケズリ後 ミガキ 内 面 胴



82 

部ナデ ロ縁 部内 外面ヨコナテ 形・底 部ケズリ出し 丸底風 焼・良色
・黄樹色 ［吏 ・外 面上 半炭素付 着 内 面 口縁部剥離 著し い 出 ・ 床直

残・ 完形

甕

1 9 
I

口径 9. 6 胎 ・ 褐鉄粒 成・頸 部接合 整 ・ 内外 面風化不明瞭（ 器面軟弱） 焼・ 普

色・橙 褐色 出 ・ 竃 裾 残・ 胴 部 一部 □縁部

坪 I 2 o I口径 11. 9胎 ・ 附鉄粒 細砂 成・底 部と口縁 部接合 整 ・ 内外 面風化不明瞭（ 器面

器高 4. 3 軟弱 ） 焼・良色・橙褐色出 ・ 床直 残・ 完形
牙、 I 2 1 I口径 1 3. 9胎 ・ 褐鉄粒 角閃石石英 成・底 部と口縁部接合口縁部二段積み か？

器高 4.5 整 ・外 面 底 部ヘラケスリ 内面 底 部同心円状ナデ ロ縁 部内外 面二回

のミズビキ 焼・良内外 面％黒ずむ 色・橙褐色 残・ ほぼ完形

坪 I 2 2 I 口径 1 2.5胎 ・ 褐鉄粒 成・底部と口縁部接合口縁 部 ＿こ段積み か？ 整 ・外 面 底
器高 4. 2 部ヘラケズリ 内面 底 部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面底

部炭素付 着 色・橙褐色 使 ・ 器 由軟弱残・ ほぼ完形

坪 I 2 3 I口径 12. 1 胎 ・ 褐鉄粒 成・底 部と口縁 部接合 整 ・ 内外 面 器面軟弱風化 不明瞭 焼

器 高 4. 7 ・良色・ 明る い橙褐 色 出 ・ 北東柱穴内 残・ ほぼ完形

坪 I 2 4 口径 1 3. 4  胎 ・ 褐鉄粒 成・底部と口縁 部接合口縁 部二段積み上げ か？ 整 ・外 面

器高 4. 6 底 部ヘラケズリ 後ナデ 内面 底 部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普

色・橙褐色 残・ 完形

杯 I 2 s I口径 12. 4胎 ・ 褐鉄粒 成・底 部と口縁部接合 整 ・ 器 囲軟弱なため調 整 不明瞭 焼

器高 4. 3 I ·良色・橙衛色 出 ・ 床直 残・ 完形

坪 I 2 6 I口径 11. 8胎 ・ 褐鉄粒石英 角閃石成・底 部 と口縁 部接合 整 ・外 面 底部ヘラ

器高 4. 9 ケズリ 内 面 底 晶同心円状ナデ ロ縁 部内外 面ミズビキ 焼・良色・

橙褐色 残・完形

坪 I 2 7 I I胎・ 褐鉄粒石英 黒色粒 子 成・底 部と口縁部接合 整 ・ 外面 底 部 へ

ラケスリ （ ノ ソ キ ン ク痕 ） 内 面 底部ヘラオサエ ロ縁 部内外 面ヨコナ

デ 焼・ 普色・黄褐色 残． ％ 備 ・ 枯土 ねり込 み

坪 I 2 8 1口径 11. 5胎 ・ 褐鉄粒 成・底 部と口縁部接合 整 ・外 面 底部ヘラケズリ 内面

器高 4. 4 底 部ナデ （ヘラオサエ有 ） 口縁部内 外国ヨコナデ 焼・良器 面軟弱

色・橙樹色 使 ・外 面底 部風化 残・ 完形

坪 2 9 I口径 1 2. 7 胎 ・ 褐鉄粒 成・底 部と口縁 部接合整・ 内外 面 器面軟弱風化 不明瞭 焼

器 応 4. 3 I ·良色・ 橙 褐色出 ・ 床直 残・ 完形

坪 I 3 o I 口径 1 2. 9胎 ・ 褐鉄粒 多 成 ・底 部と口縁 部接合 整 ・外 面 底 部ヘラ ケズリ 後ナデ

器高 4. 3 内 面 底 部ナデ ロ縁 部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・ ほ ぼ

完形

坪 3 1 口径 1 2. 7胎 ・ 褐鉄粒 成・底 部と口縁 部接合 整 ・ 内外 面風化不明瞭 焼・良色

器高 4. 4 ・橙褐色使 ・風化 残・ 完形
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坪 1 3 2 1口径12 .5胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面

器高 5. 0 底部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼 ・良色・橙褐色 出 ・ 床直 残．

ほぼ完形 備 ・ 復原 不良

坪 I 3 3 口径12 . 1 胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面

器高 4 .5 底部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色残・ 完形 備 ・

口縁部 から底部に 亀裂 が 入る

坪 I 3 4 口径11 . 9 胎 ・ 褐鉄粒多 成・底部と口縁部接合整・ 内 外面 器 面 軟弱風化 不明瞭

焼 ・良色・橙褐 色 残． ％

坪 I 3 s I口径12 .8 胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合口縁部二段積み上 げ か？ 整・ 外面
器高 4 . 6 底部ヘラケズリ後ナデ 内 面 底部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普

色・橙褐色 残・ ほぼ完形

坪 3 6 胎 ・ 褐鉄粒多 成 ・底部と口縁部接合整・ 内 外面風化 摩滅不明瞭 焼・

良色・橙褐 色 出 ・ 床直 残・ ロ縁部％ 欠 損

夏目遺跡4 1 号住居址（第77図 l~ 6) . 4 2 号住居址（第77図 7)

器種 番号 法鼠 (cm) 特 徴

□ 1二 ］： ： ］：ニ□ 巳 ニ部ロニトロニ ：

・

ロ

橙褐色残·¾ 
鉢

碗

坪

坪

坪

坪

2 I口径1 3 .2胎 ・ 石英成・底部と 胴部 口縁部接合整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内
器高 7 . 7 面 胴部ナデ（ 弧状ヘラ 痕有り） 口縁部内 外面ヨコナ デ 焼・ 普色・

橙褐色 残・ 完形

3 I I胎 ・ 白色粒子 0 .1 ~0 .2砂粒成 ・底部と 胴部 胴部 下半と 上半頸部

接合整・ 外面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内 面 胴部ナ デ ロ縁部内 外面

ョ コナデ 焼・ 悪 色・橙褐色（黒ずむ ） 使 ・ 内 面底部剥離 残・底部

％ 口縁部％

4 1 口径12 . 6胎 ・ 褐鉄粒多 成 ・底部と口縁部接合整・ 外面 底部 同 心円状ナデ 内

器高 3 .8 面 底部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 出 ・ 寵内

残 ・ 完形
5 I口径12 . 9胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・ 内 外面風化摩滅 不明瞭 焼・良

器高 3 .5 色・橙褐色 残・ 完形

6 1口径11 . 2胎 ・ 褐鉄粒多 成 ・底部と口縁部接合整·内 外面風化 不明瞭 焼・良

器高 4 .2 器 面軟弱 色・橙褐色 出 ・ 寵内 残・ 完形

7 1口径1 3 .8 胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・風化 不明瞭 器面軟弱 形・ 器

器高 5.1 形歪 む 焼・良色・ 明る い橙褐色 残・ ほぼ完形
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夏目遺跡4 4 号住居 址 （第78図 ）

器種 番号 法 量(cm ) 特 徴
甕 1 口径（18. 3 )胎・ 褐鉄粒成・頸部接合 胴部 枯土 帯積み上げ整・外 面 胴部ヘラケ

ズリ 内面 胴部ナデ （ヘラオサエ有り） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・

普色・橙褐色 使 ・ 胴部外 面鉄分付着 残・ 胴部 ％ 口縁部％

坪 2 口径1 2. 0  胎・ 褐鉄粒成・底部と口縁部接合整・ 内外 面風化摩滅不 明 瞭 焼・ 普

器高 4. 0 色・橙褐色 残・ ¾

坪 3 口径1 0. 9 胎・ 褐鉄粒成・底部と口縁部接合口縁部二段積み か？ 整 ・ 内外 面 不

器高 4.5 明 瞭 器 面軟弱 焼・良色・橙褐色（ 白色帯びる ） 残・ 完 形

坪 4 口径12.5 胎・ 褐鉄粒成・ 不明 瞭整・ 内外 面風化摩滅不明 瞭 焼・ 良 色・橙褐

器高（4. 4 ) 色 残・ ½

夏目遺跡4 5 号住居址（第79 図 ）

器種1番号 1 法 鼠 (cm )

甕

1
特 徴

坪

坪

坪

麻

2 口径1 0. 8 

器高 3. 2 

3 I口径11. 6 

器高 3. 3 

4 1口径1 3. 4  

器高 3. 2 

5 

坪 6

 

胎・石英角閃石 成・頸部接合整·外 面 胴部ヘラケズリ 内面 胴

部ヨコナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残 ・ ロ縁部 ％

胎 ・石英角閃石 成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内面 底部ナ

デ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 出 ・ 床直 残・底部％
口縁部％

胎・石英角閃石 成・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 後

ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・底部 口縁部 （
一部欠損）

胎・石英多 角閃石 成・底 部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ

内面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐 色 残・ ほぼ

完 形

胎・石英角閃石 成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内面 底部ナ

デ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面底部 一部炭素付着色・外 橙

褐色 内 淡灰 褐色 残．％
胎・ 黒色粒子 成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内面 底部ナデ

口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・底部％ 口 縁部％
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夏目遺跡4 6 号住届址（第8 0 図 ）

器種
1

番号 ！ 法量(cm)

甕

1

甕

胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒石英成 ・ 頸部接合口縁部二 段積み上げ整・

外面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良

色・ 外 橙褐色 出 ・ 床直 残・胴部％ 口縁部％

2 I口径 2 0. 6 I胎 ・ 石英角閃石成 ・胴部下半と 上半 頸部接合 胴部粘土帯積み上げ

甕

3

 

甕

整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼
・良色・橙褐色 使 ·胴部下半焼土付着出 ・ 寵内 接 ・ 鼈内 鼈付近

残・底部欠損

胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒成 ・胴部下半 頸部接合 枯土帯積み上げ整・

外面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ 有 り ） 口縁部内 外

面ヨコナデ 焼・ 普内 面胴部炭素付着色・橙褐色 暗 褐色 使 ・ 外面

胴部 一部焼土付着内 面 胴部及び口縁部 一部炭素付着 残・胴部 ½

4 I口径 21.5胎・ 石英角閃石砂粒成・ 頸部接合整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内

外面風化 不明瞭 焼・良色・橙褐色 使 ・ 内 外面風化 摩滅 接 ・ 寵付近

甕

5

甕

6

 

坪

坪

7 I口径1 2. 6 

器高 3. 7 

8 1口径1 4. 7 

器高 3.8 

9 I口 租
器高 3. 0 

特 徴

寵内 残・胴部 一部 口縁部％

胎 ・ 褐鉄粒石英成 ・底部と 胴部 胴部下半と 上半 頸部接合整・ 外

面 胴部ヘラケズリ （ 方 向 不明 ） 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナ

デ 焼・良色・橙褐色 使 ・ 内 面 一部炭素付着残・ 底部 胴部 狐 口

縁部 一部

胎 ・ 白色粒子 成・ 頸部接合口縁部 三段積み上げか？ 整・ 外面 胴部

ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼 ・良色・ 外

赤 褐色 内 橙褐色 残． ％

胎 ・ 石英少 成 ・底部と口縁部接合 か？ 整・ 外面 底部ヘラ ケズリ後ナ

デ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・ 外

淡灰 褐色 内 橙褐色 出 ・ 鼈裾 残・ ほぼ完形

胎 ・ 角閃石石英成 ・ 不明 整・ 外面 底部ヘラケズリ （ ノ ッ キン グ 痕

有 ） 内 面 底部 ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残

• ½
� 1 2. s I胎 ・ 褐鉄粒成・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズリ後ナデ

内 面 底部ナデ ロ縁部内 外面ミズビキ焼・良色・ 橙褐色 残・ ほぼ

完形（口縁部 ％欠損）

坪 I 1 o 口径12.5胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・ 外 面底部ヘラケズリ後ナデ

器高 3. 6 内 面 底部ナデ ロ縁部内 外面ミズビキ焼・良色・ 橙 褐色 残・ ほぼ

完形
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坪 I 1 1 I 口径 1 5.1 胎・ 角閃石褐鉄粒 成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内面 底部
器高 4.3 ナデ ロ縁 部内外 面ヨコナデ 焼・良色 ・橙褐色 残・ ほぼ完形（口縁

部 一 部 欠 損 ）

坪 1 2 口径 1 4.4 胎・ 白色針状 粒子 多 白色粒子 多 成・ ロ ク ロ 右回転整・底部ヘラ 切
器高 4 . 0 り焼・ 普 色・ 青灰色外 面 に黒 色 の 火欅あり（他 の 坪と の 重 なりあ い

底径 8 .2 ) 残・ ほぼ完形（口縁部 一部 欠 損 ）
蓋 I 1 3 I 鉦径 4 . 6 胎 ・ 黒色砂粒成・ ロ ク ロ つ ま み 貼付 形・つ ま み 部 中 央 が もりあ が る

焼・ 悪 色・黄色味を おびた灰色 残· つ ま み
蓋 I 1 4 I I胎· 白色粒 子 少 成・ ロ ク ロ 焼・ 悪 表面ザラ つ く 色• 青灰色 残．

破片
古向

ム
口 1 5 底径（1 3.4 ) 胎·黒色粒子 少 成・ ロ ク ロ整・底部ヘラ 切り高台貼付 焼 ・ 悪 色

付 坪 ．灰 白色 残・ 高台¼

坪 1 6 口径 (11 .8 ) 胎・黒色粒子 成・ ロ ク ロ （ 右回転） 内外 面 ロ ク ロ 痕明瞭整・底部へ

底径 ( �. 6 ) ラ 切り 焼・ 悪 器 面 が 軟弱 色・外 灰 白色 内 黄色味を おびた灰 白
器高 3 .4 色 残・底部 ％ 口縁部 ％

鉄鏃 I1 7 二 つ に 折 れ ている も の を 図上で接合した も ので、 長さ1 1 .2 cm 、 幅4 mmで
断面は 正 方 形である 。 先端 が 細 く なり全体的 に 錆 化 が 進んでいる 。

夏 目 遺 跡 4 7 号住居址（第81 図 ）

器種 番号 法 量(cm) 特

甕

1 1 1口径 23.1 1胎・ 石英角 閃石褐鉄粒成・頸部接合口：部二段積み上げ整·外
器高 2 9. 9 面 胴部ヘラケズリ 内面 胴部ナデ（ヘラオサエ有り） 口縁部内外 面

ョコ ナデ 焼・良色・橙褐色 使 ・外 面焼土付着 一部炭索付着内 面

胴部下半部 分的 に剥離 全面炭素付着 残・ ほぼ完形

胎・ 白色粒子0.1 ~ 0.2砂粒成・頸部接合整·外 面 胴部ヘラケズ
リ 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ有り ） 口縁部内外 面風化 不 明瞭焼・

甕 2

 

甕

鉢

普 色・橙褐色 残・胴部 一部 口縁部 ％
3 I 口径(23. l l  I胎・ 白色粒子石英角閃石褐鉄粒成・胴部下半と 上半頸部接合

胴部粘土帯積み上げ口縁部二段積み上げ整・外 面 胴部 ヘ ラケズリ
内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ有り ） 口縁部内外 面ミズビ キ か ？ 焼・ 普

外 面胴部下半 一部炭素付着色・内外 面 橙褐色及び黄褐色 残 ・底部 欠

損
4 I 口径1 3.1 I胎・ 白色微石成・外 面底部木葉 痕 整・ 内外 面風化摩滅不明 瞭 焼・良

坪 5

 

器高 1 0. s I外 面底部 及び 胴部 一部炭素付着色・黄褐色 使 ·内 面剥離 風化著しい

接 ．47号住 5 5 号住 残・ ロ縁部％ 欠 損

胎・ 角閃石成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底 部 同 心円状
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坪

ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良 内面鉄分 付着 色・橙褐色 残．

％ 

胎・ 角閃 石 成・底部と 口縁部接合 整・外面 底部ヘラケズリ 内面

底部同心 円状ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼・良 外 面底部 一部炭素付

着色・ 黄褐色 残．％

胎・ 石 英褐鉄粒 成・不明瞭整 ·外面ヘラケズリ 内面 ナデ 胴部

上半 絞り 痕 焼・良色・橙褐色 形・ロ縁部欠 穿孔 ーケ所認 めら れる

残· ½

8 I 口径(18. 2) 1胎・黒色厨燻 量 成・ ロ ク ロ 右 回り 焼・ 悪色・ 黄色味を 帯 び た灰色

残． ％

6

埒 7

 

蓋

坪 胎・黒色 粒子 少 成・ ロ ク ロ 整・底部ヘラケズリ外 面 ロ ク ロ痕明瞭

焼・ 悪色・白灰色

坪 I 1 o I 口径（ 12. 0) 胎・黒色 粒子 成・ ロ ク ロ 整・底部ヘラ切り 形・底 部 わずか に上がる

底径（ 8. 1) 焼・ 悪色・黄色味を 帯 び た灰白色 残・底部 ％ 口縁部 ％

，

器高 2. 9 

坪 I 1 1 I 口径（ 11.0) 胎・黒 色 粒子 多白色 粒子 少 成・ ロ ク ロ 整・底部ヘラケズリ 形・底

底径（ 7. 6) 部 がわずか に く ぼ む 焼・ 普色・外 青灰色 内黄色味を お びた灰色

器高 2. 7 残・底部 ％ 口縁部 ％

長頸 1 2 口径 11. 6胎・白 色 粒子 成・ ロ ク ロ 整・ロ縁部と胴部接合 接合部 で分離 焼・

壺 良 堅緻 色・ 淡青灰色 残・ロ縁部

夏目遺跡 4 8 号住居址（第8 2 図 ）

甕

器種番号法量(cm) 特

甕
1 1 1 口径 2 3. 51胎 • 黒色 粒子 石 英 角閃 石 褐鉄粒 成・頸部 ：合 口縁部二段に 積み

上 げ 整・外 面 胴部ヘラケズリ 内面 胴部ヘラ ナ デ（ヘラオサエ有）

口縁部内外面ヨコナデ 焼·良色・外 橙褐色 内 口縁部橙褐色 胴

部 淡黄褐色 出 ・ 床直 残・ロ縁部

胎・白色 粒子 角閃 石 成・不明 整・外 面 胴部ヘラ ケ ズリ 内面 胴

部ナデ ロ縁部内外 面 ミ ズビキ 焼・良色・橙褐色 残・ロ縁部％

2

 

甕

I 3 I 口径 2 3. 2 I胎・褐鉄粒白色 粒子 成・頸部接合 整・外 面 胴部ヘラケズリ 内面

胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良 口縁部内面一部炭素付着色

・外 橙褐色 内 茶褐色 橙褐色使・ 風化摩滅 残・ロ縁部

甕

4 底径 5.0 胎・ 石 英 砂 粒 成 ·不明 整・外 面 底部ケズリ出し 胴部ヘラケズリ

内面 ナデ（ヘラオサエ有） 焼・良 外面一部炭素付着色・黄褐色

残・底部 胴部 一部

高坪 1 5 1底径1 2. 7 1胎・ 石 英白色微石 褐鉄粒黒色粒子 成 · 裾部と脚部接合 脚部粘土
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坪

坪

坪

紐積み上げ （内 面接合痕明 瞭 ）整・外 面 裾部ヨコナデ 内面 裾部ヨ

コナデ （ヘラ オ サエ有 ） 脚部内外 面ナデ 焼・良裾部内 外面 一部及び

脚部外 面 一部炭素付着色・外 橙褐色 茶 褐色 内 橙褐 色灰 褐色

残．裾部 ％ 脚部 備 ・ フ ク土

6 I 口径1 6.8 胎・石英角閃石成・底部と 胴部接合 か？ 整・外 面 底部ヘラケズリ

器高 5.8 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色 ・橙褐色

出 ・南東壁 残·% 
7 I口径15.4胎・ 褐鉄粒角閃石成 ・ 不明 整·外 面 底部ヘラケズリ後ナデ 内 面

器高 4 . 7 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・普色・橙褐色 残・完形
8 1口径1 5.1 胎・ 褐鉄粒角閃石石英成・不明 整・外 面 底部ヘラ ケズリ （ ノ ッ

器高 4 .8 キ ン グ 痕有り） 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼 ・良色・

橙褐色 残． ％

坪 I 9 I口径1 7 .0胎・ 石英角閃石成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内面 底部ナ

器高 5.5 デ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 残． ％

坪 I 1 o I口径1 4 .4胎・ 角閃石成・底部と 胴部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 後ナデ 内

器高 3 .3 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 使
・ 内外 面鉄分付着出 ・ 南東壁 残． ％

坪 I 1 1 I口径1 4 .4胎 ・ 角閃石成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部同心円状

器高 3 .8 ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・黄褐色 使 ・内 面鉄分付着

残． ％
坪 1 1 2  口径1 6.0胎・ 角閃石褐鉄粒成·不明 整・外 面 底部ヘラケズリ （ ノ ッ キ ン グ

器高 4 . 6 痕有り） 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面 ヨ コナデ 焼・良底部外 面 一

部炭素付着色・橙褐色 残． ％

坪 I 1 3 I口径12 .4胎 ・ 石英角閃石白色粒子 成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内

器高 3 . 6 面 底部ナデ ロ縁部内外面 ヨコナデ 焼・良底部外 面 一部炭素付着

色・橙褐色 残・ 完形

坪 I 1 4 I口径1 2 .2胎・ 角閃石白色粒 子 成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底

器高 2 . 7 部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐 色 残． ％

坪 l1 5 1口径1 3 .3胎・ 角閃石石英成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケ ズ リ 内面 底部同

心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼·良色・橙褐色 残 ． ％

坪 I 1 6 I口径1 2 .1 胎・角閃石石英白色粒子 成· 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内

器高 3 . 0 面 底部ナデ ロ縁部内外 面ミズビキ 焼・良色・黄褐色 残． ％

坪 I 1 7 I口径1 2 .1 胎・黒色粒子 褐鉄粒成 ・ 不明 整・外 面 底 部ヘラケズリ 内 面 底

器高 3 .1 部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐 色 残・ ほぼ

完形
坪 11 8 1口径1 3 .5 I胎・石英角閃石成 ・底部と口縁部接合整・外 面 底部 ヘ ラケズリ
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器高 3. 6 内 面 底部同心 円 状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 良 色・橙褐色

出・ 南 東壁 残・ほぼ完形

罫 I 1 9 I I胎・角閃石白色微石 石英 成・底部と 口縁部接合 整・内外 面 底部

風化不 明瞭 口 縁部ヨコナデ 焼・ 良 色・橙褐色使・底部内外 面 風化

残． ％

坪 I 2 o I I胎・ 角閃石 石英 成・ 不 明 整・外 面 底部ヘラケズ リ 内 面 底部同

心 円 状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 良 色・橙褐色 残． ％

坪 I 2 1 I器高 3. 3 I胎・角閃石 成 ・ 不 明 整 ・外 面 底部ヘラケズ リ 内 面 底部 同 心 円 状

坪 I 2 2 

坪 I 2 3 

婉？I 2 4 

耳環I 2 5 

ナデ ロ縁部内外 面ミ ズビキ 焼・ 良 色・橙褐色 一 部炭素付着 残．

［口縁部％欠損

胎· 角閃石褐鉄粒 成・ 不 明 整・外 面 底部ヘラケズ リ 内 面 底部

ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼· 良 色・橙褐色 残 · ¼

胎・ 角閃石 石英 成・ 不 明 整・外 面 底部ヘラケズ リ （ ノ ッキ ン グ痕

有） 内 面 底部同心 円 状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 良 色・外

淡灰褐色 内 茶褐色 残． ％

胎・白色 粒 子 角閃石整・ 不 明瞭 焼・ 良 色 ・橙褐 色 残・ 破片

備 ・ロ縁部に外 側 より穿孔

外径1 . 7 cmの 円 形 断面長径5. 1mm 短径3. 4mm の 楕円 両末端で わ ず か

な 間 隙をなして 映状、 映部 の 間 隙は 斜で錆化著しい 。 銅芯金張り 、 断面の

長径部 稜に 金張り 接合痕 、 内側 に 一部 金張り 残る 。

夏 目遺跡 4 9 号住居址（第8 3 図 ）

器種番号 法量(cm) 特 徴

甕
1 胎・石英 角閃石 成 ・頸部接合 口縁部二段積み上 げ 整・外 面 胴部

ヘラケズ リ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色 ・橙褐

色使・外面焼土付着 出・寵 袖 残・胴部上半 一部 口縁部％

坪 2 胎・白色 粒 子成 ・ 不 明 整・外 面 風化剥離 不 明瞭 内面 胴部ナデ

焼・ 普色・ 黄褐色 黒灰色使・内外 面 風化剥離 著しい 残・胴部％

口縁部 ％

坪 3 胎・褐鉄粒 成・底部と 口縁部接合 整・外 面 底部ヘラケズ リ 後ナデ

口縁部ヨコナデ 内 面 底部 同 心 円 状ナデ色 ・ 茶褐色 残・底部％ ロ

縁部一部
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夏目遺跡5 0号住居址（第84 図 ）

器種 番号 法量(cm) 特

甕

l l l口径1 0. 2 1胎 ・ 白色 粒子石英褐鉄粒成 ・ 頸部接合 胴：粘土帯積み 上げ口縁
部二段積み上げ整・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁 部内

外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・ ロ縁部

胎· 白色 粒子石英褐鉄粒成 ・裾部と 脚部接合 脚部粘土 �螺旋状巻高坪 I 2 

坪

坪

き上げ整・ 外面 ヘラミガキ 内 面 ナデ 焼・良色・橙褐色 出 ・

貯蔵穴内 残・裾部 一部 脚部
3 I口径1 2. 8胎• 石英角閃石褐鉄粒成・底部と口縁部 接合整・外 面 底部ヘラ

器高 4. 6 ケズリ後ナデ ロ縁部二回ミズビキ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部ミ

ズビキ 焼・良色・橙褐色 残・ ロ縁部 一部欠損

4 1口径1 2. 6胎 ・ 石英角閃石褐鉄粒成・底部と口縁部接合口縁部二 段積み上げ

器高 4. 4 か？ 整・外 面 底部風化 不明瞭 内 面 底部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナ

デ 焼・良 外面口縁部 一部炭素付着色・橙褐色 使 ・外 面 底部及び 内

面口縁部風化摩滅 残・ ほぼ完形

夏目遺跡5 1 号住居址（第85 · 86図 ）

甕

器種 番号 法量(cm) 特
甑 1 1 1 孔径 9.1 1胎・ 白色 粒子角閃石成 ・胴部下半と 上半 頸 ：接合整・ 外面 胴部

ヘラケズリ （ ノ ッ キ ン グ 痕残る ） 内 面 孔部 周 囲ナデ 胴部 下半ヘラケ

ズリ 上 半ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面胴部 一部炭素付着

色・橙褐色 出 ・ 貯蔵穴内 残・胴部 （ 一部欠損 ） 口縁部％

2 I 器高 1 3.5 I胎·石英成 ・ 頸部接合整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデか？ 内 面

甕

甕

胴部ヘラケズリ後ナデか？ （ヘラミガキ状 ） 光沢有り口縁部内 外面 ヨ

コナデ 焼・ 普外 面胴部 一部炭索付着色・橙褐色 残・底部 胴部％

口縁部 ％
3 I 底径 6.8 1胎 ・ 白色 粒子 成 ・ 不明 整・外 面 ヘラケズリ後ナデ 内 面 ナデ（ヘ

ラオサエ有り） 焼・ 普内 面炭素付着色・橙褐色 使 ・ 内 面 籾 痕有り

出 ・ 寵 残・底部％
4 1底径 5. 9 1胎 ・ 褐鉄粒成 ・ 不明瞭整・外 面 ヘラケズリ後ナデ 内 面 ナデ 焼

・ 普色・橙褐色 出 ・ 竃 残・底部

高坪 I 5 

高坪 I 6 

胎・ 白色 粒子 成 ・ 坪底部と 坪縁 部接合整・外 面風化 不明瞭 内 面 底

部同心円状ナデ 暗文認め ら れる 坪縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 悪 色・

暗茶 褐色 残·½
胎· 白色 粒子石英角閃石成 ・ 坪底部と 坪縁部接合 （接合部で 分離 ）
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高坪 1 7 1口径1 7. 6 1胎・ 白色粒 子 成 ・ 坪底部と 坪 縁部接合 （接合部で 分離 ） 整 ・ 内 外 面

高坪 I 8 

ョ コ ナ デ後暗文 （ 花弁状暗文） 焼 ・ 普色・ 橙褐色 出 ・ 竃 袖 残・ 坪

縁部

胎 ・ 白色粒 子角閃石成 ・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 坪底部と 坪縁部

接合 整 ・ 外面 脚部及び 坪底部 ナ デ 内 面 脚部 絞り痕 裾部内 外 面ヨ

コ ナ デ 焼・良色・ 橙褐色 出 ・ 竃 裾 残．裾部％ 脚部 坪底部 坪

縁部 一部
高坪 I 9 I 坪底径2 0. o I胎 ・ 白色微粒 子 多 成 ・ 不明瞭 整 ・ 外 面裾部 ヨ コ ナ デ 脚部ヘラ ミ ガ

最 大高1 6.3 キ 内 面裾部及び 脚部ヘラケズリ 坪 縁部暗文 坪縁部内 外面 ミズビキ

裾部径11 . 6 孔は焼成前4箇所に 穿 た れる 口唇部 鋸 刃状 （焼成前 ・後は風化 の ため 不

明瞭） 形・裾部下段離 脱 か？ 焼・良色・ 橙褐色 f吏 ・ 外面 脚部鉄分
付着口唇部摩滅著しい （二次的熱） 出 ・ 竃 内 より 子持壺と 共に出土

残・ ほぼ完形

高坪 I1 o I口径1 4.4胎 ・ 白色粒 子 多 石英 角閃石褐鉄粒 成・ 脚部と 坪 底部接合 整 ・ 外

器高 1 0. 7 面 脚部 ナ デ 内 面 脚部ヘラケズリ 裾部 坪底部 坪 縁部内 外 面ミズ

ビキ 形・ 坪底内に 環状 の粘土 を 貼付径5.5 cm の 坪状と 成 す 焼・良 外

面裾部 坪 縁部 口唇部 一部炭素付着 残・ ほぼ完形
高坪 I1 1 I口径12. s I胎 ・ 石英 角閃石褐鉄粒 成 ・ 不明瞭 整 ・ 外 面ヘラケ ズ リ 内 面

暗文 坪 縁部内 外 面ミズビキ 焼・良外面一部炭素付 着 色・ 橙褐色

出 ・ 貯蔵穴内 残・ 脚部 以下欠損
塊 I 1 2 I口径1 3.0胎・石英 角閃石褐鉄粒 成 ・胴部と口縁部接合整・ 外 面胴部ヘラ

器高 5.8 ケズリ 後 ナ デ 内 面胴部下半 ナ デ ロ縁部内 外 面ミズビ キ 焼・良色

． 橙褐色 使 ・ 外 面胴部半 円状 擦 痕 残・ ほぼ完形

坪 11 3 I口径15.1胎・ 白色粒 子 褐鉄粒 成 ・底部と口縁部接合 整 ・ 内 外 面風化摩滅 不明

器高 5.1 瞭口縁部 ヨ コ ナ デ 焼・ 悪 内 外 面炭索付着色・ 橙褐色 暗灰 褐色

使 ・ニ次的熱 か？ 出 ・ 鼈内 残・ ほぼ完形（口縁部 一部欠損 ）

婉 I 1 4 I口径12.2胎・ 白色粒 子 成 ・頸部接合整·外 面胴部ヘラケズリ （ヘラ ミ ガキ状

器高 5.4 ) 内 面胴部 ナ デ （ヘラオサエ有り） 口縁部内 外 面ヨ コ ナ デ 焼・ 普

色·橙褐色 使 ・ 内 面頸部及び口唇部 擦 痕 残・ ほぼ完形（口縁部 一部欠

損 ）

婉 I 1 5 I口径12. 9胎・ 白色粒 子 成 ・底部ヘラオサエ有り 整 ・ 外 面胴部ヘラケズリ 後暗

琳 I1 6 

器高 6 . 7 文 内 面胴部 ナ デ後暗文 焼・ 普色・ 橙褐色 使 ・ ニ 次的熱受ける

残・底 部 胴部及び口縁部 ½
胎 ・ 白色粒 子石英 成・頸部接合 粘土帯積み上 げ 整 ・ 外 面風化摩

滅 不明瞭 内 面胴部 ナ デ ロ縁部内 外 面ヨ コ ナ デ後内 面暗文 焼・ 普

色・ 橙褐色 出 ・ 竃 裾 残・胴部上半％ 口縁部 ％
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子持 1 7 胎 ・ 白色粒子細砂 成 ・ 主琳頸部接合口縁部二段積み 子埒頸部
壺 接合 別 々に 製作後接合整・ 外面 胴部上半ナ デ ロ縁部内外面ヨコナ

デ 接合後接合部 分及び底部 粗 いハケ状 工具 ヘラ調 整 焼・良色・橙

褐色 出 ・ 竃 内 残・ 主埒 子埒 口縁部 一部 欠 損 備 ・ 主紺の胴部 側面

に剥離 及び 貫通 痕残り、 三連に なると 思 わ れる 。

夏目遺跡5 2 号住居址（第87 • 8 8図 ）

器種
1
番号 1 法量(cm)

甕

l
特 徴

胎 ・ 白 色 粒子石英角閃石成・胴部下半接合整・ 外面

甕

内 面 ナ デ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・ 外面胴部 一部炭素付着二 次的熱
受ける 出 ・ 竃 内 残・底部 胴部下半

胎 ・ 白色 粒子石英角閃石成・胴部下半接合整・ 外面 ヘラケズリ
（ ノ ッ キ ン グ 痕有 ） 内 面 ナ デ 焼・ 普色・橙褐色 残・底部 胴 部

下半

高坪 I 3 I底径15.5 I胎・ 石英白色粒子角閃石成 ・裾部と脚部接合脚部粘 土紐巻き上げ

2

 

整・ 外面脚部ヘラケズリ後ヘラミガキ 裾部内 外面ヨコナ デ後ヘラミガ
キ 焼・良色・橙褐色 残·裾部％脚部

4 1口径1 3 . 7胎 ・ 角閃石石英褐鉄粒多 成 ・ 不明 整・ 内外 面風化 摩滅 不明瞭 焼
器高 4 .3 I ·普色・橙褐色 残・ ほぼ完形（口縁部 ％ 欠 損 ）

5 I口 径（1 2 .8 )胎 ・ 石英褐鉄粒成・ 不明 整・ 外面 底部ヘラケズリ ロ縁部 ヨ コナ
器高 4 . 9 デ 内 面 底部ナ デ （弧状ヘラ 痕 ） 口縁部ミズビキ 焼・ 悪 底部 外面

炭素付着色・ 外 橙褐色 内 暗 褐色 使 ・風化剥離 二次的熱 か？
口縁部外 面剥離 内 面底部風化 摩滅 出 ・ 床直 残・ ロ唇部 ½欠 損

� 18 .8 胎 ・ 褐鉄粒角閃石成・ 不明 整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面 底部
ナ デ ロ縁部内 外面ミズビキ 焼・良色・橙褐色 出 ・ 床 直 残・ ほぼ

坪

坪

6 I口 径
器高 5. 6 

7 I口径

器高 3 .2 
8 1口 径

器高 3 . 9 

ヘラケズリ

完形（口縁部 一部 欠 損 ）
• • 

� 1 2 . 6 I胎・ 角閃石石英成 ・ 不明 整・ 内 外面風化 摩滅 不明瞭 口縁部ヨコナ
デ 焼・良色·橙褐色 使 ・ 内 外面 風 化 摩滅 残． ％

� 15. 9 1胎 ・ 石英角閃石褐鉄粒成 ・ 不明 整・ 外面 底部ヘラ ケズリ 内 面
底部ナ デ ロ縁部内 外面ヨコナ デ 焼・良 外面 一部炭素付着色・橙褐

色出 ・ 床直 残・ ほぼ完 形

. l I I胎・ 褐鉄粒黒色粒子 成 ・ 不明 整·内 外面風化 摩滅 不明瞭焼・良

色・橙褐色 残・ ¼

坪 I 1 o I口径（1 7 .2 )胎 ・ 褐鉄粒石英角閃石成 ・ 不明 整・ 内 外面風化 摩滅不 明瞭 焼・
器高 4 . 0 良色・橙褐色 出 ・ 床直 残． ％

坪 I 1 1 I口径（1 2 .1 )胎 ・ 褐鉄粒白色粒子石英角閃石成 ・ 不明 整・ 外面 底部ヘラケ
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器高 3. 7 I ズリ 内面 風化摩滅不明瞭 口縁部内外 面ミ ズビキ 焼 ・良 底部外 面

炭素付着色 ・ 内 灰 褐色外 橙褐色使 ・ 風化摩滅 出・ 鼈 袖 残．

底部％ 口縁部％

坪 I 1 2 I口径 17. 4胎・褐鉄粒石英 角閃石 成 ・不明 整・外面 底部ヘラケズリ 内面

器高 6. 8 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼 ・良 口縁部外 面一部炭素付着 色

． 橙褐色使 ・ロ縁部内外 面半 円状炭素付着 残・ほぼ 完 形

坪 I 1 3 I 口径 1 4. 0胎・ 角閃石 多褐鉄粒石英 成 ・不明 整・外面 胴部ヘラケズ リ 口

杯 I 1 4 

器高 4. 4縁部ヨコナデ 内面 風化不明瞭 焼 ・良色 ・橙褐色 使 ・ 内面 風化摩

滅 残・底部 ％ 口縁部％

胎・ 角閃石褐鉄粒 成 ・ 不明 整 ・外面 底部ヘラケズリ 内面 同 心

円状ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼 ·良色 ・橙褐色 残． ％

坪 I 1 5 I口径（ 15. 4) 胎・褐鉄粒 角閃石 成 ・不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内面 底部

坪 I 1 6 

坪 I 1 7 

器高 4. 8 ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼 ・良 底部外面炭素付着色 ・橙褐色

残． ％

胎・褐鉄粒 角閃石 成 ・不明 整・外面 底部ヘラケズリ 内面 底部

同 心 円状ナデ 底部内面上半及び 口縁部内外面ミ ズビキ 焼 ・良色 ・橙

褐色 出・ 竃 袖 残． ％

胎 •石英 角閃石 成 ·不明瞭整・ 内外 面 風化摩滅不明瞭 焼 ・良色

橙褐色 使 ・ 風化著しい 残・ ½

坪 1 18 1 口径 1 4. 6胎・ 2 ~ 3mm の 褐鉄粒及び小石 成 ・不明 整 ・ 外面 底 部ヘラケズリ

器高 4. 7 内面 底部鉄分 付着の た め不明瞭 口縁部内外面ミ ズビキ 焼 ·良色 ・

橙褐色 出 ・ 床直 残・ロ縁部％欠損

坪 I 1 9 I器高( 4. s) I胎・ 褐鉄粒 角閃石 石英 成 ・不明 整・外面 底部ヘラケズリ ロ縁

部ミ ズビキ 内面 風化摩滅不明瞭 焼 ・ 普色 ・ 橙褐 色 使 ・ 内面 風化

摩滅 出 ・ 床直 残・ ½

高 台 I 2 o 底径（ 12 . 4) I胎 ・白色 粒子 多成 ・ ロ ク ロ 整． 接合部分 で分離 焼 ・ 悪色 ・白灰色

残・ 高 台 ％
古 ム
向 口

付長

頸壺

坪

2 1 I底径（ 1 4. 0) 胎・白色 粒子 多成 ・ ロ ク ロ 整・ 高 台 部 貼 付 形 ・胴 部 中央 部 屈 曲する

胴部 最 大径焼 ・ 普 外 面釉 付着色 ・ や や黒 味を お びた灰色使 ・ 底 部 摩滅が認めら

(17. 2) れる接 ・ 夏 目 5溝 （胴部） と 夏 目 52 号住 （ 高 台 部） 接合 残・胴部％

高 台 部％ 備 ・ 図 上復 原

2 2 I口径（ 12 . 8) 胎·黒 色 粒子 少 成 ・ ロ ク ロ 整 ・底部 胴部下半ヘラ ケ ズリ 焼 ・ 悪

底径（ 9. 2 ) 色 ・灰 白色 残・底部％ 口縁部 一部

甕 I 2 3 胎・白色 粒子 多黒 色 粒子 少 焼 ・ 普 外 面一部 釉 付着の痕跡 色 ・外

灰色 釉 の 部分黒灰色 内 灰色 残· 破片

甕

I 2 4 胎・白色微石 多焼 ・ 普色 ・外 黒 褐色 内 黒灰色
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鉄鏃I 2 5 長 さ7. 5 cm 幅 5mm の 棘箆被 部 分 で 先端を欠する 。 茎に は 木 質様の も の が

付着して いる 。 全体的に 錆が著しい 。

夏 目遺跡 5 3 号住居址（第8 9図 ）

器種 I番号 I法量(cm) 特 徴

甕

ー

甕

2
 

甕
坪

坪

坪

3 I 口径 11. 3 

器高 9. 2 

4 口径 1 4.0 

器高 4. 4 

5 

6 口径 11. 6 

器高 5. 1 

胎 ・白色 粒子小 石少 褐鉄粒 成 ・粘土帯積み上げ整 ・ 外面 ヘラケ

ズリ 内面 胴部ナデ ロ縁 部 内外面ヨコナデ 焼 ・ 悪色 ・外 橙 褐色

内 茶褐色 出 ・寵焼土内 残 ・胴部 口縁部％

胎 ・石英 成 ・頸 部 接合 粘土帯積み上げ整 · 外面 胴部ヘラケズリ

内面 胴部ナデ ロ 縁部内外面ヨコナデ 焼 ・ 悪色 ・ 外 黒褐色 内

赤 褐色 残． ％

胎 ・ 石英 角閃石 成 ・底部と 胴 部 胴部上半接合（ 最大径部接合） 整

・ 外面 胴部ヘラケズリ 内面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼 ・

良色 ・橙 褐色 残 ・ ほぼ完形 （胴部 一部欠損）

胎 ・ 褐鉄粒 多成 ・不明 整 ・外面 底部ヘラケズリ 内面 底部ナデ

口縁 部 内 外面ヨコナデ 焼 ・ 良底部外 面一部炭素付着色 ・橙 褐色 残

・ほぼ完形

胎 ・角閃石 成 ・不明 整 ・ 外面 底部下半ヘラケズリ 上半ナデ 内面

底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼 ・ 良色 ・橙 褐色 残．％

胎 ・角閃石 成 ・ 底部 と 口縁 部 接合 整 ・ 外面 底部ヘラケズリ 内面

底 部 ナデ（ヘラオサエ有り） 口縁部内外面 ミ ズビキ 焼 ・ 良色 ・橙 褐

色 出 ・ピット 内 残 ・ロ縁 部％欠損

蓋 7 I 口径(1 6. 2) I胎 ・ 黒色 粒子 多成 ・ ロ ク ロ 焼 ・ 悪表 面ザ ラ つく 色 ・ 外 青灰色

内 淡褐色 か え り より外 側 青灰色 残 ・ロ縁部 ％

上面径2. 5 cm 下面径4. 6 cm 高 さ（厚さ） 8mm で 中央に径7mm の 孔を穿

つ。 半分を欠 く 。 石材は滑 石。表 面 、 裏面に 多数の 沈 線を 描 く 。色 調 は 黒

色。 重 さは 1 4 g であ る 。

残存 量は ％ であ る が、 上面径2.0 cm 下面径3. 6 cm 孔径6mmと 推定 さ れ

る 。 高 さ（厚さ） は 1. 3cm であ る 。 石材は滑 石で、 灰 白色を 程し、 重 さは

1 0 g であ る 。

径2. 7 cm 高 さ2. 3 cm 孔径5mmほぼ 球 形 であ り、 上下面の 孔周辺は く ぼ

む 。 赤 褐色で、 一部黒 斑 が みら れる。 重 さは 1 6 g 。

径2. 7 cm 高 さ2.0 cm 孔径5mm、 や や扁平の 球 形 で、 赤 褐 色 。 重 さは 1

4g であ る 。

長径2. 7 cm 短径2. 3 cm 高 さ2. 2 cm 孔径7mm、 や や扁平な 球形 で、 暗

黄褐色、 一部に 黒 斑がみら れる。 重 さは 10 g 。

紡錘I 8 

車

紡錘I ， 
車

土製I 1 o 

玉

土製I 1 1 

玉

土製I 1 2 

玉
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土 製 I1 3 

玉

長径2. lcm 短径1 .8 cm 高 さ1 . 9cm 孔径5mm いび つ な 球 形、 暗赤 褐

色。 重 さ 6 g 。

夏目遺跡5 4 号住居址（第9 0 • 9 1 図 ）

器種 I 番号 I 法鼠 (cm) 特 徴
鉢 ？

甕

ー

2
 

坪

胎 ・ 白色粒子石英成 ・ 不明瞭整・ 外面 下半ナデ 上半ヨコナデ

内 面 ヨコナデ 焼・ 普内 面 一部炭素付着色・橙褐 色 黄褐色 残．
％ 

胎 ・ 黒色粒子 多 成 ・ 不明 整・ 外面 ヘラケズリ 内 面 ナデ （ヘラオ

サエ有り） 焼・良外面炭素付着色・ 外 黄褐色 内 橙褐色 残．
底部

3 I口径1 6. 6 I胎。 褐鉄粒成 ・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ 内面 底部同心円

坪 4
 

坪

坪

坪

杯

5 

6 口径11. 4 

器高 4. 4 

7 I口径12.1 
益00 �品 3. 6

8 1口径11. 3 

器高 3.1 

器高 5. 1 I 状ナデ ロ 縁部内 外面ミズビキ （内 面ミズビキ 痕明瞭） 焼・普色・橙

褐色 残・底部％ 口縁部％

胎 ・ 角閃石0.1砂粒成・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面

底部 同じ円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・ 淡橙褐色 残．

％ 
胎・角閃石成 ・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ ロ縁部ヨコナデ

内 面 底部同心円状ナデ 焼・良色・橙褐色 残・底部％ 口縁部 ％
胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズリ後ミ ガ キ

か？ 内 面 底部ナデ後ミ ガキ ロ縁部内 外面ヨコナデ後ミ ガキ 焼・ 普

色・ 暗 褐色 使 ・底部摩滅 残． ％

胎 ・砂粒角閃石成・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケ ズ リ 内 面 底部

ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼·良色・橙褐色 使 ・ 内 面底部 一部炭

素付着残． ％

胎・角閃石成・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ ロ縁部ヨコナデ

内 面 底部ナデ ロ縁部ミズビキ 焼・ 普色・橙褐色 残・底部％ ロ
縁部％ 備 ・復 原 不良

坪 9 I口径11. 5 胎 ・ 褐鉄粒成 ・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ 内面 底部同心円

器高 3.1 状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残 ・ ほぼ完形

坪 I 1 o I 胎 ・ 褐鉄粒成・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ 内面 底部ナデ

口縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残· ½

坪 I 1 1 口径15. 6  胎 ・ 石英角閃石成 ・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケ ズ リ 口縁部ヨコ

器高 (3. 6 ) ナデ 内 面 風化摩滅不明瞭 焼・良色・橙褐色 残． ％

坪 1 2 胎・砂粒角閃石成・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケ ズ リ 内 面 底部

同心円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・普色・橙褐色 残・ ½
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:I:不 |1 3 

坪 1 4 

坪 I1 5 

坪 I1 6 

胎・ 褐鉄粒多 成・不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面 底部同心

円状ナデ ロ縁部 内外 面ヨコナデ 焼・良色・ 淡橙褐色 残 ・底部％

口縁 部 ％

胎・ 白色粒子 褐鉄粒成・不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面

底 部同心円状ナデ ロ縁 部内 外面ミズビ キ 焼・良色・橙褐色 残． ％

胎・ 褐鉄粒成・ 不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナデ

口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・灰 褐色 残． ％
胎・ 白色粒子角閃石成・不明瞭整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面

底部 同じ円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残． ％
杯 I 1 7 I口径 (14.4 )胎・ 黒色粒子 多 成・ ロ ク ロ整・底部 糸 切り 形・底部 周辺僅 かに く ぼ

底径（ 9 . 0) む 底 部 や や あ がり底 焼・ 悪 色・ わずか に黄色味を帯び た 臼灰色 残
器高 4 .  2 I ·底部 ½ [l 縁部 ％

蓋 I 1 8 1口径（12.2 )胎・ 黒色粒子 白色粒子 成・ ロ ク ロ 挽き （ 右 ま わり） 形・ 天井部内 面

闇 さ 1 .  6 凸状 焼・ 普色・外 青灰色 内灰色 残． ％ （つま み 部％欠損 ）

紐径 (4.1 )
蓋 1 9 口径 (1 3.3 )胎・ 白色粒子 成・ ロ ク ロ 焼・ 普色・黄色味を帯びた灰色

蓋 2 0 胎・ 臼色微石成・ ロ ク ロ整・ 天井部ヘラ 切り 形・ 中 央部 く ぼむ 焼

・ 普色・明 黒灰色 残． ％ つ ま み 部口唇部欠損
蓋 2 1 口径 (14. 6 )  胎・ 黒色粒子 少 成・ ロ ク ロ 焼・ 普色・ 白灰色

甕

2 2 胎・ 白色微石 多 焼・良堅緻 色・ 淡 青灰色

蓋 2 3 胎・ 白色粒チ 少 成・ ロ ク ロ整・ かえり貼付 焼・ 悪胎土は 褐色 色

• 黒灰色

鎌 2 4 

刀 子I 2 5 

鎌 I 2 6 

全 長1 4 .  9 cm 基部 の 幅3 . 6 cm 刃部 の 幅2 .5 cm 厚 さ3 mmで 、 基部 を ほ

ぼ直角 に 近い角 度でl.4 cm 折り曲げている 。 錆 の状 態 から 幅1 . 7 cm の 柄を

装着した も のと 考 え ら れる 。 刃部は使 用 のため 背 に 比較して 湾 曲 が著しい

全体的 に 錆 化 が進 み 、 刃部 の 状 態は明 確では ない 。

長 さ8 .8 cm 幅1 .3 cm 厚 さ3 mmを 測る 。 両端を欠き 、 刀 身 は や や 外湾す

る 。 全 体的 に 錆 化 が著 しい 。
長さ 6 . 5 cm 幅2 .2 cm 原 さ2 mmを 測る 。 鎌 の 一部と 思 わ れる 。

夏目遺跡5 5 号住居址（第92図 ）

器種 番号 法量(cm) 特 徴

甕

1 口径 22.8 胎・ 白色粒子 褐鉄粒成・頸部接合 粘土帯積み上げ整・ 外面 胴部

ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良色・橙褐

色 使 ・内 外面 一 部炭素付着残・胴部及び口縁部 ％ 備 ・ 廃 菓後 破片 の

状 態で燻 さ れる
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甕
胎・白色 粒子 成 ・胴部下半頸部接合 整・外面 胴部ヘラケズリ 内

面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコ ナ デ 焼・良色 ・外 橙褐色 内 黒

褐色使 ・ 内面一部炭素付着 残·底部％ 胴部％ 口縁部 一部

台 付 I 3 I 口径 11. 7 I胎・白色 粒子少 角閃石 成 ・頸部 接合 口縁部 二 段積み上 げ 整・外 面

2

 

甕
I I胴部ヘラケズリ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 形 ・ 台 （脚）

付
甕

焼 ・ 普色 ・橙褐色灰褐色 使 ・ 内外面炭素付着 二 次的熱受け

る 残・胴部及び 口縁部 ％

坪

坪

坪

蓋

4 I I胎・ 角閃石少 成 ・ 不 明瞭整・外 面 底部ヘラケズリ 内面 底部ナデ

口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残． ％

5 I 口径 13. 4 胎 •砂粒 角閃石 成 ・ 不 明瞭整 ・外面 風化摩滅不 明瞭 内面 底部

器高 4 . 4 同心 円状ナデ 焼・ 普色 ・橙褐色 残·ほぼ 完 形 （口縁部 ％欠損） 備

． 歪 む

61口径(14. 8) 胎・白色微石少 白色 粒子少 成 ・ ロ ク ロ 整・底部ヘラ 切り 焼・良

底径(1 0.4)色 ・ 青灰色 残・ロ縁部％ 底部 ％

器高 3. 7 

7
 

胎・白色微石 少 褐色 粒 多成 ・ ロ ク ロ 焼・ 普 一 部 釉 付着色 ・外

青灰色 内黄灰色 口縁部 の み 青灰色 坪 に か ぶせ て焼成した 為 に外 面

と 内面口縁部及び 内面の 色 調 が極端 に 異 なると 思 わ れる。

夏 目 遺跡 5 6 号住居址 （ 第 9 3 図 ）

器種番号 法量(c m) 特 徴

琳 1 1 1 口径 12. 8 1胎
・ 石英多成 ·底部と胴部 胴部下半 頸部接合 整・外 面 胴部ヘラ

器高 15. 9ケズリ後ナデ ロ縁部ヨコナデ 後 暗 文状 の ミ ガキ 内面 胴部ヘラケズリ

後ナデ（ヘラオサエ有り ） 口縁部ヘラケズリ後ヨコ ナデ 後ミ ガキ 焼・

普色 ・橙褐色使 ・ 内面底部炭素付着及び 剥離 残・ ほぼ 完 形

2 I 口径 11. 2 I胎・白色微石 多角閃石褐鉄粒 成 ・ 不 明瞭整・外 面 胴部下半ヘラ婉

器高 7 . 6 Iケズリ 上半ナデ ロ縁部指頭 調整 内面 剥離 風化不 明瞭 形 •四方の

う ち 三方 に穿孔 口縁部 肥厚 焼・良色 ・橙褐色 残・ 完 形

3 I 口径 9. 2 胎・白色 粒子 石英褐鉄粒 成 ・胴部と 口縁部接合 底 部上 がり底 胴

器高 8. 1 部粘土帯積み上 げ 整・外 面 胴部下半ヘラケズリ 上半ナデ ロ縁部指

頭 調整（ 圧痕 ） 内面 風化剥離 不 明瞭 焼・良 外面 胴部 一部 に炭素

付着色 ・橙褐色 残・ 完 形

4 1口径 9. 3 胎・ 石英多角閃石 多褐鉄粒 多成 ・ 粘土帯積み上 げ 整・外 面 底部

器高 8. 3 周辺ヘラケズリ胴部及び 口縁部ミ ガキ 内面 ナデ 焼・良色 ・橙褐

色 使 ・ 内面胴部上半剥離 著しい 残・ 完 形

高坪 I 5 1 口径 2 0. 0I胎・白色微石 石英褐鉄粒 成 ・脚部と坪 底部 脱状 粘土で接合 坪 底部

婉

婉
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と 坪縁 部接合整・外 面 坪底部ヘラケズリ後ヘラミ ガキ 坪縁部内外 面

ハケ調 整後ヨコナ デ後暗文 焼・良内外 面 一部炭素付着色・橙褐色

残・脚部 以下 欠 損

高坪 I 6 I口径1 7. 7胎・ 白色粒子 成・裾部と 脚 部 脚 部と 坪底部 坪底部と 坪縁部接合脚

高坪 I 7 

婉 1 8

器高 15.5 部粘土紐巻き上げ整・外 面 脚 部ヘラミ ガキ 坪底部ヘラ ケズリ 内 面

脚部及 び坪底 部ナデ 裾 部内外 面ヨコナデ 坪縁 部内外 面ヨコナデ後暗文

焼・良外 面 坪縁 部 一 部炭素付着色・橙褐色使 ・ 内 面 坪縁部 一部炭素

付着 坪底 部剥離 残．裾部％ 欠 損
胎・ 白色粒子 成・ 不明 瞭 整 ・ 内外 面風化不明 瞭 焼・ 普色・橙褐色

残． 裾部 一 部 脚部 備 ・裾接 地部 異 質 の 粘土付着

胎•石英成・頸 部接 合整・外 面 胴部ヘラケズリ及 びナデ 内 面 胴

部ナデ （底 部ヘラオサエ有り） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良内外 面
一部炭素付着色・橙褐色 使 ・外 面底部剥離 著しい 残． ％

琳 9 I口径 9 .2 I胎・ 角 閃 石多石英多 褐鉄粒成・頸部接合 底部内 面弧状ヘラオサエ

器高 ， ．8 |胴 部粘土帯 積 み 上げ 内 面接合痕明 瞭 整 ・外 面 胴 部下半ヘラケズリ
上半ナデ 内 面 胴 部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ後ヘラミ ガキ 焼・良

色・橙褐色 残・ 完形
堪 I 1 o I 器高（ 7 . 6 l I胎・ 白色粒子 褐鉄粒成・頸 部接合整・外 面 胴部ヘラケズリ ロ縁

増 I1 1 

土 製 I1 2 

玉
土 製 I1 3 

玉
土 製 I1 4 

玉

部ヨコナデ後ヘラミガキ 内 面 胴部ナデ ロ縁部ヘラミ ガキ か？ 焼・

良外 面 一 部内 面炭素付着色・外 橙褐色 内 黒色 残·口縁部 ％ 欠

損 備 ・底部 十字状ヘラ 描 き

胎・ 白色粒子石英褐鉄粒成・底部と 胴部頸部接合整・外 面 胴

部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ 焼・ 悪 外 面胴部 一部炭素付着色・ 暗

褐色 残・ ロ縁部 欠 損
長径2 .5 cm 短径2 .1 cm 高さ2 .4 cm 孔径6 mm上下 面 に 稜 を 持 ち 、 や

や円 柱 形、 赤 褐色で一部 に黒 斑 が 認め ら れる 。 重 さ1 0 g

径2 . 6 cm 高さ2 .1 cm 孔径6 mm 扁平 な 球 形で赤 褐色。 重 さ1 2 g 。

長径2 .5 cm 短径2 .2 cm 高さ2 .2 cm 孔径6 mm 球 形で赤 褐色、 孔周辺

に黒斑 が 認め ら れる 。 重 さ1 0 g 。
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夏目遺跡5 8 号住居址（第94· 9 5 図 ）

器種 番号 法鼠 (cm) 特

甕

1 1 1口径1 7.2 1胎・ 褐鉄粒多 成 ・ 頸部接合 粘土帯積み 上げ ： ・ 外面 胴部ヘラケズ

リ後ナ デ 内 面 胴部ナ デ （ヘラオサエ有り） 下半部 分的にヘラケズリ

口縁部内 外面ヨコナ デ 焼・ 普色・橙褐色 出 • 5 8号住周辺 残・胴

部 狐 口縁部％
2 I 器高 1 3. 6胎 ・ 石英角閃石成 ・ 孔部ヘラ 切り 口唇部ヘラ 切り小 波状 粘土帯積

み 上げ整・ 外面 胴部ナ デ ロ縁部 指頭圧 痕 内 面 胴部下半ナ デ 上

石
此

食
日

高坪 I 3 

高坪 I 4 

高坪 I 5 

高坪 I 6 

碗

半ナ デ後ハケ調整 焼・ 普 外面 一部炭素付着色・橙褐色 出 • 5 8号

住 5 8号住周辺 残・ ½
胎 ・ 白色 粒子石英成 ・裾部と脚部接合脚部粘土紐 巻き 上げ整・裾

部脚部 共に 通し の暗文 色・橙褐色 残．裾部 一部脚部
胎 ・ 褐鉄粒成 ・ 不明 整・ 外面 ナ デ 内 面 ヘラケズリ 焼·良色

． 橙褐色 形・ 径6 mm の 穿孔 残・脚部 一部

胎・ 角閃石褐鉄粒成 ・脚部と 杯底 部 坪底部と 坪縁部接合整・ 外面

脚部ヘラミ ガキ 坪底部ナ デ 内 面脚部 及び 坪底部ナ デ 焼・良色・

外 橙褐色 内 黄褐色 出 ・ 壁 外周 残・脚部 坪底 部
胎・ 白色 粒子石英褐鉄粒成 ・裾部と脚部接合脚部粘土紐積み 上げ
整・ 外面 風化摩滅 不明瞭 内 面 裾部ヨコナ デ脚部 下半ヘラケズリ

焼・良色 ・橙褐色 残． 裾部 及び 坪底部 一部脚部 備 ・裾部有 段 か？

7 I 口径1 0.2 1胎• 石英褐鉄粒成 ・ 頸部接合整・ 外面 胴部 下半ヘラケズリ 上半

碗

碗

器高 5.8 1 ヘラケズリ後ナ デ 内 面 胴部ナ デ ロ縁部内 外面ヨコナ デ 焼・良 外

面胴部 一部炭素付着色・橙褐色 残・ ほぼ完形

8 I 口径 9.5 胎・ 褐鉄粒成 ・ 不明 整・ 外面 胴部ヘラケズリ （ 上半ミ ガキ風） 内

器高 5.8 面 底部ヘラケズリ 胴部ナ デ （ 弧状ヘラ 痕有り） 口 縁部内 外面ヨコナ
デ 底部ヘラケズリに より上げ底風 焼・ 普 外面底部 及び胴部 一部炭素

付着 色 ・橙褐色 接 ． 5 8号住 5 8号住周辺 残・ ほぼ完形
9 I 器高 4 .8 I胎 ・ 石英角閃石褐鉄粒成・底部 上 がり底整・ 外面 胴部ナ デ 内

面 胴部ナ デ （ヘラオサエ有り） 口縁部内 外面ヨコナ デ 焼・良色・

橙褐色 接 ・ 西コ ーナ ー 寄り 壁 外周 残・ ロ縁部％欠損 備 ・ 手捏風

坪 I 1 o 

坪 I 1 1 

胎・ 白色 粒子角閃石成 ・底部と 口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズ

リ 内 面 底部ナ デ ロ縁部内 外面ヨコナ デ 焼・良 外面底部 一部炭素

付着色・橙褐色 残・ ½

胎・ 角閃石成 ・ 底部下半と 上半 底部と 口縁部接合整・ 外面 底 部

ヘラケズリ 上半ナ デ 内 面 底部同心円状ナ デ ロ縁部内 外面ヨコナ デ
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]焼・良色・橙褐色 残・ ½

夏目遺跡5 9 号住居址（第9 6図 l~1 3·1 5 ·1 6) · 6 0 号住居 址 （第9 6図14) 

器種 1 番号 1 法量�cm)

甕

1
特 徴

甕

胎 ・ 石英角閃 石褐鉄粒白色粒子 成 ・頸部接合整・ 外面 胴部 へ
ラケズリ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普色・黄褐色 使 ・胴部 外面 一

部炭素付着口 唇部及 び口縁部 内面剥離摩滅 残・胴部 ％ 口縁部％
2 I口径 2 0.2 I胎 ・ 微砂粒多 石英角閃石成・ ロ縁部 三段積み 整・ 外面 胴部ヘラ

ケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 形・ ロ 唇部 丸 み を 持つ

焼・ 晋 色・ 淡黄褐色 使 ・ 外面 一部 煤付着出 ． 寵裾 残・胴部上半
口縁部

甕

3 口径1 7 .3胎 ・ 石英角閃石 多 微 石 多 成 ・胴部下半と上半頸部接 合 胴部粘土
器高 22.3 帯積み上げ整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面

ミズビキ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・ 外面 焼土付着著しい 内 外面 一部

黒ずむ 出 ・ 鼈 袖 残・ 完 形

甕

4 胎・ 褐鉄粒白色粒子 成 ・粘土帯積み上げ整・ 外面 ヘラケズリ （ ノ

ッ キ ン グ 痕有 ） 内 面 ナデ（ヘラオサエ ） 焼・普内 外面 一部炭素付

着色・橙褐色 出 ・ 貯蔵穴上 接 ・ 貯蔵穴上 貯蔵穴付近 残・底部％

胴部下半

坪 I 5 I口径 9 . 9 胎· 角閃石褐鉄粒成・ 不明 整・ 外面 底部ヘラケズリ ロ縁部ミズ

器高 3 . 6 ビキ 内 面 底部ナデ 焼・良外面底部炭素付着色・橙褐色出 ・ 貯

坪

坪

坪

坪

蔵穴内 残・ 完 形
6 I口径1 0. 6胎・ 角閃石石英成・ 不明 整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナ

器高 3 . 7 デ ロ縁部内 外面ミズビキ 焼・良色・橙褐色 残・ ほぼ完 形（口縁部

一部欠損 ）
7 口径11 . 6 胎・ 細砂 成。 不明 整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナデ ロ縁

器高 3 . 9 部内 外面ヨコ ナデ 焼・良色・橙褐色 使 ・ 内 外面鉄分付着出 ・寵 袖

残・ほぼ完 形（口縁部 一部欠損 ）
8 1口径1 0.5胎 ・ 角閃石 多 褐鉄粒多 成・ 不明 整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面

器高 3 .2 底部ナデ ロ縁部内 外面ミズビキ 焼・良色・ 外 茶衛色 内 橙褐色

出 ・ 貯蔵穴内 残・ ほぼ完 形

胎・角閃石成 ・ 不明 整・ 外面底部ヘラケズリ 内 面底部 同 心円状ナデ，
口縁部内外面ミズビキ 焼・良底部 外面 一部炭素付着色・橙褐色 残

． ％ 

坪 I 1 o I口径 l2.3
1

胎・ 角閃石石英褐鉄粒成・ 不明 整・ 外面 底部ヘラケズリ （ ノ ‘ノ

器高 4 .1 キ ン グ 痕有 ） 内 面 底部ナデ □縁部内 外面ミズビキ 焼・良色・橙
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褐色 出・鼈 内 残・ 完 形

坪 1 1 口径 10. 3胎・ 角閃石 成 ・不明 整 ・外面 底部ヘラケズリ 内 面 底部同心 円状

器高 3. 7 ナデ ロ縁部内外面ミ ズビキ 焼・良 底部外 面炭素付着色 ・橙褐色

残 ・ロ縁部％欠損

坪 1 2 胎・ 角閃石 成 ・不明 整 ・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部同心 円状

ナデ ロ縁部内外 面ミ ズビキ 焼・良 底部外面一部炭素付着色 ・橙褐

色 残． ％

坪 1 3 口径 13. 1 胎・ 角閃石褐鉄粒 成 ・不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内面 底部

器高 4. 6 同心 円状ナデ ロ縁部内外 面ミ ズビキ 焼・良色 ・橙 褐色 出・ 貯蔵穴

上 残． ％

鉢？ 1 4 口径 13. 8 胎・ 石英褐鉄粒 砂 成 ・ 粘土帯積み上 げ 下半と上半接合 整 ・外 面

ヘラケズリ 内面 ヘラ ナデ（ヘラオサエ有） 焼・良 外 面胴部 一部炭

素付着 使 ・外 面 風化 底部焼成後内側 から穿孔 か ？ 残 ・ほぼ 完 形 備

・ロ縁部 一部 二 次的熱受け た 痕跡 有り 甑と し て利 用 し たも の か ？

胎・ 白色 粒 子少 焼・ 悪色 ・黒灰色
甕

I 1 5 

ガ ラ I 1 6 

ス 球

最大径 6mm 最小径5. 5mm 厚さ3. 5 mm 上面 カ ット 痕）I犬 周囲破損 淡

青色表 面風化

夏 目遺跡 6 1 号住居址（第97 ~1 0 0 図 ）

器種 1番号 1法量 � cm)

甕
l

特

甕

甕

甕

嘩ヱ武

徴

胎・ 白色 粒 子多角閃石褐鉄粒 成 ・底部と胴部頸 部接合 底部上が

り底 胴部粘土帯積み上 げ 整・外 面 風化不明瞭 内 面 胴部ナデ 口

縁部 風化不明瞭 焼・ 普色 ・橙褐色 残・胴部％ 口 縁部％欠損

2 I 口径 19. 3 I胎・ 石英多角閃石褐鉄粒 （ 白 っ ぼい 粘土 粒？ が混 じる 練り が 不 充

器高 3 6. 5 分 か ？ ） 成 ・胴部下半 頸部接合 整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ

口 縁部ヨコナデ 内面 胴部ナデ（ヘラオサエ有り ） 焼 ・ 普色 ・黄褐

色使 · 胴部上半 帯状に黒 ず む 内外面 風化 残・胴部 一部欠損 備 ・底

は 中心 よりは ず れる

3 口径 2 1. 5 I胎・ 白色 粒 子褐鉄粒 成 ・頸部接合 粘土帯積み上 げ 整・外面 胴部

下半ヨコ の ヘラケズリ 上半 斜 め の ヘラケズリ 内面 不 明瞭 焼・ 普

外 面胴部 一部炭素付着色 ・橙褐色 出 ・鼈 内 残・底 部欠損

41 口径 19. 9胎・ 白色 粒 子石 英多角閃石褐鉄粒多成 ・頸部接合 胴部粘土帯積

み上 げ 整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内面 胴部 ナ デ ロ縁部内外

面ヨコナデ 焼・ 普 外 面胴部 一部炭素付着色 ・橙褐 色 出・寵 袖 床

直 残・胴部上半

5 I 口径 17. 5I胎・ 白色 粒 子多石英 角閃石褐鉄粒 成 ・胴部下半 頸部接合 胴部
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甕

甕

甕

甕

粘土帯積み上げ 整 ·外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナ デ （ヘラオサ

工有り ） 口縁部内外 面ヨコナ デ 焼・ 普色・橙褐色 出 ． 竃 内 残．

底部 欠 損

6 I 器高 2 9.3 I胎 ・ 褐鉄粒多 成 ・胴部下半頸部接合整・ 内外 面 風化 摩滅不明瞭

焼・ 普外 面胴部 一部炭素付着色・橙褐色 出 ・ 床直 接 ・ 竃 内 鼈裾

残・底部 胴部 ％ 口縁部 （口唇部 ほと ん ど 欠 損 ）
7 I口径15.3胎 ・ 黒色粒子 褐鉄粒成 ・ 底部と 胴部 胴部下半頸部接 合 胴部粘土

器高 2 7. 0 帯積み上げ 口縁部二段積み上げ整・ 内外 面 風化摩滅不明瞭 焼・ 普
外 面胴部 一部炭素付着色・橙褐色黄褐色 使 ・ 内外 面風化摩滅 接 ・

竃内 竃 袖 残・ ほぼ完形
8 1口径18. 0胎 ・ 石英褐鉄粒成 ・底部 胴 部下半頸部接合 底部上 がり底 （ 粘土

器高 31 . 6 くず付着 ） 胴部粘土帯積み上げ口縁 部二段積み上げ整・外 面 胴部

ヘラケズリ後ナ デ 内 面 胴部ナ デ （ヘラオサエ有り ） 口縁部内外 面ヨ

コナ デ 焼・ 普外 面胴部 一部炭素付着色・橙褐色 残・ ほぼ完形

9 I口径1 7.3胎． 0.1 ~ 0.5微 石褐鉄粒成 ・頸部接合 粘土帯積み上げ整・外 面

器高 2 7.2 胴部ヘラケズリ 内 面 風化摩滅不明瞭 焼・ 普外 面 一部炭素付着内

面 全面炭素付着色・外 下半橙褐色上半灰 褐色 内 黒色 使 ・ 内外

面風化摩滅不明瞭 接 ・ 竃 内 北西 ピ ッ ト付近 残・胴部 ½欠損

甕

1 o I口径 22. 7 1胎· 白色粒子 褐鉄粒成 ．頸部接合口縁部 三段積み上げか？ 整・ 内

外 面 口縁部ヨコナ デ 焼・ 普内 面炭素付着色・橙褐色 出 ・ 竃 裾

床直 残・ ロ縁部

甕

1 1 口径15. 0胎 ・ 白色粒子 成 ・胴部下半頸部接合 粘土帯積み上げ整・ 内外 面

風化 不明瞭 内 面ヘラオサエ 焼・ 普色・灰 褐色 残・胴部下半欠損

甕

I 1 2 底径8 .5 1胎 ・ 白色粒子石英褐鉄粒成 ・底部と 胴部接合整・外 面 風化 摩滅

不明瞭 内 面 ナ デ 焼・ 普外 面 一部炭素付着色・橙褐色 出 ・ 床直

接 ・ 中央部 東壁寄り 残・底部 胴部下半

甕

I 1 3 I 口径1 9.3胎 ・ 褐鉄粒成・胴部下半頸部接合 粘土帯積み上げ整・ 外面 風化

器高 2 0.5 不明瞭 内 面 ヘラナ デ ロ縁部内外 面ナ デ 焼・ 普外 面胴部 一部 底

部炭素付着色・橙褐色 使 ・底 部一部 胴部下半剥離 欠損 残・ ほぼ完

形

甕

1 4 I底径 7 .4胎 ・ 臼色粒子石英 多 褐鉄粒成 ・胴部下半接合 粘土帯積み上げ整
・ 内外 面風化摩滅不明瞭 残·胴部 ％ 口縁部 欠 損

甕

1 5 I胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒成 ・ 粘土帯積み上げ整・外 面 胴部ヘラケズリ

内 面 胴部ナ デ 内外 面風化 不明 瞭 焼・ 普胴部外 面 一部炭素付着色

． 橙褐色 残． ％

鉢 I 1
、
6 口径12.2胎 ・ 石英角閃石 成 ・底部と 胴部 胴部下半頸部接合整・ 内外 面風
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器 高 1 6. 3 I 化摩滅不明瞭 焼・ 普色・黄褐色 使 ・内 面 環状炭素付着接 • 6 1 号

住 寵 東 （胴部 ） 6 3烏 住北東コ ー ナ ー付 近 （底部 ） 残・ロ縁部 ％欠損

甕

1 7 底径 7 .8 胎 ・ 石英角閃石成 ・ 不明 整・ 外面 ヘラケズリ後ナデ 内 面 ヘラ

ケズリ （弧状ヘラ 痕 有り） 焼・ 普内 面炭索付着色・ 外 橙褐色 内

黒 褐色 f吏 ・底部摩滅 残・底部

甕

1 8 底径 7 . 0 I胎 ・ 石英角閃石褐鉄粒成 ・底部と 胴部接合整・ 外面 胴部ヘラケ

ズリ 内 面 ナデ 焼・良色・橙褐色 使 ・ 外面風化 残・底部

鉢 I 1 9 I口径1 4.5胎． 0.1 ~0. 2 微 石角閃石成 ・底 部と 胴部接合整・ 外面 胴部風化

器 高 1 2.5 不明瞭 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ有り） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼

・普色・橙褐色 使 ・ 外面風化 出 ・ 床直 接 ・ 鼈 竃付 近 残・底部
％欠損 備 ・復 原 不良

鉢 I 2 o I 器 高 11 . 3 I胎 ・ 角閃石成 ・底部と 胴部接合整・ 外面 胴部ヘラ ケズリ後ナデ 内

面 胴部ナデ（ヘラオサエ有り） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普色・

灰 褐色 使 ．底部摩滅 内 外面 一部炭素付着残・底部 胴部％ 口縁部

％ 
婉 I 2 1 I口径11 .1 胎・ 褐鉄粒粘 土練り込 み 成・頸部接合整・ 外面 胴部ヘラケズリ後

ナデ 焼・良色・淡橙褐色 残・底部欠損
高坪 I 2 2 I口径15.5 胎 ・ 白色微石0.1 ~ 0  2砂粒成 ・ 坪底部と 坪縁部接 合 整・ 内 外面風

化 不明瞭 焼・ 普色・橙褐色使 ・ 内 外面 一部炭素付着 二次的熱受け

る 残・脚部 以下欠損
高坪 I 2 3 

高坪 I 2 4 

胎 ・ 白色粒子 成・ 不明瞭整・ 外面 脚部ヘラケズリ 内 面 脚部ナデ

裾部内 外面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 残・裾部脚部

胎 ・ 白色粒子 成・裾部と 脚部接合整・外 面 裾部ヨコナデ後ミガキ

脚部ナデ後ミガキ 裾部と 脚部 を 通る暗文 内 面 裾部ヨコナデ 脚部ナ

デ 焼・良内 外面 一部炭素付着色・橙褐色 残．裾部％ 脚部

麻 I 2 s I口径1 2. 2胎・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズリ 内 面

器 高 4 .1 底部同心円状ナデ（ヘラオサエ有り ） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼・良

外面 一部炭素付着色・ 外 黄橙褐色 内 橙褐色 残・ロ縁部％欠損
班 I 2 6 I口径1 2.5胎 ・ 褐鉄粒成 ・頸部接合整・外 面 胴 部ヘラケズリ後ナデ 内 面 胴

坪 I 2 7 

器 高 6. () 部ナデ （ヘラオサエ有り ） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼・普 外面 一部炭

素付着色・ 茶 褐色 残・ロ縁部 ％欠損
胎・ 褐鉄粒成 ・底部と 口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面

底 部同心円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良外 面 一部 内 面炭素

付着色・外 橙褐色 内 黒 色 残． ％

杯 I 2 s I口径 ll.8 I胎 ・ 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合口縁部二段積み上 げ整・ 外面 底

器 高 4 .8 I 部ヘラケズリ 内 面 底部ナ デ ロ縁部内外 面ヨコナデ 形・ 器 形扁平
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焼・良外 面 底部 一部炭素付着色・橙褐色 使 ・ 内外 面風化 残・ ロ縁

部％欠損

胎・ 白色粒子角閃石成 ・ 底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズ

リ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐

色 残・ ロ縁部％欠損

坪 I 3 o I口径 12.5 I胎 ・ 石英褐鉄粒成 ・ 底部と口縁部接合整・外 面 底部風化 不明瞭（

坪 I 2 9 

婉 I 3 1 

剣 形I3 2 

品

環状 I3 3 

石器

器高 4 .  7 Iヘラケズリ ） 口縁部ヨコナデ 内 面 風化摩滅不明瞭口縁部剥離 著し
い （ 底部 に径4 .2 cm 程 の 円 形ミズビキ 痕有り） 焼・ 普色・ 橙 褐色

使 ・ 内 面風化摩滅 口縁部剥離 著しい 残・ ロ縁部％欠損
胎 ・ 枯土 練り込 み 成 ・ 不明瞭整・外 面 胴部ナデ 内 面 胴部ナデ後

暗文口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残． ％
長さ4 .2 cm 最 大幅2 .1 cm 厚 さ 6 mm上端 に径2 mm の 小孔 を 穿つ。 石材は

滑石。 側面と 裏面は 研磨が施 さ れ て いる が、 表面は 自 然面 の ま まである 。

明瞭な 稜 を 持 ち 刃部 をは っ きり表現して おり、 比較的良い 作りである 。 色

調 は灰色が かった暗緑色

長径8 . 9 cm 短径8 .2 cm 高さ5.5 cm 石材は灰 白色 の 角閃石安 山 岩であ

る 。 惰円 形を 呈し 、 両 側 から孔 を 穿 っ ている 。 床直上で出土 し ている 。 使

途は 不明 。

夏目遺跡6 2 号住居址（第1 0 1 図 ）

口竺一 I 法 量(cm)

甕

1

甕

特 徴
胎・ 白色粒子 褐鉄粒成 ・頸部接合 胴部粘土帯積み 上げ整・外 面

風化摩滅 不明瞭 内 面 胴部ナデ ロ縁部ヨコナデ 焼・ 普外 面 一部炭

素付着色・外 黄褐色橙褐色 内 橙褐色暗 褐色 使 ・外 面風化摩

滅 接 ・ 寵内 竃 袖 鼈裾 寵付近 南 壁 中 央 残・ 胴部％ 口縁部％

備 ・ 廃棄後 破片で燻 さ れる も の有り

2 I 底 径 7 .5 I胎 ・ 褐鉄粒多 白色粒子角閃石成 ・ 底部と 胴部接合整・外 面 ヘラ

ケズリ後ナデ 底部木葉 痕有 内 面 ナデ （ヘラオサエ有 ） 焼・ 普色
・橙褐色 残・ 底部

甕

I 3 I 底 径 5. 9 胎 ・ 石英角閃石成 ・ 不明 整・ 内外 面ナデ 焼・良色・橙褐色 出
・ 鼈内 残・ 底部

高坪 I 4 I口径1 4. 6胎 ・ 褐鉄粒白色粒子 成 ・脚部と 坪底 部 坪底部と 坪縁部接合 脚部内

器 庫 1 0. 6 面 天井部粘土 充填整・ 内外 面風化摩滅 不明瞭 焼・良色・橙褐色 出

． 寵内 残・ 坪縁部％欠損
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夏目遺跡 6 3 号住居址（第1 0 2図 ）

器種 番号 法量(cm) 特 徴

□ ] I :: :: : I ：二石： ：ロニロ ニロ：二（；二
面風化著しい 出 ・ 床直 残・ ほぼ完形（胴部下半 一部 欠 損 ）

嘩ユ武 2

 

嘩
忘

胎・ 褐鉄粒多 角閃石石英成 ・ 不明 整・ 外面 ヘラケズリ後ナ デ

内 面 ナ デ （ヘラオサエ有 ） 焼・良外面胴部 一部炭素付着色・ 外

橙褐色 内灰 褐色 接 ・ 住居 中央北寄 北東 コ ーナ ー付近 残·口 縁部
欠損

3 I口径1 4. o I胎 ・ 角閃石白色微石褐鉄粒成 ・頸部接 合 粘土帯積み上げ整· 外

甑 I 4 

高坪 I 5 

高坪 I 6

手捏 7 口径 6 .8 

器高 5. 0 

坪 8 口径12. 2 

器高 3. 9 

土 錘 ， 

土 錘 1 0 

土 錘 1 1 

器高 1 4. 7 1 面 風化 不明瞭 内 面 ナ デ （ヘラオサエ有 ） 焼・良内 外面 一部炭素

付着色・ 外 橙褐色 内 橙褐色 黄 褐色 残・ ほぼ完 形（口縁部 ％ 欠

損 ）

胎 ・ 褐鉄粒成 ・粘土帯積み上げ 孔部ヘラ 切り整・ ロ縁部内 外面ヨコ

ナ デ 焼・ 悪 色・橙褐色 残・底 部 胴部 ％ 口縁 部 一部

胎 ・ 褐鉄粒成 ・ 不明 整・ 内 外面風化摩滅 不明瞭 焼・良色・橙褐色

使 ・ 内 外面風化摩滅 残． 裾部％

胎 ・ 褐鉄粒白色粒子 成· 不明 整・ 外面 裾部ヨコ ナ デ 脚部ヘラケ

ズリ 内 面 脚部ヘラケズリ 上部に 絞り痕有り 焼・ 良 色・ 淡橙褐色

残．裾部 脚部
胎 ・ 石英角閃石成 ・ 不明 整・ 外面 胴部ナ デ 内 面 胴部ナ デ （ヘ

ラオサエ有 ） 口縁部内 外面ヨコナ デ 焼・良色・橙褐色

残・ ほぼ完形（口縁部 一部欠損 ）
胎 ・ 褐鉄粒成 ・ 不 明整・ 外面 底部ヘラケズリ後ナ デ 内面 底部ナ

デ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良底部 外面 一部炭素付着色・橙褐色

黄褐色（ 化 粧土部 分 ） （吏 ・ 化 粧土 剥離 残． ％

残存部 の 長さ4. 9 cm 径1 . 6 cm 孔径5mm 半 分 を欠く 表面 をヘラケズ

リに より調整している 。 赤 褐色 重 さは1 2 g

長さ 6 . 6 cm 径1 . 7 cm 孔径5mm 明黄褐色 重 さは1 6 g である

長さ 7. 0cm 径1 . 6 cm 孔径5mm 暗黄褐色で一部黒 斑あり 重 さは1 6

g である
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夏目遺跡6 4 号住居址（第I O 3 • I O 4図 ）

器種 番号 法量( cm) 特 徴
甑 1 1 1口径 22.3 1胎 ・ 褐鉄粒白色粒子石英成 ・ 孔部ヘラ 切り胴部下半頸部接合

器高 2 7. 0  粘 土帯積み上げ整・ 外面 胴部ヘラケズリ （ ノ ソ キ ン グ 痕 有 ） 内 面

胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普 外面 一部炭素付着色・橙褐

色 残・ 完 形
2 I口径1 6. s I胎 ・ 褐鉄粒白色粒子 成 ・ 孔部ヘラ 切り胴部と口縁部接 合 整・ 外面甑

甕

3
 

甕

器高 12. o I胴部ヘラケズリ 内 面 孔部周辺ヘラケズリ 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨ
コナデ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・ 内 外面風化 （二 次的熱強く 受ける ）

残・ 完 形

胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒成 ・ 底部と 胴部頸部接合 粘 土帯積み上げ 底
部上 がり底整・ 内 外面風化 不明瞭 焼・ 普色・橙褐色 出 ・ 鼈裾 残
• ½

4 口径1 4. 9 I胎 ・砂粒多 褐鉄粒 成 ・ 底部と 胴部 胴部下半頸部接合整・ 外面

鉢

鉢

器高 1s. o I胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ（ 底 部ヘラオサエ ） 口縁部内 外面ヨコ
ナデ 焼・ 普色・ 外 橙褐色内 黄褐色 使 ・ 外面胴 部 下 半炭素付着

出 ・ 貯蔵穴内 残・ ほぼ完 形
5 I口径12. 6胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒角閃石石英成・ 底部 と胴部 胴部と口縁 部接

器高 11 .5 合整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ヘラナデ ロ縁部内 外面ヨコ
ナデ 焼・ 普色・橙褐色 出 ・ 竃 内 残・ 完 形

6 I 口径1 3.1 胎 ・ 褐鉄粒成・ 不明 整・ 内 外面 胴部ナデ □縁部ヨコ ナデ 焼·良

器高 7 . 7 色・橙褐色 使 ・ 外面 切 藁 痕有 内 面 切藁 痕 多 し出 ・ 寵内 残・ 完

形

鉢 7
 

碗

胎 ・ 白色粒子角閃石成 ・ 底部上 がり底 粘 土帯積み上げ整・ 外面

胴部ヘラケズリ後ナデ 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ有 ） 口縁部内 外面
ョコナデ 焼・ 普 底部 外面炭素付着色・橙褐色 残・ 底部 胴部 ％

口縁部 ％
8 1口径11 . 9 /胎 ・ 褐鉄粒石英角閃石成・ 不明 整・ 外面 底部ヘラ ケズリ 内 面

増

器高 5.4 I 底部ナデ（ヘラオサエ有 ） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普 外面 一部炭

素付着色・橙褐色 残・ ほぼ完 形備 ・ 器 形歪 む

9 I口径1 0. 3胎・ 角閃石臼色粒子 成・ 底部と 胴部 胴部下半と 上半 頸部接合 （接

器高 1 4. 4 合痕明瞭） 口縁部 三段積み上け整・ 外面 胴部ヘラケズリ 後ナデ口

縁部ヘラケズリ後ヨコナデ 内 面 底部ヘラオサエ 胴部ナ デ （ヘラオサ

工有 ） 口縁部ヨコナデ（ヘラオサエ有 ） 焼・良 外面 底部炭素付着

色・橙褐色 使 ・ 内 面 底部鉄分付着か 残・ ほぼ完 形備 ・ ロ 唇部頸部内
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側環状に 擦 痕残る

手捏 I 1 o I 口径 6 .4 I胎 ・ 褐鉄粒石英成 ・粘土帯積み上げ 手捏ね整· 内 外面風化摩滅不

明瞭 焼 ・ 普 内 外面 一部炭素付着色・橙褐色 暗褐色 出 ・ 竃 袖 接

・ 竃 袖 南東壁 中 央付 近 竃 付 近 残・ロ縁部％欠損

土 製 I 1 1 

支脚

長さ1 2 .  0cm 、 上部径4 .3 cm 下部径5. 7 cm 

精選 さ れた胎土で白色粒子、 光沢 を もつ黒色粒子を 多量に 含 む 。 下半部は

や や ひ ろ がり 上面は わずかに く ぼ み 下 面は まる み を もつ。 焼 成は 比較

的良好である 。 上半 ％は黄色味を おびた赤 褐色で、 二次的に 火を 受けて お
り 下半％は黒 み が かった 褐色で ある 。 下半％ を 火床 に 埋め 込 んで使 用 し

た も のと 考 え ら れ また 上 面は 摩滅 の 痕 跡 が 認め ら れる 。 出土 位置は 竃

と は 全く 関係 の な い 場所で、 寵内 から 抜き 取 った後 、 廃 棄 さ れた も の と 考
え ら れる 。

夏 目 遺跡 6 5 号住居址（第I O 5 ~ I  O 9 図 ）

品種 番号 法量(cm) 特

甕

1 1 1 器高（31 .3 ) に ． 褐鉄粒石英小石微石成・底部 丸底に ：土 板貼付底はヘラケズ

りに より上げ底 底部と 胴部頸部接合整・ 外面 胴部下半ヘラケズリ
上半 不明瞭 内 面 ナデ 焼 ・ 普色・ 外黄褐色 内灰 褐色 接 ・ 北

西コ ーナ ー 寄 中 央 西寄 残 ·胴部上半 一部及び 口縁部％欠損
2 I 口径1 6.1 I胎· 石英褐鉄粒成 ・底部上 がり底 胴部下半頸部接合 粘土帯積み

甕

甕

甕

甕

甑

器高 34. o I上げ整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ 多し）

焼 ・ 普色・黄褐色 使 ・ 外面 一部炭素付着胴部下半焼土付着残・ ほ

ぼ完形
3 I 口径1 9.2胎• 石英褐鉄粒成．胴部下半頸部接合 粘土帯積み上げ整・ 外面

器高 32. 9 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼 ・ 普色・

黄 褐色胴部下半炭素付着使 ・ 外面風化摩滅著しい 残・ 完形

4 1口径1 7.1 胎 ・ 褐鉄粒成 ・胴部下半頸部接合 粘土帯積み上げ整・ 外面 胴部

器高 30.8 ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普胴部内 外
面 一部炭素付着色・ 外 橙褐色 内黄褐色使 ・胴部下半 一部炭素付

着 外面胴部下半二次的熱著しい 残· ほぼ完形（胴部 一部欠損 ）

51口径1 7.5胎 ・ 褐鉄粒多 成 ・胴部下半頸部接合 粘土帯積み上げ整・ 外面 胴

器高 33.4 部ヘラケズリ ロ縁部ヨコナデ後ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部ヨ

コナデ 焼 ・ 普色・橙褐色 使 ・胴部下半 焼土付着残・ ほぼ完形

6 1 口径 24.2胎 ・ 褐鉄粒多 成・胴部下半頸部接合 粘土帯積み上げ整・ 外面 ・胴

器高 2 9.5 部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼 ・ 普 外面 一

部及び 内面炭素付着色・ 外黄褐色 内 黒色 残・ ほぼ完 形（口縁部
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甕

一 部欠損）

胎・ 白色粒子 褐鉄粒角閃石成・頸部接合整・外 面 胴部ナデ 内

面 胴部ナデ 頸部及び口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 出

・床直 残・ロ縁部％

胎・角閃石褐鉄粒白色粒子 成・頸部接合整・外 面 胴部ヘラケズ

リ 内 面 胴部ナデ （ヘラ オ サエ有 ） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良

口縁 部内 面 一部炭素付着色・黄褐色 使 ・外 面風化摩滅 残・ロ縁 部％

胎・ 褐鉄粒成． 頸 部接合 帖土帯積み上げ整・外 面 胴部下半ヘラケ
スリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・普外 面 一部炭素付

着色・橙褐色 残・底 部 胴部上半 口縁部％

甕

I 1 o 口径 16.5 I胎・ 褐鉄粒多 成・胴部下半 頸部接合 粘土帯積み上げ整・外 面 胴

7
 

甕

8
 

甕

，

甕

I 1 1 

部ヘラケズリ 内 面 胴部ナ デ （ヘラオサエ有 ） 口縁部内外 面ヨコナデ

後ヘラオサエ有 り 焼・普色・黄褐色 使 ・外 面風化摩滅 出 ・床直

残・底 部欠損

胎・ 褐鉄粒白色粒子石英成・頸 部接合 帖土帯積み上げ整・内外

面風化摩滅不明瞭口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・ロ

縁部 一部

甕

I 1 2 I n径 13.3 I胎・ 褐鉄粒多 白色粒f 多 成・胴部下半 頸部接合整・外 面 胴

部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ （ヘラオサエ有 ） 口縁部内外 面ヨコナデ

焼・普色・橙褐色 出 ・床直 残・底部欠損 備 ・ロ縁部外 面下半ヨコ
ナデ後ヘラケズリ

甕

1 3 口径 14.3胎・ 褐鉄粒角閃石砂粒成・頸 部接合口縁部粘土紐接合痕有 整・
外 面 胴 部ヘラケズリ （ヘラオサエ有 ） 内 面 胴部ヘラオサエ後ナデ

口縁部内外 面ヨコナデ 焼・普外 面 一部炭素付着色・黄褐色 接 ・南

西コ ーナ ー付近 北東コ ーナ ー付近 残・胴部 一 部 □縁部

胎・石英褐鉄粒角閃石白色粒子 成・底部と 胴部 頸部接合 粘土

甕

I 1 4 

幣積み 上げ整・外 面 口縁部 から 底部 まで一 気 にヘラケズリ 内 面 胴

部ナデ （ヘラオサエ有 ） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面 一 部炭素

付着色・外 黄褐色橙褐色 内 橙褐色 出 ・貯蔵穴上 残· 底部
胴 部％

甕

I 1 s I口 径 1s. 3 I胎・ 褐鉄粒多 白色微 石 多 成・頸 部接合 枯土帯積み上げ 口縁 部二段

積み 整・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナ

デ 焼・普外 面胴部 一部炭素付着色・橙褐色 使 ・外 面風化二 次的熱

受 ける 残・胴部 ％ 口縁部

胎・ 白色粒子 成・頸部接合整・内外 面 胴部風化摩滅不明瞭口縁部

甕

I 1 6 

ミズビキ 焼・普色・橙褐色 使 ・ロ縁部内 面炭素付着出 ・南東 壁 中
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央付 近 残・ ロ縁部％

甕

I i 7 I 器 高 （12. 3 )  I胎 ・ 褐鉄粒白色粒子石英成 ・ 頸部接合口縁部二 段積み上げ整・

外 面 胴部ヘラケズリ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 悪 色・橙褐色（赤

味強 ） 使 ・ 内外 面鉄分付着出 ••床直 残・底部 胴部％ 口縁部 一部

甕

I 1 8 胎 ・ 褐鉄粒白色粒子 成 ・底部と 胴部 頸部接合口 縁部二段積み上げ

粘土帯積み上げ整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内 面 底部 及び胴部

ナデ （弧 状ヘラ 痕） 口 緑部内外 面ヨコナデ 焼・ 普内外 面炭素付着

色・ 淡橙褐色 使 ・底部 に 切 藁痕 （ 数ケ 所有 ） 出 ・ 床 直 残・底部 ％
胴部％ 口縁部％ 備 ・ 籾痕 廃 棄後 破片 の 状態で燻る も の 有り

甕

I 1 9 I 底 径 8 . O I胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒成·粘土帯積み上げ整·内外 面風化摩滅不明瞭

甕

I 2 o 

焼・良色・黄褐色 接 ・ 南西コ ーナ ー ほぼ中央 残・底部 胴部下半

胎 ・ 白色粒子 褐鉄粒成 ・ 不明 整・外 面 ヘラケズリ 内面 ナデ

焼・ 良 色・外 黄褐色 内 橙褐色 残・底部

甕

I 2 1 I 底径 6 . o I胎· 褐鉄粒多 成・底部と 胴部接合 （接合部分で 分離 ） 整・外 面 ヘラ

ケズリ後ナデ 内 面 ナデ （ヘラオサエ有 ） 焼・良外面 一部炭素付着

色・外 灰 褐色 内 黄褐色 使 ・ 内 面帯 状 に炭素付着 出 ・ 床直 残．

底部

詞 2 2 I口径 （1 7. 0)胎 ・ 角閃石白色粒子 成 ・脚部と 坪底部 坪底部と 坪縁部 接合 坪縁部

二段積み上げ整·外 面 坪底部ヘラケズリ後ナデ 内 面 坪底部ナデ

坪縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 残・ ½
高坪 I 2 3 I口径 1 6.8 胎 ・ 角閃石白色粒子 成 ・裾部と 脚 部 脚部と 坪底部 坪底部と 坪縁部

器 高 12. 6 接合整・外 面 裾部ヨコナデ 内 面 脚部ヘラケズリ ロ 縁部内外 面ヨ

コナデ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・ 焼土及び鉄分付着 支脚と して使 用

出 ・ 寵内 残・ ほぼ完形（ 坪縁部％ 欠 損）

高 坪 I 2 4 1口径 1 0. 0  1胎 ・ 石英白色粒子 成 ・脚部と 坪底部接合 か？ 整・ 内外 面風化摩滅不

明瞭 焼 ・良色・橙褐色 使 ・ 内外 面風化摩滅 出 ・ 床直 残·裾部

脚部 坪底部 ％ 坪縁部 一部
高 坪 I 2 5 胎・ 白色粒子石英成 ・粘土帯積み上げ 整 ・ 内外 面 裾部ヨコナデ

脚部ナデ 焼・良色・橙褐色 残・裾部上半％ 脚部
高 坪 I 2 6 I底径 ， ．2 I胎 ・ 褐鉄粒多 白色粒子 多 成・ 不明 整・ 内外 面風化 不明瞭 焼・良

色·橙褐色 残． 裾部 ％ 脚部 坪縁部下半％

高 坪 I 2 7 胎· 白色粒子 成・裾部と 脚部接合 粘土紐積み上げ整・ 内外 面 脚部

ナデ 裾部ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残 ．裾部脚部 杯底部％

坪縁部 一部

高 坪 I 2 8  I 底径 1 3. 6 I胎 ・ 角閃石白色粒子 成 ・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 接合 （接合部 分で

分離 ） 整・外 面 脚部ヘラミガキ 裾部ヨコナデ後ヘラミ ガ キ 内 面
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裾部ヨコ ナデ （ ヘ ラオサエ 有 ） 焼・良色・ 赤 褐色 残． 裾部％ 醐部

婉 2 9 口径 1 7. 7 胎・ 石英 成・ 底 部と 胴部 頸部接合口縁部二段積み 底部上 がり底

器高 1 0. 5 （周囲ヘ ラケズリ ）整・外 面 胴部 ヘ ラケズリ 内 面 胴部 ナデ （ ヘ ラ

オサエ有 ） 口縁部内外 面ミズビキ 焼・良胴部外 面 一部炭素付着色
・橙褐色 使 ・ ロ縁部内外 面 切藁痕 出 ・ 北西コ ー ナ ー付近壁 残・ ほぽ

完形 （口縁部 一部 欠 損 ）
手捏 I 3 o I口径 4 . 9 胎・ 石英 角閃石成・ 手捏ね整・外 面 ナデ 内 面 ヘ ラケズリ か？

器高 2 .8 焼・良色・橙褐色 残・ ほぼ完形

坪 3 1 口径 1 3.8 胎・ 角閃石白色粒子 成・ 底部と口縁部接合 枯土 ねり込み整・外 面

器高 5.0 底部 ヘ ラケズリ 内 面 底部同心円状 ナデ （ ヘ ラオサエ有 ） 口縁部内外

面ミズビキ 焼・ 普外 面 一部炭素付着色・橙褐色 残・ ほぼ完形 （ロ

縁部 一部 欠 損 ） 備 ・ 廃 棄後二 折 の状 態で燻る も の鉄分付着の も の有り

坪 3 2 口径 1 3.0 胎・ 角閃石白色粒子 成・ 底部と口縁部接合整・外 面 底部 ヘ ラケズ

坪 3 3 

器高 5.0 リ ロ縁部内外 面ミズビキ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・ 内外 面 一部炭素付

着 残・½

胎・ 褐鉄粒多 成・ 底部と口縁部接合整・ 内外 面風化摩滅不明瞭 焼・

良器 面軟弱 色・橙褐色 残・ ½
坪 3 4 口径 1 3. s I胎・ 褐鉄粒成・ 底 部と口縁部接合整・外 面 底部 ヘ ラケ ズ リ 内 面

器高 5. 6 底部同心円状 ナデ ロ縁部内外 面ヨコ ナデ 焼・ 蒋 色・橙褐色 残． ％

坪 3 5 器高(5.0 ) 胎・ 褐鉄粒白色粒子 成・ 底部と口縁部接合整・ 外面 底部 ヘ ラケズ

リ 内 面 底部同心円 状 ナデ ロ縁部内外 面ヨコ ナデ 焼・ 普底部外 面

炭素付着色・橙褐色 出 ・ 床直 残・ ½
坪 3 6 口径 1 6. 7 胎・ 褐鉄粒成・ 底部と口縁部接合整・外 面 底部 ヘ ラケ ズ リ 後 ヘ ラミ

坪 I 3 7 

器高 4 . 9 ガキ 内 面 底部同心円状 ナデ ロ縁部内 外面ヨコ ナデ 焼・良底部外

面 一部炭素付着色・黄褐色橙褐色 残・ ほぼ完形 （口縁部一部 欠 損）
胎・ 石英 褐鉄粒成・ 底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズリ 後

ナデ ロ縁部ヨコ ナデ 内 面 風化剥離 不明瞭 焼・良色・橙褐色 残
• ½

坪 3 8 1 器高（5.2 ) 胎・ 白色粒子 石英 成・ 底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘ ラケズリ

坪 I 3 9 

坪 I 4 o 

内 面 底部 同じ円状 ナデ ロ縁部内外 面ミズビキ 焼・良色・ 赤 褐色

橙褐色 使 ・ 底部 一部炭素付着 二 次的熱著しい 残・ ½
胎・ 褐鉄粒白色粒子 成 ・ 底部と口縁部接合整・ 外面 底部 ヘ ラケズ

リ ロ縁部内外 面ヨコ ナデか？ 焼・良底部外 面炭素付着色・ 外 橙

褐色 黒灰色 内 橙褐色 残 ．％ 備 ・ ニ次的 熱著しい

胎・ 白色粒子 成・ 底部と口縁部接合整・外 面 底部 ヘ ラケズリ 内 面
底部 ナ デ （ 籾痕有 ） 口縁部内 外面ヨコ ナデ 焼・良色・ 橙褐色 使 ・
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坪 4 1 口径 1 6 .6 

器高 5 .9 

埒 4 2 

土錘I 4 3 

手捏 1 4 4

土製

品

内面剥離 風化 残・底部 口縁部 ¼

胎・褐鉄粒石英 成 ・不明 整・外 面 胴部ヘラケズ リ 後ナデ 内面

粗い ハケ状 工具 調整後ナデロ縁部内外面ミ ズビキ 焼・良色 ・橙褐色

黄褐色 残・ほぼ完形 （口縁部 一部欠損 ）

胎 ・褐鉄粒 多成 ・頸部接合整・ 内外面 風化摩滅不明 瞭 焼 ・ 普色 ・

橙褐色 残・底部 ½ 胴部 ％

長 さ8 .3 cm 径2 .3 cm 孔径6mm 暗 黄褐色で 一部黒 斑 あり 、 重 さは 3 6

g で ある 。

長径6 .7 cm 短径6 .1 cm 高 さ3 .0 cm 

胎土に径1mm 程の ス サを 含 む 手 捏ね で 、 器具を使 用した 痕跡 は 認 め ら れ

な い 。 平面 形は不整な 楕円 形 で 、 中央 部 が く ぼ む 。 焼成は 悪く表 面は 軟弱

で ある 。 外 面は黄褐色 く ぼ み 部 分及び周辺は 黒灰色で 、 炭素が付着して

いる 。

夏 目 遺跡 6 6 号住居址（第11 0 図 ）

器種 I番号 I法量(cm) 特 徴

甕

甕

2
 

1 I口径 1 6 .9胎・白色 粒子 成 ・頸部接合 粘 土 帯積み上 げ（内面接合痕明瞭） 整・

外面 胴部ハケ調整 肩部及び 口縁部ミ ズビキ 内面 胴 部ナデ ロ縁部

ハケ調整後ミ ズビキ 焼・ 普色 ・橙褐色（ 外面黒ずむ ） 残 ・胴部上半

一 部 口縁部

胎・ 石英 角閃石 成 ・底部と胴部頸部接合 整・ 外面 風化摩滅不 明瞭

内面 胴部ナデ（ヘラ オサエ有 り ） 口縁部ヨコナデ 焼 ・ 普色 ・橙 褐

色 出・寵 残．％

甕

3
 

胎・ 角閃石 石英 成 ・底部と胴部 頸部接合 整・外 面 風化不 明 瞭

甕

婉

内面 胴部ナデ（ヘラ オサエ有り ） 口縁部内外面ヨコナデ 焼・ 普 色

．橙褐色 残・ロ縁部 ％欠損

4 I底径 5 .4
1

胎・白色 粒子 角閃石褐鉄粒 成 ・底部上がり底 整 ・外 面 ヘラケズ

リ 内面 ナデ 焼 ・ 普色 ・灰褐色 残・底部

5 I 口径 11 .2 胎・ 角閃石 成 ·頸部接合 整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内面 胴

器高 6 .  1 部ナデ 後 暗 文 口縁部内外面ミ ズビキ 焼・良 胴部 外面 一部炭素付着

色 ・外 橙褐色灰褐色 内 橙褐色 残・ほぼ 完 形

紺�
6

 
胎・白色 粒子 成 ・胴部下半と上半接合 整・外 面 胴部下半ヘラケズリ

（ヘラミ ガキ状 ） 上半ナデ 内面 ナデ 焼・良 外面 一部炭素付着

色 ・橙褐色 残・ロ縁部欠損
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夏目遺跡6 8 号住居址（第1 1 1 図 ）

器種1 番号 1 法 量(cm)

甕

1
特 徴

坪

坪

胎 ・ 白色微石角閃石褐鉄粒成·頸部接合 胴部粘 土帯積み上げ口

縁部二段積み上げ整・ 外面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内 面 胴部ナデ（
ヘラオサエ有り） 口縁部内外 面ミズビキ 焼・ 普外 面 一部 内 面炭素

付着色・ 外 橙褐色 内 灰 褐色 残・ ½

胎・ 褐鉄粒成・底部と口縁部接合 整 ・ 内 外面風化摩滅不 明 瞭 焼・良

外 面底部 一部炭素付着色・橙褐色 残・ ¼
3 I 口径11 . 5 I胎・ 白色粒子 褐鉄粒成・底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズ

2
 

坪

堪

器高 4 .3 I 1 ) 後ナデ 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面二回ミズビキ 焼・良色・橙
褐色 残・ ほぼ完形

4 I 口径(11 . 7 )  胎・ 角閃石褐鉄粒成・底部と口縁部接合整· 外面 底部ヘラケズリ
器高 3 .8 後ナデ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼・良外 面

口縁部及び 内 面炭素付着色・外 黄褐色灰 褐色 内灰 褐色使 ・ ロ

唇部内 側 から の 打撃 に より剥離 み られ る 残・ ロ縁部％欠損

胎・ 白色粒子 成・底部と 胴部接合 か？ 整・ 内 外面風化摩滅不明瞭 焼

・良色・橙褐色 残・ ロ縁部欠損

5
 

夏目遺跡6 9 号住居址（第1 1 2~ 1 1 4図 ）

甕

器種 番号 法 量(cm) 特 徴

甕

1 1 1口径1 4. 7 1胎・ 褐鉄粒成・胴部 下半頸部接合 胴部粘 土帯積み上け （接合痕部 分

器高 32. 7 的 に明瞭） 整・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 底部及び胴部ナデ（ヘラ

オサエ有り） 口縁部内外 面ヨコ ナデ 焼· 普色・橙褐色 使 ・外 面風
化摩滅 残・胴部下半及び底部 一部欠損

2 I 口径1 6.2 I胎 ・ 白色粒子角閃石成・胴部下半頸部接合 粘 土帯積み上げ整·

甕

甕

器高 28.5I外 面 風化摩滅不明瞭 内 面 胴部ヘラ ナデ 焼・ 普色・ 黄 褐色 使 ・

外 面風化摩滅 残・胴部 ％欠損 備 ・ 復 原 不良作り粗雑
3 I 口径18.0胎 ． 粗 い 礫 多 褐鉄粒成・頸部接合 胴部粘 土帯積み上げ 整 ・ 外面

器高 22.2 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ ） 口縁部内 外面ヨコナデ

焼・ 普色・橙褐色 使 ・ ロ縁部％著しく二次的 熱受け る 残 ・胴部 ％欠

損 備 ・ 復 原 不良

4 1口径1 6 .5胎 ・石英細 砂 褐鉄粒成・底部上 がり底 胴部下半頸部接合 粘 土

器高 2 6.3 帯積み上げ口縁部二段積み上げ整・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴

部ナデ（ヘラオサエ有り） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色

使 ・外 面風化摩滅 残・ ほぼ完形
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甕

甑

甕 7
 

X紺n

5 I 口径 12 . 9胎・石英褐鉄粒 成・頸部接合 粘土帯積み上 げ（内 面上部接合痕明瞭

器高 17. 5 ) 整・外面 胴部下半ヘラ ゲ ズリ 上半ヘラケズリ後ナデ 内面 胴部

ナデ ロ縁部内外 面ミ ズビキ 焼・ 普 外 面 口縁部 一部炭素付着色・橙

褐色 黄褐色 使・胴部下半剥離欠損著しい （二次的熱 ） 胴部上半 口

縁部外面鉄分 付着 残・ほぼ完形

6 I器高 2 0 .2 I胎・黒 色 粒 子成・ 孔部ヘラ 切 り 胴部粘土帯積み上 げ 口縁部 三 段 積み

上 げ 整・外 面 胴部ヘラケズリ ロ縁部 風化不 明瞭 内面 胴部ナデ（

下半ヘラオサエ有 り） 口縁部ヨコナデ 焼・良 外 面一部炭素付着色

・ 黄褐色 残・ロ縁部％欠損

胎・石英角閃石褐鉄粒 成・胴部下半 頸部接合 粘土帯積み上 げ

8
 

痺志

口縁部二段積み上 げ 整・外 面 胴部ヘラケズリ 内面 胴部ナデ（ヘラ

オサエ） 口縁部内外面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 黄褐 色 残・胴

部％ 口縁部％

胎・白色 粒 子褐鉄粒 成・ 枯土帯積み上 げ 整・外 面 胴部ヘラケズリ

内面 胴部ヘラミ ガキ 焼・良 外面一部炭索 付着色・橙褐色 残．％

9 I口径 15. o I胎・白色微石 角閃石 成・胴部下半 頸部接合 胴部 及び 口縁部粘土帯

甕

I 1 1 

積み上 げ 整・外 面 風化摩滅不 明瞭 内面 胴部ナデ（ヘラオサエ有り

） 口縁部 風化摩滅不 明瞭 焼・ 普色・橙褐色 残・ 胴 部 口縁部％欠

損

甕

1 0 口径 17. 6胎・白色粒 子角閃石褐鉄粒 成・頸部接合 胴部粘土帯積み上 げ 整

・外 面 胴部ヘラケズリ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外 面 ヨコナデ 焼・

普 外 面胴部 一部炭素付着色・橙褐色 使・内面剥離 欠損 残・胴部上

半％ 口縁部

胎・石英褐鉄粒 成・胴部下半頸部接合 整・外 面 胴部ヘラケズリ

後ナデ 後下半ヘラミ ガキ 内面 胴部ヘラケズリ後ナデ ロ縁部内外 面 ヨ

コナデ 焼・ 普色・橙褐色使・外 面鉄分 付着 出・ 竃内 残・胴部 ％

口縁部％

壺 1 2 口径 19. 9胎・白色粒 子石英 角閃石 成・頸部接合 粘土帯積み上 げ 口縁部二

段 積み上 げ 整・外 面 胴部 風化摩滅不 明瞭 口縁部内 外面数 回ミ ズビキ

焼・ 普 外面一部炭素付着色・橙褐色 出・ 貯蔵穴内 残・胴部 一部

口縁部 （ 一部欠損）

甕 1 3 口径 11.2 胎・白色 粒 子石英 角閃石褐鉄粒 成・胴部下半 頸部接合 内面 一

器高 13. 3 部接合痕明瞭整・外 面 風化摩滅不 明瞭底部周囲一 部ヘラケズリ胴

部粗い ハケ調整 内面 底部 及び胴部下半ハケ調整上半ナデ ロ縁部内

外 面ミ ズビキ 焼・ 悪色・橙褐色 暗 褐色使・外面一部及び 内面胴部

上半炭素付着 二次的熱受ける 出・ 貯蔵穴内 残・ほぼ完形
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甕

1 4 底径 6.0胎・ 白色粒子 石英褐鉄粒成・胴部下半接合 粘土帯積み上げ整・

外 面 風化不明瞭 内 面 ナデ 焼・ 普外 面胴部 一部炭素付着残·胴

部上半％ 口縁部欠損

甕

1 5 底径 6.0胎・ 石英褐鉄粒多 成・底部上 がり底風 枯 上帯積み上げ 胴部外 面 に

籾 痕 整・外 面 風化摩滅不明瞭 内 面 底部ナデ（ヘラオサエ有 り ）

胴部下半 ヘラケズリ 上半ナデ 焼・良色・橙褐色 使 ・風化摩滅著し

い 一部焼土付着 残・胴部上半及び口縁部欠損
高坪 I 1 6 I口 径 1 7.8 胎・ 白色粒子 成・脚部と 坪底部 ！斉状粘土で接合 坪底部と 坪縁部接合 （

接合部で分離 ） 整·外 面 裾部ヨコナデ 脚部ヘラケズリ後ナデ 坪底
部ナデ 内 面 脚部ヘラケズリ後下半ナデ 坪底部 ナデ裾部ハケ調整

坪縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・ 内 面 坪底部 一部焼土付

着 坪縁部 脚部％二 次的 熟強く 受ける 外 国風化摩滅 出 ・ 竃 内 残．

裾部欠損

高坪 1 7 I口径 l7.8 I胎・ 褐鉄粒 成・ 坪底部と 坪縁部接合整・ 内 外面 坪底部ナデ 坪縁部

ョコナデ 焼・ 普外 面 坪底部 一部炭素付着色・橙褐色 残・脚部 以 下

欠損
碗 I 8 口径 12. 6胎・ 石英角閃石褐鉄粒成・頸部接合整・外 面 胴部 下半ヘラケズ

器高 7 .2 リ上半ナデ 内 面 胴部ナデ □縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面 底部
及び胴部 一部炭素付着色・外 橙褐色 暗 褐色 内 橙褐色 使 ・外 面

胴部上半炭素付着 残・ ほぼ完形
婉 I 1 9 I口径 9.1 胎・ 石英褐鉄粒多 成・頸部接合 底部上 がり底 （内 面胴部 弧状ヘラ

器高 6.5 痕明 瞭 ） 整・外 面 ヘラケズリ後ナデ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面

ョコナデ 焼・良色・橙褐色 使 ・胴部 一部炭素付着残・ 完形

碗 I 2 o 口 径 12.8 胎・ 白色粒子 石英褐鉄粒多 成・ 不明 整・ 外面 胴部下半ヘラケズ

器高 6.8 リ 上半ナデ（ 一部粗 いハケ目残る ） 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ有 り

） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・良外 面底部 一部炭素付着色・橙褐色

使 ・外 面 一部鉄分付着 残・ ほぼ完形

碗 I 2 1 I口径 11 .5胎・ 白色粒子 石英角閃石褐鉄粒成・底 部と 胴部頸部接合 枯土

器高 8 .2 帯積み上げ整・外 面 胴部 下半 （底部と の接合部 ） 指頭圧 痕 か？ 胴部

ナデ 内 面 胴部ナデ 胴 部上半及び口縁部内外 面ミズビキ ロ縁部ヘラ

オサエ 焼・良内 面胴部及び底部炭素付着色・橙褐色 出 ・ 貯蔵穴内

残・ ほぼ完形

碗 I 2 2 I口径1 4.5胎・ 白色粒子石英角 閃石褐鉄粒多 成 ・底部と 胴部 頸部接合整

器高 11 . 5 ・外 面 底部ヘラケズリ 胴部ヘラケズリ後ナデ ロ縁部ミ ズ ビキ 内 面

胴 部ナデ ロ縁部ヨコナデ 焼・ 普色・外 橙褐色 赤 褐色 内 橙褐

色 使 ・外 面胴部 一部及び口縁部 環状 に炭素付着二 次的熱受ける 残．
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完形
碗 I 2 3 口径1 0. 9胎 ・ 石英角閃石褐鉄粒成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 胴部

器高 5. 9 ナデ 内 面 胴部ヘラミガキ状ナ デ ロ縁部内外 面ヨコ ナデ 焼・良色

． 橙褐色 使 ・外 面胴部 一部炭素付着口縁部内外 面 環状炭素付着出 ・

床直 残・完形

碗 I 2 4 口径1 3.8胎 ・ 白色微石 石英角閃石褐鉄粒成 ・頸部接合 口縁部二段積み上

器高 6 .2 げ か？ 整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内 面 胴部 ナデ ロ縁部内外

面ミズビキ焼・ 普外 面胴部及び口縁部 一部炭素付着色・橙褐色 出
・ 貯蔵穴内 残・ ほぼ完形

碗 I 2 s I口径12. 3胎 ・ 白 色微石石英褐鉄粒多 成 ・頸部接合整・外 面 胴部ヘラケズ
器高 5. 4 リ後ナデ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良内 面胴部 一

部炭素付着色・橙褐色 使 ・鉄分付着出 ・ 竃 裾 残・ ほぼ完形

坪 I 2 6 I口径1 4. 4胎 ・ 石英褐鉄粒 成・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ

器高 6 . 4  内 面 底部同心円状ナデ（ヘラオサエ有り） 口縁部内 外面ヨコナデ 焼
・ 普外 面底部 一部炭素付着色・橙褐色 残・ ロ縁部 ％ 欠 損

坪 2 7 口径（15. 2 )胎 ・ 石英成・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラ ケズリ 内 面 底

部同心円状ナデ（ヘラオサエ有り） 口縁部内外 面ミ ズ ビ キ焼・良色

． 橙褐色 残． ％ 備 ・底部 歪 む
坪 I 2 8  1口径12. 3 胎 ・ 細砂 褐鉄粒成 ・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ

器高 4. 0 稜部 分ヘラ に よる 不 連続調 整 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内 外面ヨ

コナデ 焼・良外 面底部炭素付着色・橙褐色 残・ ほぼ完形

鱈 I 2 9 I口径15. 0胎 ・ 白色粒子石英角閃石褐鉄粒多 成・ 不明瞭 整 ・外 面 胴部 へ

器高 18. 0 ラミガキ内 面 不明瞭（ヘラオサエ有り） 口縁部内 外面下半ヘラミガ

キ上半風化 不明瞭 焼・良外 面胴部 一部炭素付着 色 ・橙褐色 残．

胴部 口縁部上半％欠損
}甘 I 3 o I口径 9.8胎 ・ 白色粒子石英成 ・頸部接合整・ 内外 面風化 不 明瞭 焼・ 普色

器高 1 3. s I ·橙褐色（赤味強い ） 使 ・ 内外 面剥離 風化 二次的熱受 ける 外 面 一部

炭素付着 外 面胴部上半 口縁部剥離 風化著しい 出 ・ 寵内 残・ ほ

ぼ完形
諒 3 1 口径1 0. 8胎• 細砂粒整・外 面 底 部手 持 ちヘラケズリ後ナデ 胴部上半 ロ ク ロナ

器高 9. 4 デ 内 面 指ナデ 他は ロ ク ロナデ ロ縁部 波状 櫛描 胴部 刺突 か？ 孔

は調 整後外 側 から 穿つ f吏 ・外 面底部風化 残・ ロ唇部 欠 （ 故意 か）
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夏目遺跡7 0 号住居址（ 第 I I 5 図 ）

器種 番号 法量(cm) 特

甕

1 1 1 底 径 5 .8 1胎・ 角閃 石 成 ・ 粘土帯積み上け整・外 面 胴：ヘラケズリ後ナデ 内

面 胴 部ナデ （ヘラオサエ 有り） 底 部ヘラオサエ有り 焼 ・ 普外 面 一

部炭素付 着 色・外 橙褐色内 黄褐色 使 ・外 面焼土付着（ 二 次的熱

受 ける ） 内 面 底 部 環状 煤付 着 出 ・ 寵 残・ 底部
2 I 口径 1 6 . 6胎 ・ 白色粒子細 砂 多 褐鉄粒成 ・ 孔部ヘラ 切り後ナデ 胴部粘土帯積甑

坪

器 高 1 3 .2 I み上げ整・外 面 胴 部ヘラケズリ後ナデ ロ縁部 不明 内 面 胴部ヘラ
ケ ズ リ後ナデ上 半ヘラナデ ロ縁部ヨコナデ （ヘラオサエ 有り） 焼・

普外 面 一 部炭素付 着 色・橙褐色黄褐色 使 ・外 面胴部 一部剥離 欠損

残・ ほぼ完形

詞 3 I 口径 1 9 . 0胎 ・ 白色粒子 成・裾部と 脚部 脚部と 坪底部 餡状粘土 坪底部と 坪縁部
器 高 1 4 . 7 接合 脚 部粘土 紐巻き上げ 坪縁部二段積み上げ整・外 面 裾部ミズビ

キ後 一 部暗文み ら れる 脚部ナデ 坪縁部ミズビキ 内 面 裾部ミズビキ

脚 部ヘラケズリ 坪縁部ミズビキ後暗文 坪底部内外 面ナデ 焼・良色

． 橙褐色 残．裾 部及び 坪縁 部％欠損
4 I 口径 （1 3 .3 ) I胎 ・ 石 英褐鉄粒多 成 ・ 底部と 口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズリ

坪

器 高 4 .  6 I内 面 底 部ヘラミガキ （暗文状 ） 口縁部内外 面ヨコナデ後 外面ヘラミガ

キ 焼・ 普外 面 底 部 一 部炭素付 着 色・橙褐色 残． ％ 備 ・ ロ唇部 波

状 に 打 ち欠い ている 。
5 I 口径 1 4 . 6胎 ・ 白色粒f 多 褐鉄粒成・ 底 部と 口縁 部接合 成・外 面 底 部ヘラケ

器 高 4 . 7 ズリ 内 面 底 部同心円状ナデ い縁 部内外 面ヨコナデ 焼・良色・ 赤

褐色 残． ％

坪 6

 
胎 ・ 小 石 少 衛鉄粒成 ・ 底 部と 口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ

[]縁 部ミズビキ 内 面 底 部ナデ後ヘラミガキ か？ 口縁部ヨコナデ 焼
・ 普外 面 底 部 一 部炭素付 着 色・橙褐色 出 ・ 貯蔵穴内 残・ ½

坪 7 []径 12 .8胎 ・ 褐鉄粒多 成・ 底 部と 口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ か？

器 高 4 .8 内 面 底 部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良 外面 口縁 部 一

部 口唇 部％炭素付 着 色・黄褐 色 残・ 完形

杯 8 器 高 4 .4 胎 ・ 白色粒—f 褐鉄粒成 ・ 底 部と 口縁部接合整・ 内外 面 風 化摩滅不明

瞭 「l 縁 部ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色 使 ・風化摩滅不 明瞭 出 ・ 鼈

内 残． ％ 備 ・ 復原 不良

坪 9 口径 12 . 9  胎 ・ 白色粒子 成・ 底 部と 口縁部接合整・外 面 底 部ヘラケズリ 内 面

器 高 4 .5 底 部ナデ （ヘラオサエ有り） 口縁 部内外 面二回のミズビキ 焼 ・良外

面 底 部 環状 に炭素付 着 色・橙術色 使 ・ 内 面 口縁 部摩滅 残· % 
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坪 I 1 o I 器 高（ 3． 8) 1 胎 ・白色 粒子 成 ・底部と 口縁部接合 口縁部二段積み 上 げ 整・外 面

底部ヘラケズリ ロ縁部ヨコナデ 内 面 風化不 明瞭 焼 ・ 普 色 ・ 黄褐

色 橙褐色使 ・ 内 面底 部 剥離 著しい 残．％

坪 1 1 口径 13 .0 胎・白色 粒子 多成・底 部 と 口縁部接合 整・ 内外 面底 部 風化摩滅不 明瞭

器 高 4 .5 口縁部ミ ズビキ 焼・ 普色 ・橙褐色 残・ロ縁部％欠損

坪 1 1 2 1 口径 17 .8 胎． 0 .1~ 0 .2砂粒 成 ・ 不 明 整・外 面 底部ヘラケズリ ロ縁部ヨコ

器 高 5 .2 ナデ 内 面 丁寧なヘラミ ガキ 焼· 普色 ・外 橙褐 色 内 黒色 残

．％ 備 ・ 内 面黒色仕上 げ

夏 目遺跡 7 1 号住居址（第11 6 ·11 7図）

器種 I番号 I 法量(cm) 特 徴

甕

甕

甕

1 I 口径 15 .3胎・褐鉄粒 砂礫 多成 ・底部と胴部 胴部下半頸 部 接合 口縁部三 段

器 高 32 .7 積み か ？ 整・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨ

コナデ 焼・ 普色 ・赤褐色使 ・外面炭素付着 胴 部 下半 焼土付着著し

い 残・ほぼ完形

2 I口径 15 .8 胎・褐鉄粒 成 ・胴部下半頸部接合 粘土帯積み上 げ（痕跡明瞭） 整

器 高 3 4 .1 ・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ 有） 口縁部内外

面ヨコナデ 焼・ 普色 ・外 赤褐色 内 橙褐色使 ・胴部 中位焼土付

着 残・ほぼ 完 形

3 I口径 15 .6胎・褐鉄粒 角閃石 石英 成 ・底部上 がり底 胴部下 半頸部接合 粘

器 高 35 .2 土帯積み上 げ 口縁部二段積み上 げ 整・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面

胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色·橙褐色 使 ・胴部外 面下

半炭素付着 残・胴部 中位％欠損 備 ・底中心 よりず れ る口縁部 一部二

次的熱 著しい

甕

41 
I
胎・褐鉄粒 細砂 成 ・ 粘土帯積み上 げ 整・外面 ヘラケズリ 内 面

ナデ 焼・ 普 外 面 一部炭素付着色 ・橙褐色 残 ・底部 胴部下半

甑 5 1 口径2 4 .0 胎・褐鉄粒 砂礫 多成・ 孔部ヘラ切り 胴部下半頸部接合 粘土帯積

器 高 2 8 .4 み上 げ 整・外 面 胴部ヘラケズリ後ナデ 内 面 胴 部 下半ヘラケズリ後

ミ ガキ 上半ナデ 後ミ ガキ 口縁部内外 面 ヨ コナデ 焼・良 内外 面 孔部

周囲炭素付着色 ・橙褐色 残・ほぼ完形 備 ・ロ縁部 内外 面二次的熱受

ける か ？

甑
I 

6 1 口径 1 4 .0 胎・褐鉄粒 角閃石 石英白色 粒子 成 ・ 粘土帯積み上 げ 孔は小 さな

器 高 8 .9不整円 形1 4ケ所に穿孔 整 ・外 面 胴部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ（

弧状ヘラ ） 口縁 部 内外面ヨコナデ 焼・良 外 面底部炭素付着色 ・橙

甕

褐色 使 ・ 内外 面一 部鉄分付着 残・ 完形 備 •No. 7と 重な って出土

7 I口径 10 .9 I胎・褐鉄粒石英 角閃石白色 粒子 成 ・ 粘土帯積み上 げ整・ 外面
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器 高 1 0. 2 I胴 部ヘラケズリ 内 面 胴部ナデ （ヘラオサエ有り） 口縁部内外 面ヨコ

ナデ 焼・良外 面 一部炭素付着色・橙褐色 使 ・内 外面鉄分 一部付着

多し 残・完形備 • No. 6と 重 な っ て出土

8 口径1 3.5胎・ 褐鉄粒成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナデ 口

器 高 4 . 9 縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 使 ・風化摩滅器 面 軟弱 出 ・
ピ゜ ソ ト内 残・ ほぼ完形（口縁部 一部 欠 損）

坪 I 9 I 口 径 1 3. 7胎・ 褐鉄粒角閃石成・底 部と 口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ
器 高 4 . 7 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良器 面軟弱 色・橙褐色

出 ・ ピ ソ ト内 残・ロ縁部 ％ 欠 損

坪

坪 I 1 o I 口径1 3.5胎・ 褐鉄粒成・底部と 胴部接 合整・外 面 底部ヘラケズリ後ナデ （ ノ

器高 5. 0 ッ キ ン グ痕有り） 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内 外面ヨコナデ 焼
・良色・橙褐色 出 ・ ピ ソ ト 内 残・完形

坪 I 1 1 口径1 3.5胎・ 褐鉄粒多 成・不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部同心円

器 高 5.1 状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良器 面 軟弱 色・黄褐色 出 ・ ピ

ノ ト内 残· ほぼ完形（口縁部 一部 欠 損）

坪 1 2 I 口径1 3.4胎・ 褐鉄粒多 成・底部と 口縁部接合整・外 面 底部ヘラ ケズリ 内 面

器 高 4 .5 底部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・黄褐色 出 ・ ピ
ソ ト内 残· ほぼ完形

胎 ・ 石英成・頸部接合 粘土帯積み上げ整・内外 面風化 摩滅不明瞭i甘 I 1 3 

焼・ 普 色・橙褐色 残． ％

夏目遺跡7 5 号住居址（第I I 8図 ）

器種 番号 法 量(cm) 特

甕

1 1 1口径 21 .0 1胎・角閃石成・頸部接合 口縁 部 二段積み上け
徴

胴部帖土帯積み上け

整・ 外面 胴部ヘラケズリ 内 面 不明瞭 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・

普色・外 橙褐色 内 黄褐色 使 ・外 面焼土付着著しい 残・底部 欠

損
2 口径12. s I胎・ 褐鉄粒成 ・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ後ナデ 内 面 底部ナ坪

坪

坪

坪

器 高 4 .2 デ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・ 淡 褐色 残・ ほぼ完 形

3 口径12. 7 胎 ・ 褐鉄粒成 ． 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ後ナデ 内面 底部ナ

器 高 4.3 デ （ヘラオサエ有 ） 口縁 部内外 面ヨコナデ 焼・良底部 外面 一部炭素

付着色・ 淡 褐色 残・ ほぼ完形

4 I 口径11 .5胎・ 褐鉄粒成．底部と口縁部接合整・ 外面 底部ヘラケズl)後ナデ

器 高 4 .0 内 面 底部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・茶 褐色 出 ・竃 裾

残・ ほぼ完形

5 I口径11 . o I胎・角閃石白色粒子石英成・ 不明 整・ 外面 底部ヘラ ケズリ 口
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器高 2. 8 縁部ヨコナデ 内面 底部 同 心 円状ナデ 焼・良色 ．橙褐色 残・ロ縁

部 一部欠損

坪 6 口径 10. 1 胎・角閃石 成 ・ 不 明 整・外 面 底部ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ 内

器高 3. 1 面 風化不 明瞭 焼・良 外 面底部炭素付着色 ・橙褐 色 残· 口縁部％

欠損

夏目遺跡 5 号溝 （第11 9~1 2 4 図 ）

器種番号法量(cm ) 特 徴

甕 1
1 1 ;:(3::: I]: :::面

角

二、 ： ： ：

．

：：

下

：部 門□：口::

積

：；

部内外 面ヨコナデ 焼・ 普 胴部外面一部炭素付着色 ・橙褐色使 ・外

面胴部 中位に炭素付着 内面 胴部 下 位環状に 炭 素付着底煤 付着 残．

胴部及び口縁部 一部欠損

甕
I 2 1 口径 15. 9胎 •石英角閃石白色 粒子 成 ・頸部接合 整・外面 胴部ヘラケズリ

器高 19. 8 内面 底部及び胴部ヘラオサエ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色 ・ 暗

褐色 形 ・ 丸底 残・胴部及び 口縁部％欠損

甕
I 3 口径2 3. 1 I胎・褐鉄粒白色 粒子 成 ・頸部接合 口縁部二段積み 上 げか ？ 整・ 外

面 胴部ヘラケズリ 内面 胴部ナデ（ヘラオサエ） 口縁部内外 面ミ ズ

甕

ビキ 焼・ 普 内外面一部炭素付着色 ・橙褐色 残・ ロ縁部

41口径 2 4. 3 1胎・ 石英 角閃石 成 ・頸部接合 口縁部二段積み上 げ 整・外 面 胴部

ヘラケズリ 内面 胴部ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼 ・良 色・橙褐

色 残・ロ縁部

甕
5

 

甑

甕

胎・褐鉄粒白色 粒子 成 ・頸部 接合 整・外面 胴部ヘラケズリ 内面

胴部ナデ（ヘラオサエ有） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色

残・ロ縁部％

6 1器高 31. 3 I胎・褐鉄粒石英 細砂 成 ・胴部 下半 頸部 接合 孔 部ヘラ 切り 整・

外面 胴部 下半ヘラケズリ 上半ヘラケズリ後ナデ 内面 胴部 下半ヘラ

7
 

ケズリ 上半ヘラケズリ後ナデ ロ縁部内外面ヨコナデ 焼・ 普 胴部外

面一部炭素付着色・橙褐色 残・胴部上半％欠損

甕

甕

胎・ 角閃石 石英 成・頸部接合 整・外 面 胴部ヘラ ケ ズリ 内面 胴

部ナデ ロ縁部 内外 面ヨコナデ 焼・良色 ・橙褐色 残 ・胴部 一部 口

縁部 ½

8 1底径 7. 1 I胎· 砂粒褐鉄粒 多成 ・底部上がり底 整・外面 風化 摩滅不明瞭 内

面 風化剥離 不 明瞭 焼・ 普色 ・橙褐色 使 · 内外面風化 残・底部

9 I I胎・白色 粒子 石英 角閃石黒色 粒子 成 ・不明 整・内外面風化摩滅

不明瞭 内面 ヘラミ ガキ痕 焼・良色 ・橙褐色 残・ロ縁部 一部
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甕

11 o I口径 1 0.5 胎 ・ 角閃石成 ・ 不明 整・外 面 胴部下半ヘラケズリ 上 半ヘラケズリ
後ナデ 内 面 胴部ナデ（ヘラオサエ有 ） 口縁部内外 面ヨコナデ 焼・

良外 面底部炭素付着色・黄褐色 残・胴部及び口縁部 ％欠損

器高 11 . 0 

甑 1 1 底径 7 . 6  

孔 径 2 .3 

高坪 1 2 

高坪 I1 3 

高坪 I1 4 

高坪 I1 5 

高坪 I1 6 

高坪 I1 7 

高坪 11 8 

高坪 I1 9 

高坪 I 2 o 

高坪 I2 1 

高坪 I2 2 

高坪 I2 3 

胎 ・ 白色粒子角閃石石英成·孔部ヘラ 切り整・ 内外 面 ヘラケズ
リ 焼・普色・橙褐色 残·底部

胎・石英角閃石成 ・ 不明 整・外 面 ヨコナデ 内 面 ナデ 焼・良

色・橙褐色 出 • 最下 層 礫 層内 残・裾部
胎 ・ 褐 鉄 粒成 ・ 不明 整·内外 面風化 不明瞭 焼・良色・橙褐色 残

・脚部上半 坪底部 一部
胎・ 褐 鉄 粒成 ・ 不明 整・ 内外 面風化摩滅不明瞭 焼・ 普色・橙褐色

残・脚部 坪底部 一部 備 ・ 穿孔 ニケ 所

胎・ 角閃石白色粒子石英成 ・ 不明 整・外 面 ヘラミ ガキ 内 面
ヘラケズリ 焼・良色・橙褐色 残 ・脚部

胎 ・ 白色粒子石英角閃石成・ 不明 整・ 外面 ヘラミ ガキ 内 面

ナデ 焼·良色・橙褐色残・脚部

胎 ・ 白色粒子角閃石成 ・ 不明 整・外 面脚部風化 不明瞭 内 面 脚部

ヘラケズリ 焼・良色・橙褐色残．裾部 脚部
胎 ・ 褐 鉄 粒成 ・脚部内 面 天井部粘土 充填整・外 面 ナデ 内面 ヘラ

ケズリ 焼・良色・橙褐色 残・脚部

胎・ 白色粒子石英褐 鉄 粒角閃石成 ・脚部と 坪底部 梢状粘土接合

脚部粘土紐 絞り痕有り整・ 内外 面風化摩滅不明瞭 焼・ 普色・橙褐色
残・脚部

胎 ・ 石英褐 鉄 粒黒色粒子 成・ 不明 整・内外 面 脚部ヘラケズリ
裾部ヨコナデ 焼・良色・ 淡橙褐色 残・裾部％ 脚部

胎 ・ 白色粒子 褐 鉄 粒成 ・ 粘土紐積み上げ整・外 面 裾部 不明瞭脚

部ヘラミ ガキ 内面 裾部ヨコナデ 脚部ナデ 焼・良色・橙褐色 残
．裾部 一部 脚部

胎・ 褐 鉄 粒白色粒子 成 ・ 不明 整・外 面 脚部ナデ 内 面 脚部ヘラ
ケズリ 裾部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残．裾部％ 脚部

胎・ 褐 鉄 粒白色粒子角閃石成 ・ 不明 整・外 面 脚部 ナデ後ヘラミ
ガキ 裾部ヨコナデ後ヘラミガキ 内 面 脚部ナデ 裾部ヨコナデ 焼・

普色・赤 褐色 使 ·内外 面 鉄 分付着残．裾部％ 脚部 一部

碗 2 4 I口径（12.2 )胎 ・ 角閃石褐 鉄 粒白色粒子石英成・粘土帯積み上げ整・外 面

器高（5.2 )  胴部下半ヘラケズリ 上半ヘラケズリ後ナデ ロ 縁部ミズビキ 内 面 剥

孔 径（1 . 7 )  離 風化 不明瞭（ヘラオサエ有 ） 焼・良外 面胴部 一部炭素付着色・橙

褐色 使 ・ロ縁部は 一部外 面 より打 ち欠き か ？ 底部焼成後 内面 より穿孔
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か？ 残・ロ縁部 一部 欠 損 備 ・孔径は内部 より測る

坪 I 2 s I口 径 1 3 . 9胎・ 褐鉄粒成・ 不明 整・外 面 底部 ヘラケズリ 内 面 底部同心円状

器高 4 .5 ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ焼・良色・橙褐色 残． ％

坪 I 2 6 胎・角閃石多 成・底部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面

底部 同じ円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼·良色・橙褐色 残・底

部％ 口縁部％

坪 I 2 7 I口径1 3 .2胎・ 褐鉄粒多 成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ ロ縁部 不明 内 面

器高 3 .4 不明 焼・普外 面底部炭素付着色・橙褐色 残・ロ 縁部 ％欠損

坪 2 8 I 胎・角閃石白色粒子 成・ 不明 整・外 面 風化 不明瞭内 面 同心円

状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐 色 残 ． ％
麻 2 9 I口径15. 6 胎 ・角閃石石 英成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナ

器高 3 . 6 デ ロ縁部内外 面 ヨ コナデ 焼・良色・橙褐色 残． ％

坪 3 o I口径1 0 .0胎・角閃石石英成· 不明整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部同

坪 3 1 

坪 I 3 2 

坪 I 3 3 

坪 I 3 4 

坪 I 3 5 

坪 I 3 6 

坪 I 3 7 

坪 1 3 8

器高 3 .2 心円状ナデ ロ縁 部内外 面ヨコナデ 焼・良底部外 面 一部炭素付着色

．橙褐色 残・ ほぼ完形
胎・角閃石成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナデ口

縁部内外 面ヨコナデ 焼 ・普色・橙褐色 残． 昇

胎・角閃石成・底部と口縁部接合整・外 面 口縁部ヨコナデ 内 面

同心円状ナデ 焼・普色・橙褐色 残・底部 口縁部 各一部
胎・角閃石白色粒子 成・ 不明 整・外 面 底部ヘラ ケズリ 内 面 底

部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼· 普色· 茶 褐色 残・底 部

％ 口縁部 ％
胎・ 褐鉄粒成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナデ口

縁部内外 面ヨコナデ ヘ焼・普色・橙 褐色 残・½

胎・ 褐鉄粒多 成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ ロ縁部内外 面ヨコ

ナデ 焼・普色・橙褐色 残・底部％ 口 縁部 ％

胎・角閃石成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナデ口

縁部内外 面ヨコナ デ 焼・普色・橙褐色 残・½
胎・角閃石成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ後ナデ 内 面 底部同

心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・良色・橙褐色 残・ロ縁部 ％
胎・ 褐鉄粒多 角閃石成・ 不明 整・内外 面風化摩滅不明瞭 焼・普

色・橙褐色 使 ·内外 面風化摩滅 残・底部 ％ 口縁部 ％

坪 3 9 口径（1 0 . 6 )胎・角閃石成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部ナデ口

坪 I 4 o 

縁部内外 面ヨコナデ 焼・普色・橙褐色 残． ％

胎・角閃石成・底部と口縁部接合整・外 面 口縁部ヨコナデ 内 面

同心円状ナデ 焼・普 色 ・橙褐色 残・底部 口縁部 各一部
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坪 I 4 1 I 口 径 1 2.4胎 ・ 褐鉄粒多 成・ 不明 整 ・ 内外 面風化不明瞭 焼・ 普 底部外 面 一部

器 高 3.8 炭素付 着 色・橙褐色使 ・ 内外 面風化 残・ ロ縁部％欠損

坪 I 4 2 

坪 I 4 3 

坪 I 4 4 

坪 I 4 5 

坪 I 4 6 

坪 I 4 7 

坪 I 4 8 

坪 4 9 

坪 I 5 o 

坪 I 5 1 

士甘 5 2 

胎 ・ 石英多 成・ 不明 整 ・ 内外 面風化不明瞭 焼・ 蒋 色・橙褐色使
・ 内外 面風化 残・ ¾

胎 ・ 褐鉄粒多 角閃石成・底 部と口縁部接合整・外 面 底部ヘラケズ

リ 内 面 底部同心円状ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・黄褐

色 茶 褐色使 ・ ロ 唇部内 側剥離 摩滅 残． ％
胎 ・ 褐鉄粒成・底部と口縁 部接合 整 ・ 内外 面風化摩滅不明瞭 焼・良

器 面軟弱 色・橙褐色 残 ・ ½
胎 ・ 黒色粒子 成・ 不明 整 ・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底部同心円

状ナデ ロ縁部内外 面ミズビキ 焼・良外 面炭索付 着 色・外 黒色

内 橙褐色残· ½

胎 ・ 褐鉄粒成・ 不明 整 ・外 面 底部ヘラケズリ 胴部 不明 口縁部ヨ

コナデ 内 面 丁寧 なヘラミガキ 緻密で光沢有 り 焼・良内 面黒色仕

上げ 色・外 橙褐色内 黒色 残・ ½

胎 ・ 黒色粒子 成 ・ 不明 整 ・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 風化摩滅不

明瞭 焼・普外 面底部炭素付 着 色・外 黒 褐色内 黄褐色残・ ¾
胎 · 白色粒子黒色粒子 成 ・ 不明 整 ・外 面 底部ヘラケ ズ リ 内 面風
化摩滅不明 瞭 焼・ 普色・橙褐色 残・ ½

胎 ・ 褐鉄粒黒色粒子 成・ 不明 整 ・外 面 底部ヘラケズリ 内 面 底

部ナデ ロ縁部内外 面ヨコ ナデ 焼・ 普外 面底 部 一部炭素付 着 色・橙

褐色残・ ½
胎・ 褐鉄粒角閃石成・ 不明 整・外 面 風化不明瞭 内 面 同心円状

ナデ ロ縁部内外 面ヨコナデ 焼・ 普色・橙褐色残・ ¾

胎 ・ 角閃 石 石英成・ 不明 整・外 面 底部ヘラケ ズ リ 内 面 風化不

明瞭 焼・ 普色・橙褐色残・ ½
胎 ・ 白色粒子 成 ・頸部接合整・ 内外 面ナデ 焼・ 普色・ 暗 褐色残

・胴部上半 口 縁部下半
大型 5 3 器 高 7 4. 6胎 ・ 細砂微 少 緻密 整 ・底部 丸底風 自 重でく ぼむ 外 面 右寄り縦の

甕

最 大径6 4. 0 タ タ キ後 胴下半ヨコナデ ロ縁部 3条の 波状 櫛描 その 間に2条の沈 線を

横 瓶 1 5 4 

施す その 後頸部ナデ ロ 唇部 ハケ状 工具に よる 櫛目 内 面 円 形当 て 具

痕下半 一部ナデて 消 える 胴部内外 面 タ タ キ痕 口縁部内外 面ヨコナ デ

形・ ゆ が む 焼・良色・ 青灰色出 • 5 号溝中位 接 • 5 号溝 46号

住 48号住 5 4号住 残・胴部％ 口縁部 ％

胎 ・ 白色粒子砂 石英礫含 む 成 ・ 内 面 両端指頭圧 痕 多 中 央部 当 具 痕

外 面 タ タ キ 痕 中央上 面ヨコナデ痕 一部 認め ら れ る 一方を 塞 いで成形か



壺 I 5 5 

甕

I 5 6 
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焼・良色・灰 褐色 接 . 5 号 溝 6号溝1 1 号溝 46号住と 接合

残・胴部％2 4片
胎 ・ 白色微石少 白色粒子 多 成 ・ タ タ キ 内 面に同心円 文 あり 焼・良

堅緻 色・ 暗青灰色 残・胴部 上半 ％

胎 ・ 白色粒子 微 石 多 焼・ 普色・ ロ縁部内 外面 灰 白色 外 淡黒灰

色

高台 5 7 口径1 7 .2胎 ． 0 .2 ~0 .3 小石少 黒色粒子 少 成 ・ ロ ク ロ （ 右 ま わり） 整・底部

付 坪 底径11 . 9 ヘラ 切り 高台貼付 形・ ロ縁部 楕円状 を 僅 かに 呈する 高台一部 変 形す

器高 7 . 5 る 焼・ 悪 一部 火欅 あり 色・ 白灰色 残・底部 口 縁部 ％
壺 I 58 1口径（ 9 .2 )胎 ・ 白色粒子 微石成 ・ ロ ク ロ 焼・良堅緻 内 外面 釉 が か かる 色

・ 外口縁部 淡黄褐色 光沢 あり 頸部 晴緑色 光沢 あり 内 上半

淡黄褐色 下半灰 白色 残・上半 ％ 下 半％

甕

I 5 9 胎· 白色微石少 白色粒子 多焼・ 普色・ 黒灰色 残・破片

高台 I 6 o I口径 (1 7 . 7 l I胎・ 白色微 石 多 白色粒子多 成 ・ ロ ク ロ整・ 高台部 貼付 焼・良堅

付 坪 高台径 緻 色・ 淡 青灰色 残・ロ縁部 ％ 高台部 ％

(11 .8 ) 

器高 7 .1 
平 瓶 I 6 1 I 最大径1 4 .0胎 ・ 白色微石成· ロ ク ロ整・ 肩部 円盤状 の粘土でふ さ ぐ 焼・良 外

面に 釉 付着色・ 外 釉 の部 分は黒 緑色 釉 の 落 ちた部 分は灰 白色 内

青灰色 残・ 肩部％ 胴部 ％

甕

6 2 胎 ・ 白色微 石 多 焼・ 悪 表面 ザラつく 色・ 黒灰色 残 · 破片

蓋 6 3 胎 ・ 黒色粒子 多 成． ． ロ ク ロ 焼・ 普色・ 外灰色 内 白灰色 残．

破片

蓋 I 6 4 I I胎 ・ 白色砂粒多 成・ ロ ク ロ （ 右 ま わり？ ） 形・ つま み 中央部 が もりあ

が る 焼・ 良色・ 黒灰色 残・つ ま み 部

蓋 I 6 5 Iつ ま み 径胎・黒色粒子 少 成 ・ ロ ク ロ つま み 貼付 形・ つ ま み 内部に 突起 が ある

蓋 I 6 6 

3 .1 焼·良外面 に う すく 釉 が かかる 色・ 外 黄色味を お びた灰色 内 青

灰色 残・ つ ま み 部％
胎 · 白色微 石 多 成・ ロ ク ロ 焼・悪 色 ・ 外 青灰色 内 白灰色 残

・破片

坪 I 6 7 I口径（18 .2 )胎 ・ 白 色 微石 多 成 ・ ロ ク ロ 整 ・底部ヘラ 切り 形・ 底部 が わずかに 丸

底径 (12 ,4 ) み をも ち 安定 が 悪い 焼 ・ 悪 色・黒灰色 残・底部％ 口縁部 ％

器高 6 . 7 

蓋 I 6 8  1口径（18 .2 )胎・ 白色微 石 多 成· ロ ク ロ整・ つ ま み 貼付 焼・普 外面に 釉付着 の

つ ま み 径 痕 跡 色・黄色味を おびた青灰色 残・ つ ま み 部％ 口 縁部 ％ 口唇部 一

( 5. 8) 部



1 24 

蓋 I 6 9 胎・ 黒色粒— f 少 成 ・ ロ ク ロ 焼 ・ 悪 外 面 に釉 の 跡 表面ザラ つ く 色

．灰色（ 白 味有 ） 残・ 破片

蓋 7 () 胎・ 黒色粒子 成・ ロ ク ロ 焼 ・ 普色・ 白灰色 残・ 破片

坪 7 1 口径（15.2 )胎・ 黒色粒— f 成・ ロ ク ロ整・底 部ヘラ 切り 焼 ・ 悪 色・外 灰 白色

底径(11. 0 )  内灰 褐色 残・底 部 一 部 口縁 部 ％

器高 3 .4 

薔 I 7 2 I口径(1 4.2 )胎・ 白色粒子 少 成・ ロ ク ロ整・ つ ま み 貼付 焼 ・ 普外 面 に釉 が か か
つ ま み 径 る 色・ 黒灰色 残． ％

(5. 6 )  

高台 7 3 底径 7.8 胎・ 白色粒—f 微 鼠 成・ ロ ク ロ整・ 高台部 貼付 形 ・底部 に 穿孔 焼 ・
付 壺 良堅緻 色・外 淡 青灰色 内灰 白色 残・胴下半

高台 7 4 高台径 胎・ 白色小石少 微 石多 成・ ロ ク ロ整・ 高台貼付 焼 ・ 悪 色・ 黒灰

付 坪 ( 9 .  8 )  色 残・ 高台 部％ 底 部％

蓋 I 7 5 

古 ム
向 口 7 6 I高台径

胎・ 黒色微 石 多 成・ ロ ク ロ 焼 ・ 普口縁内部 に黒線が め ぐる 焼 成時 の

坪口縁と の接 触に よる も のと 思 わ れる 色・外 白灰色 内 青灰色口

縁 部 の み 白灰色 残 ・ ロ縁部 一部

胎・ 白色粒子 白色針状 を 含 む 成・ ロ ク ロ整・底部 糸切 か ？ （ わずか

( 7 . 2 l I に痕 跡残る ） 高台貼付 焼 ・ 悪 色・ 黒 味 が かった青灰色 残 ・ 高台部 ％
底 部 ％

胎・ 白色微 石少 黒色粒子 少 成・ ロ ク ロ整・底部及び口縁部下半ヘラ
ケズリ 焼 ・ 悪 色・灰 白色 残・底部 ％ 口縁部 ％

円 面 7 8 周縁径 胎 ・ 白色粒子 多 黒色粒子 多 成・ ロ ク ロ 焼 ・良色·青灰色 残・脚

硯 (11.8 ) 部 ％

脚 部径

付坪

[
I

 

[
I

 
坪

(11. 8 ) 

器高 2. 9 

円 面 I 7 9 I 周縁径

硯 (11. 8 ) 

脚 部径

( 11. 6 )

器高 2. 9 

剣形 18 0 

日
ロ
ロ

土 錘 18 1 

胎・ 白色粒子 多 成・ ロ ク ロ整・脚部 貼付 焼 ・良色・ 淡青灰色 使

・ 中央 部 わずかに摩滅す 残・脚部％ （ 天井部 ％ ）

長さ3 .1 cm 最 大 幅2 . 0 cm 厚 さ4 mm 上端に径2 mm の 小孔 を 穿つ 。 石材

は 滑石。 両面と も 粗 い 研磨 が 加 え ら れ 平坦に仕上げら れ て いる 。 刃部は

表現 さ れ てい ない 。 色調 は 黒灰色

残存 部 の 長さ 6 .3 cm 径2 .1 cm 孔径5X 7 mm 両端を欠く 黄褐色 重

さは2 2 g である 。
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刀 子1 8 2 

刀 子1 8 3 

刀 子1 8 4 

全長 13. 6cm 刃 部 の 長 さ8 . 8 cm 茎 部 の 長 さ2 . 9 cm、 刃 部 の幅 1 . 4 cm 

厚 さ2 . 5 mm 茎 部 は 5mm 四 方の 角 柱状 であ る 。刀身 部 先端は 、 肉厚が薄く

なり 刃 部 中央 部 分は使 用 の た め わずか に 内 湾して い る 。 全体的に 錆化が

著しく 細 部 の 観察は で きな い 。

長 さ8 . 2 cm 幅 1 . 2 cm 厚さ1mm であ る 。 片方を欠く が ほぼ真直ぐな 形

態と考えら れる。刀身は 非 常に 薄 い つく り であ る 。 全体的に 錆化が著しい

長 さ5. 2 cm 刀身部の幅は 1 . 1~ 1 .  2 cm 基 部 は 幅8 cm 厚さ3mm の 角

柱状 であ る 。 錆化がと く に 著しく 厚さ1 . 5 cmに 及ぶ。

夏目遺跡 6 号溝 （第 I 2 5 図 I)· 7 号溝 （第 I 2 5 図 2) • 1 1 号溝 （第 I 2 5 図 3 · 4  • 5 )

器種 I番号 I法量(cm) 特 徴

甕

I 2 

灰 釉 1 口径9 . 6 胎 ・黒色 粒 子微 量 成 ・ ロ ク ロ 底 部 糸切り 形 ・ロ縁 部 は 水平 でなく 歪

片口 底径 4. 6 み、 一方に 片口 を 付 ける 口 唇 部 は稜を 持 ち や や角 張 っ て いる 底 部 内面

器高 2 . 6 がわずか にく ぼむ 焼 ・ 堅緻 口縁 部 内外 面の みに灰 釉 が施 さ れ、 一 部底

部に は 、 釉 だまり がみら れる 外 面一 部灰 か ぶり が認めら れる。色 ・灰白

色 釉の 部分は 淡 い緑色 残・ 完形

胎 ・白色 粒 子微石多 焼 ・ 普色 ・ 黒灰色

胎 ・白色 粒 子多焼・ 悪色 ・ 外 黒灰色 内上半 淡黒灰色 下半 灰播鉢I 3 

蔵骨I 4 

器

鉄製I 5 

品

白色

胎 ・黒 色 粒 子多片 岩礫含 む 成 ・胴 部 下 端 2 重 整・ 内面ナデ 底 部外

面砂粒付着 多焼 ・ 悪色 ・ 暗黄褐色

全長 4. 2 cm 上 部径9 mm 次第に 細くなる 孔 が作ら れて いる 。 下 部 は 径5

~ 6mm の 円 柱状 で 孔は 貫通して いな い 。使途不明 の鉄製品 であ る

夏目遺跡覆土 出 土遺物 （第1 2 6 図 ）

器種番号法量(cm) 特 徴

片ロ 1 胎 ・白色微石 角閃石褐鉄粒 成 ・粘土帯積み上 げ（接合痕明瞭） 片

鉢 口 は 口縁 部を 曲げて 作り 亀裂 部 分に 粘土を 補 う 整 ・外 面 ヨ コナデ ミ

ズビキ 内面 ヘラケズリ ヨ コナデ ミ ズビキ痕 交 じ る 内外面一 部粗

い ハケ調整みら れる焼· 普 内外 面一 部 炭素付着色 ・橙 褐色 残・上

半％ 出 ・ 2 6 号住居址 付 近覆土

丸瓦 2 胎 ・砂粒 成 ・上面丁寧なミ ガキ 端は ヘラ切り 整 · 内面 ヘラケズリ

か 一 部 縄状圧痕 残る 焼· 良 色 ・上面 灰 褐色 内面 淡褐色 出 ・

4 号溝

碗 3 器高 6. 6 胎 ・白色 粒 子石英多褐鉄粒 成 ・ 胴部 下半と上半頸 部 接合 整・外

面 口縁 部 ヨ コナデ（ミ ズビキ か ？ ） 内面 口縁 部 ヨ コナデ 胴 部 内外



1 2 6 

琳 4

 

鉄鏃 I 5 

面ヘラケズリ後ナデ 形・底部は粘土 貼付に よる上げ底 か？ 焼・ 悪 外
面炭素付着色・橙褐色 残・底部 胴部 （ 一部欠損 ） 口縁部 ％ 出 ・

1 5 号住居址東側覆土

胎・ 白色粒子角閃石成 ・頸部接合 （接合部で 分離 ） 整・ 外面 胴部
ヘラケズリ後ナデ 内 面 ナデ 焼 ・良色・橙褐 色 使 ・ 外面炭素付着
残・底部 胴部 出 ・1 5 号住居址東側覆土

長さ8 .5 cm 竪箭式 の 刃部 最大 幅1 . 4 cm 、 箆被断面 が 方形 の 角 柱状である
錆 化 が 進み 細 部に つい ては 観察でき な い 。 出 ・1 5 号住居址東側覆土

夏 目 遺跡住居址複合出土遺物 （ 第127·128図 ）

器種 番号 法量(cm) 特
鉢 1 1 1 口径 (1 7. 4 ) 1胎・ 白色微 石 少 成 ・ ロ ク ロ 焼・普色• 青味： かった灰 白色 残・ロ

縁下 半 ％ 口 縁上 半％

2 I 口径 (14. s) I胎・ 白色粒子黒色粒子 少 成・ ロ ク ロ （ 右回転） 焼·悪 色・ 白灰色

残・ ロ縁部％

3 I口径（1 4.8 )胎・ 白色微 石 少 白色粒子 少 成 ・ ロ ク ロ整・底部ヘラ 切り 焼・良

底径（1 0. 4 )  色・ 青灰色 残・ ロ 縁部 ％ 底部％
器高 3. 7 

4 I口径（1 3. s) I胎・ 白色粒子黒色粒子 成 ・ ロ ク ロ （ 右回転） 焼・ 悪 色・黄色味を
帯びた灰色 残． ％ （ 中 央部欠損 ）

5 口径（1 3. 0)胎・ 黒色粒子 多 成 ・ ロ ク ロ 焼・ 普色・ 青灰色 残． ％
6 胎・ 白色微 石 少 褐色粒多 成・ ロ ク ロ 焼・ 普 一部 釉付 着 色・ 外

青灰色 内 黄灰色口縁部 の み 青灰色 坪に かぶせ て焼成した為 に 外面

と 内 面口縁部及び 内 面 の色調 が 極端に 異 なる 。 残・ 破片
高台 7 高台径1 0. 2胎・ 白色針状 多 白色微 石微 量 成 ・ ロ ク ロ整・底部ヘラ 切り 高台貼

付 壺 付 焼・ 良 色・ 暗青灰色 残・ 高台部 ％ 底部％ 胴部 一部

甕

8 胎・ 白色微 石 多焼・良色 ・ わずかに 青 味が かった灰色

甕

9 胎・ 白色微石 多焼・ 普内 外面釉 が か かる 色・ 外 黒灰色 内 釉 の

坪

坪

蓋

蓋

蓋

0

1

2

1

1

1甕

甕
甕

部 分は 暗緑色 備 ・ 窯印 「 X 」
胎· 白色微 石 多焼・良色・ 黒灰色 接合面及び その内側 は灰 白色

胎 ・ 白色微 石 少焼·悪 色・ 黒灰色

胎・ 白色粒子焼・ 普色・ 黒灰色
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第 4 4 図 夏目遺跡 I 0 号住居址出土遺物 ( I )
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第45図 夏目遺跡1 0 号住居址出土遺物 (2)

第4 6図 夏目遺跡1 1号住居址出土遺物 (1)
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第47図 夏目遺跡11号住居址出土遺物 (2)
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□□2 1 □□2 I 
こ 23

第4 8図 夏日遺跡11号住居址出土遺物 ( 3 )

＼＼ ＼ 戸 ／ 2 
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3
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第49図 夏日遺跡 12号住居址出土遺物

第 5 0 図 夏目遺跡13 · 1 4号住居址出土遺物
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第5 I 図

口
2ロニロニ〗

ロ ロ夏目遺跡15号住居址出土遺物

I
)

 

p、

2
 

第52図 ＼夏目遺跡 I 9号住居址出士遺物

ロ

第53図 夏目遺跡20 · 2 1号住居址出土遺物
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第54図 夏目遺跡2 I 号住居址出士遺物
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第55図 夏目遺跡22号住居址出土遺物 ( I )
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第5 6図 夏目遺跡22号住居址出土遺物 ( 2 )

第57図 夏目遺跡24号住居址出土遺物
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第5 8図

第5 9 図 夏目遺跡２６号住居址出土遺物（１）

夏目遺跡２５号住居址出土遺物
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第 6 0 図 夏目遺跡 2 6 号住居址出土遺物 ( 2 )

第61 図 夏目遺跡2 8号住居址出土遺物
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第6 2図 夏目遺跡 2 9号住居址 出 上遺物
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第63図 夏目遺跡30号住居址出土遺物
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第64図 夏目遺跡31 · 3 2号住居址出土遺物
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第 65図 夏目遺跡33号住居址出土遺物 ( 1 )
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第６６図　夏目遺跡３３号住居址出土遺物（２）　

第６７図　夏目遺跡３５号住居址出土遺物　

第６８図　夏目遺跡３６号住居址出土遺物　
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こ l : 2

第6 9 図 夏目遺跡 3 7 号住居址出土遺物

3
 

` `  `  - ｀ ̀  - - - - 4
 

9 : , 9, • 5 

第 7 0 図 夏目遺跡 3 8 号住居址出土遺物 ( 1 )
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第7 1図 夏目遺跡3 8号住居址出土遺物 (2)

第72図 夏目遺跡39号住居址出土遺物

2
 

第73図 夏目遺跡4 0 号住居址出土遺物 (1)
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第 74図

5 

夏目遺跡40号住居址出土遺物 (2)

6
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第 7 5 図
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夏目遺跡40号住居址出士遺物 (3)
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第7 6図
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第77図 夏目遺跡4 1 · 4 2号住居址出土遺物

第78図 夏目遺跡44号住居址出土遺物

第7 9 図 夏目遺跡45号住居址出土遺物
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第 8 0 図 夏 目 遺跡 4 6 号住居址出土遺物



149 

2 

＼ 

�5 

多 3 

急 7

ロニ／ 6

fit 9 三 � 8 

[ ］ ：t� [ しーーニ—]/
1 0 1 1  1 2  

第8 1 図 夏目遺跡47号住居址出土遺物



1 50 

ー

／
 2

 

3
 

-

6
 

＼
 

-

＇
|

 
こ

三
←-―
ー

三
5

 

□ 口1 5 □□/9 2 1 

□三／。 ロニロ 1 6 □/2 2

�

1 
ロニ 1 7 □□□ 2 3

三
2 ロニ:::J,

8

□7 

口〗

8
 

24 

□三/ 1 3
□ /

0 25 

1 9

ò 
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第８３図　夏目遺跡４９号住居址出土遺物

第８４図　夏目遺跡５０号住居址出土遺物

第８５図　夏目遺跡５１号住居址出土遺物（１）
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第８６図　夏目遺跡５１号住居址出土遺物（２）

第８７図　夏目遺跡５２号住居址出土遺物（１）
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第９２図　夏目遺跡５５号住居址出土遺物

1 55 



156 

第９３図　夏目遺跡５６号住居址出土遺物

第９４図　夏目遺跡５８号住居址出土遺物（１）
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第10 4図 夏目遺跡64号住居址出土遺物( 2)
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第１２３図　夏目遺跡５号溝出土遺物（５）
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第１２４図　夏目遺跡５号溝出土遺物（６）

第１２５図　夏目遺跡６ · ７ · １１号溝出土遺物

第１２６図　夏目遺跡覆土出土遺物



179 

= 6

1 1

9.
，

1
 

1

,'
 
·ヽ ， 

,’
 

9·‘
 

，
 
9
4-diL

 

'z£r
1"

 

，
 

,
r
f
l'
Ì
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3 小 結

県道本庄 ・ 鬼石線道路改良工事に伴う発掘調査の成果は、 二本松遺跡の小結 （注 l )で既に述べた

よう に、 二本松遺跡、 社具路遺跡、 夏目遺跡の3遺跡を総合して検討し、 第三分冊 ・ 社具路遺跡発掘

調査報告書 （注2)に掲載する予定である。 したがって、 ここでは、 夏目遺跡の 発掘調査及び遺物整

理の段階での問題点、 知 見等をまとめるにとどめたい。

］ 遺構 夏目遺跡で検 出された遺構は、 住居址 5 8軒、 溝 I 9本、 井戸2基、 土砿3 8基である。

住居址は、 古墳時代 （和泉 期 ～ 鬼高期） から奈良時代 （真間期） にかけての も のである。 住居址は

5 号溝を挟んで、 南北に膠しい重複をもって検 出されており、 特に南側に おいてそれが著しい。 5 号

溝を挟む住居址群は、 南北同時に形成されたものではなく、 時期により住居址群の主体が南側、 ある

いは北側に移る傾向が認められる。 和呆式土器を 出土する住居址は、 5 号溝の南側において数が多く、

北側では2 ~ 3軒にす ぎない。 また、 鬼高期になってもこの傾向は変らず、 北側に2 ~ 3軒確認され

たのみで、 ほとんどが南側に構築されており、 和泉期の住居址及び同時期の住居址と複雑な重複関係

をも っ ている。 さらに、 全体の集落の中心から北にかなり離れて、 鬼高期の小 規模な住居址 (7 5 号

住居址） が検出されている。 周辺の調査がなされていないため、 7 5 号住居址を 含 む 住居址群が存 在

して い るかは不 明である。 真間期になると、 5 号溝の南側では住居址は 全く検出されておらず、 すべ

てが北側に構築されている。 したがって、 和 泉 期 ～ 鬼高期にかけては、 隼落の主体が、 5 号溝を境と

して南側にあり、 奥間期になり築落の主体が北側に移るということが考えられる。 しかし、 今 回の調

査は線的な調査であるため、 周辺の調査が進 むにつ れ、 新しい結果が 見出されることも考えられるの

で、 ここではその可能性だ けを提示しておぎたい。

和泉期の住居址は、 二本松遺跡と時期 的に大差ないと考えられるが、 二本松遺跡では他の時期の住

居址 が存在していないのに対し、 夏目遺跡では、 鬼高期、 真間期の住居址と併存していること、 和泉

期の住居址が同時期の住居址と重複関係をもっている点で、 二本松遺跡と性格を 異 に すると考えられ

る （注3)。

寵 に ついては、 和泉期では、 5 8号住居址を 除いて、 煙道が壁外へ延びるものはなく、 鬼高期でも

同 様である。 しかし、 真間期になると煙道はすべて壁外へ 延びている。 また、

甕

を寵の構築材料とし

て使 用 した例が、 4 0 、 47、 5 9、 6 I 号住居址で検 出 されている。 また、 高坪を竃の支脚として

使用 し た例として、 61、 6 5 、 69号住居址、

甕

を 支脚として使 用 した例として、 2 8、 5 0 、 5

1号住居址があげられる。

5 号溝は、 巣落が形成されている微高地上最も高い位置にあり、 遺物は和泉期から真間期にかけて

の土師器、 須恵器が検出されている。 和泉期の遺物は、 最下層の砂礫層から出土しているが、 摩滅し

ている破片がほとんどで、 流れ込んだ ものであると考えられる。 5 号溝覆土中で検 出の遺物は、 真間

期に属するものが主体的であることから、 真間期を中心とする時期に、 その機能を果たしていたもの

と考えることが妥当であ ろ う。 また、 久城前遺跡、 諏訪遺跡で同様な溝が検出されていることから

（注4)、 5 号溝もそれらと何らかの関係があると思われる。
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6 号溝からは、 灰釉 片 口 用 途不明の鉄製品が 出土し、 1 1 号溝からは、 播鉢、 蔵骨器が 出土して

おり、 中世に掘削され た溝であると考 え ら れる。 他の溝からは出土した遺物がないため、 時代の判定

は確実にはできないが、 6 号溝とほぼ同じ方向 へ、 7 、 8 、 9 、 1 2 号溝が走 っ ているため、 6 号溝

と無関係ではなく、 ほ ぼ同時期に掘 削さ れたものと考 え ら れるであ ろ う 。

2 遺物 出土した遺物は土師器、 須 恵器がほとんどであるが、 その中にあまり 出土例のないもの

が存在する。 5 1 号住居址 出土の子持壺 ( 8 6 図 ー 1 7 ) は中央の有段の 口 縁をもつ琲に、 小 型の琳

を接合した形で、 中は貫通している。 また、 同じ住居址 出土の高坪 (8 6図 ー9 ) は 口 唇部を打ち欠

き、 鋸 刃状に整形し、 脚に4か所穿孔している。 この2つの土器は、 ともに竃から出土している。 さ

らに、 同住居址から、 坪底部に小 坪を付した高坪が 出土した (8 6図 ー 10 )（注5 ) 。 これらの土器

は実用 品とは考 え ら れ ず、 祭祀的な意 味をもつものであ ろ う 。

また、 第 1 1 0 図 ー 1 の土器は二本松遺跡 出土の土器 ( 1 7 号住居址）と胎土、 形態や手 法が極似

している。 既に同報告書で注目したよ う に、 特異な存在である。

須恵器の出土状態を 見ると、 複数の住居址、 溝に互 っ て同 一個体のものが検出されている。 5号溝

とその北側の住居址に、 その接合が顕著で、 その時期もほぼ真間期に限られるよ う である。 当初は整

理の段階における間違 いかとも思 わ れたが、 複数の住居址出土の須恵器で接合するものが多か っ たた

め、 須恵器のみに限 っ てその接合関係を 図示した結果 が第 128 図である。 土師器においても須 恵器の

よ う な結果が得ら れる と 思わ れるが、 土師器の数が多いので、 ここでは割 愛した。

土器以外の出土遺物で特筆すべぎものとして、 4 8号住居址出土の銅芯金張の耳環 (82 図 ー 25 

) 、 6 0 号住居址出土のガラス球 ( 9 6 図 ー 1 6 ) がある。 耳環の出土は古墳の副葬品として検 出さ

れることがほとんどで、 住居址からの出土は稀である。 ガラス球は、 カ ソ ト痕があるものの未製品で

あることから、 この周辺にガラス製造に関連した遺構が存在することを示唆すると考 え ら れる。

夏目遺跡は、 東西に広がると考 え ら れる集落を南北に縦断する形で実施したことにより、 線的では

あるが、 1つの地域の中 で住居址が時期的にどのよ う な変遷をたど っ たかを解 明 するのに、 かなりの

成果をもたらすものと思わ れる。

注 l 長谷川勇 他 『二本松遺跡発掘詞査報告書』 昭和58年 本庄市教育委員会

注2 昭和61年度刊行予定

注3 ここにおいて使 用 している、 和泉期、 鬼高期、 真間期の用 語は、 そ れ ぞ れの時期の要素を持

っ た土器を 出土するとい う 意味で、 遺物、 遺構の詳細な編年は、 第三分冊で行 う 予定である。

注4 宮崎朝雄 『 関 越 自 動車道関係埋蔵文 化財発掘調査報告Vil 中堀 耕安地 久城前』 昭和53

年 埼玉県教育委員会

小 久保徹 『上越新幹線埋蔵文 化財発掘調査報告 m 下田 諏訪』 昭和54年 埼王県教育委 員

会

注5 同様の土器が異形高杯形土器として、 長岡 史 起、 松本完両氏によ っ て報告されている。 「横

浜市保土ケ 谷区桜 ケ 岡 出土の土器について」 『神奈川考古』 第12号 昭和56年 神奈川考古同

人会



写真図版

夏目遺跡空中写真（北方より）



写真図版 2 
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夏目遺跡空中写真



写真図版 3 

夏目遺跡10号～14号住居址（南方より）

2 夏目遺跡10号住居址遺物出土状況



写真図版 4 

夏目遺跡11号住居址カマド
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2 夏目遺跡15号・18号・19号住居址（南方より）



写真図版 5 

1 夏目遺跡15号住居址カマド

2 夏目遺跡19号住居址カマド



写真図版 6 

夏目遺跡 22号・ 24号～27号住居址（西方より）

2 夏目遺跡 22号住居址遺物出土状況



l夏目遺跡22号住居址遺物出土状況
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2 夏目遺跡25号住居址カマド

写真図版 7 



写真図版 8

夏目遺跡26号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡27号住居址（西方より）
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1 夏目遺跡 28号住居址（西方より）
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2 夏目遺跡 28号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡28号住居址カマド

2 夏目遺跡29号住居址カマド
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夏目遺跡29号住居址遺物出土状況

2 夏目遺跡30号住居址（西方より）
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夏目遺跡30号住居址カマド

2 夏目遺跡30号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡32号住居址遺物出土状況

2 夏目遺跡33号住居址（西方より）
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2 夏目遺跡38号住居址遺物出土状況
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1 夏目遺跡38号住居址遺物出土状況

夏目遺跡39号住居址（西方より）
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夏目遺跡40号住居址（南方より）
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夏目遺跡40号住居址カマド
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夏目遺跡46号住居址（西方より）

2 夏目遺跡46号住居址カマド
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夏目遺跡46号住居址カマド

2 夏目遺跡46号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡47号・48号住居址（南方より）

2 夏目遺跡 47号住居址カマド
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夏目遺跡48号住居址カマド
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夏目遺跡48号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡48号住居址遺物出土状況

2 夏目遺跡50号住居址（南方より）
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夏目遺跡50号住居址カマド

2 夏目遺跡51号住居址（南方より）
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1 夏目遺跡51号住居址カマド

2 夏目遺跡51号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡52号～56号住居址（南方より）

2 夏目遺跡52号住居址遺物出土状況
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l 夏目遺跡52号住居址カマド

2 夏目遺跡56号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡58号住居址（南方より）

2 夏目遺跡59号住居址（南方より）
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夏目遺跡61号住居址（東方より）
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夏目遺跡 61号住居址遺物出土状況

2 夏目遺跡 62号住居址



1 夏目遺跡62号住居址カマド

2 夏目遺跡63号• 64号住居址
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夏目遺跡 63号住居址カマド

2 夏目遺跡 63号住居址遺物出土状況

·- -

` 

. ( 

' " . 

� � 1
‘ 

`` •• , 

} · .· ·, 一· 9' ―· 
＇ ， ヽ ・ ・

-· .. . ." 
・ ー

ベ



写真図版 3 1 

., ; : 
ム ｀’

：
→ 

` • -. 

こ

ヽ

ヽ
�

，

 

夏目遺跡64号住居址カマド
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2 夏目遺跡64号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡65号住居址（南方より）
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2 夏目遺跡65号住居址カマド
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夏目遺跡65号住居址遺物出土状況

2 夏目遺跡66号住居址（西方より）
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夏目遺跡70号住居址カマド

2 夏目遺跡71号住居址（西方より）
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夏目遺跡75号住居址（西方より）

2 夏目遺跡75号住居址カマド
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夏目遺跡75号住居址遺物出土状況
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夏目遺跡1号・ 2号溝（北方より）
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夏目遺跡3号溝（西方より）

2 夏目遺跡5号溝（西方より）
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l 夏目遺跡5号溝遺物出土状況（北方より）
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夏目遺跡5号溝遺物出土状況
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